
巻
頭
言
團
魅
力
あ
る
百
万
都
市
づ
く
り

千
葉
市
長

松
井

旭

1

特
集
/
道
路
に
関
わ
る
法
律
案
の
概
要

都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て

都
市
局
都
市
計
画
課
･
建
設
経
済
局
民
間
宅
地
指
導
室
･
住
宅
局
建
築
指
導
課
･
同
市
街
地
建
築
課

3

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
い
て

都
市
局
都
市
政
策
課
･
同
都
市
計
画
課

8

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
案
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
道
路
環
境
対
策
室

掟

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て

特
定
公
共
用
地
等
先
行
取
得
資
金
融
資
制
度
の
創
設
-

建
設
経
済
局
調
整
課
都

市
局
都
市
再
開
発
課

帖

国
道
四
三
号
･
阪
神
高
速
道
路
騒
音
排
気
ガ
ス
規
制
等
請
求
控
訴
事
件
判
決
の
概
要

近
畿
地
方
建
設
局
路
政
課

四

一
艘
国
道
の
路
線
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
に
つ
い
て

道
路
法
令
研
究
会
斜

【
シ
リ
ー
ズ
圏
日
本
の
道
側
選
よ
り
一

圏
歴
史
を
き
ざ
む
日
本
の
名
橋
-
瀬
田
唐
橋
(主
要
地
方
道
大
津
能
登
川
長
浜
線
)!

滋
賀
県

粥

囮
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
並
木
道
-
橘
公
園
通
り

(川
原
通
線
)-

宮
崎
市

ね

圀
時

･
時

･
時
!
ー

鵺

本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

時
の
も
の
で
す
。



鬮
鬮

道
路
に
関
ゎ
る
法
律
薬
の
概
要

都
市
計
鬮
法
及
び
建
築
臺
準
法
⑭

讐部
を
諌
止
す
る
法
律
薬
に
つ
い
て

建

設

省

都

市

局

都

市

計

画

課

建
設
省
建
設
経
済
局
民
間
宅
地
指
導
室

建
設
省
住
宅
局
建
築
指
導
課
･
同
市
街
地
建
築
課

一

総

説

1

地
価
高
騰
に
よ
る
土
地
問
題
の
発
生

東
京
都
心
部
に
端
を
発
し
、
全
国
に
波
及
し
た
先
の
地

価
高
騰
は
、
我
が
国
の
経
済
社
会
に
深
刻
な
問
題
を
引
き

起
こ
し
た
。
特
に
、
大
都
市
地
域
の
都
心
部
及
び
そ
の
周

辺
に
お
い
て
は
、
地
価
負
担
力
の
強
い
商
業
･
業
務
系
土

地
利
用
が
住
宅
系
土
地
利
用
を
圧
迫
し
、
業
務
ビ
ル
等
の

住
宅
地
へ
の
無
秩
序
な
進
出
に
よ
る
住
環
境
の
悪
化
、
居

住
人
口
の
流
出
に
よ
る
都
心
部
の
空
洞
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
崩
壊
、
更
に
は
住
宅
取
得
難
と
職
住
の
遠
隔
化
な
ど

の
都
市
問
題
が
顕
在
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2

都
市
計
画
･
建
築
規
制
制
度
に
よ
る
土
地
問
題
へ
の

対
応

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
は
、
昭
和
六
三
年
の
総
合
土

地
対
策
要
綱
や
平
成
三
年
の
総
合
土
地
政
策
推
進
要
綱
等

に
基
づ
き
、
税
制
、
金
融
等
の
施
策
を
始
め
と
す
る
土
地

の
需
給
両
面
に
わ
た
る
諸
施
策
が
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

都
市
計
画
制
度
に
つ
い
て
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
昭

和
六
三
年
に
創
設
さ
れ
た
再
開
発
地
区
計
画
の
活
用
や
平

成
二
年
の
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
計
画
、
用
途
別
容
積
型

地
区
計
画
及
び
遊
休
土
地
転
換
利
用
促
進
地
区
の
三
制
度

の
創
設
に
よ
り
、
住
宅
宅
地
供
給
を
促
進
す
る
た
め
施
策

が
講
じ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
平
成
三

年
の
生
産
緑
地
法
の
改
正
に
よ
る
新
生
産
緑
地
地
区
制
度

の
創
設
に
よ
り
、
市
街
化
区
域
内
農
地
に
つ
い
て
、
保
全

す
る
も
の
と
宅
地
化
す
る
も
の
と
を
都
市
計
画
に
お
い
て

明
確
に
区
分
し
、
相
続
税
、
固
定
資
産
税
等
の
関
連
税
制

の
改
正
と
一
体
と
な
っ
て
、
都
市
農
業
と
の
調
和
を
図
り

な
が
ら
、
良
好
な
宅
地
の
供
給
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

3

今
回
の
制
度
見
直
し
に
至
る
経
緯

こ
う
し
た
総
合
的
な
土
地
政
策
に
よ
り
、
最
近
の
地
価

の
動
向
は
鎮
静
化
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
が
、
地
価
は
依

然
と
し
て
高
水
準
に
あ
り
、
土
地
問
題
が
完
全
に
解
決
し

た
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
都
市
計
画
中
央
審
議
会
及
び
建
築
審
議
会
は
、
適

切
に
土
地
利
用
を
規
制
･
誘
導
す
る
制
度
を
構
築
し
、
ま

た
、
今
後
、
再
び
地
価
高
騰
に
よ
る
土
地
問
題
が
生
じ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
す

る
と
と
も
に
、
現
行
の
都
市
計
画
制
度
が
昭
和
四
三
年
の

創
設
以
来
二
〇
年
以
上
を
経
過
し
、
そ
の
間
の
経
済
社
会



の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま

え
、
都
市
計
画
･
建
築
規
制
制
度
全
般
に
つ
い
て
の
検
討

を
行
い
、
平
成
三
年

三

月
二
〇
日
、
建
設
大
臣
に
対
し

そ
れ
ぞ
れ
の
答
申
を
提
出
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
答
申
と
併
せ
て
、
建
築
審
議
会
に
お

い
て
は
、
近
年
に
お
け
る
建
築
技
術
開
発
の
進
展
、
国
民

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
等
に
的
確
に
対
応
し
た
建

築
規
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
答
申
を
提
出
し
た
。

建
設
省
に
お
い
て
は
、
両
審
議
会
の
答
申
を
も
と
に
法

制
化
の
た
め
の
検
討
を
進
め
、
平
成
四
年
三
月
一
三
日
、

政
府
は
、｢都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
｣
を
閣
議
決
定
し
、
同
月
一
六
日
に
国
会
に

提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二

改
正
案
の
概
要

-

用
途
地
域
の
細
分
化
と
新
た
な
特
別
用
途
地
区
の
創

設今
回
の
地
価
高
騰
に
よ
り
生
じ
た
業
務
ビ
ル
等
の
住
宅

地
へ
の
無
秩
序
な
進
出
や
人
口
の
空
洞
化
現
象
と
い
っ
た

問
題
に
対
応
し
て
、
適
切
に
住
環
境
の
保
護
を
図
り
、
住

宅
の
確
保
に
資
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
近
年
の
新
た
な

市
街
地
形
態
の
出
現
に
も
対
応
し
、
よ
り
き
め
細
か
な
用

途
規
制
を
行
い
得
る
よ
う
、
住
居
系
の
用
途
地
域
を
細
分

化
し
、
新
た
な
特
別
用
途
地
区
を
創
設
す
る

(表
参
照
)。

2

個
別
建
築
物
の
用
途
規
制
の
見
直
し

建
築
基
準
法
別
表
第
二
に
定
め
ら
れ
て
い
る
用
途
地
域

内
の
建
築
物
の
用
途
規
制
に
つ
い
て
、
経
済
社
会
条
件
の

変
化
や
新
種
の
用
途
の
出
現
に
対
応
す
る
た
め
、
以
下
の

用途地域制度の充実制
粉

　
　

　
　

用
聴

表

土

現 行 制 度 新 制 度
(枠囲みは新設) 趣 旨

住

居

系

①第一種住居専用地域

①第一種低層住居専用地域 低層住宅の専用地域

小規模な店舗の立地を認める低層住宅の専用地域
@ 第二種低層住居専用地域 l

②第二種住居専用地域

中高層住宅の専用地域-③第一種中高層住居専用地域-

④第二種中高層住居専用地域
必要な利便施設の立地を認める中高層住宅の専用

地域

③住居地域

大規模な店舗
、

事務所の立地を制限する住宅地の
ための地域

◎第一種住居地域 i
鰔鋸樽鏡 域地のめたの巍住

蹴る↓蹄ば調鑄等設蝋間朧▲□]鰄鰯⑦
商
業
系

④近隣商業地域 域地業商隣近⑧ の舞事瀰め診
域

住

地
膨
酪

鑄
纖

瞼
増

近
便

⑤商業地域 蹴饑 鰔る図1を進の艇の舞事、
店舗

工

業

系

⑥準工業地域 轍轢鱗 の臟嗽勢“疑け巍
蹴

化
る

穰
姻翳

⑦工業地域 鰄鐐 蹴る↓図ふを｣進の腹蛾⑥工業専用地域 蝋用業⑫ 蹴鰄め隧畠を櫟便の轢

見
直
し
を
行
う
。

①

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
の
建
築
を
す
べ
て
の
住
居
専

用
地
域
と
第

一
種
住
居
地
域
で
禁
止
す
る
。

II 特別!用途地区の追加 矮炙(用途規制の内容は地方公共団体の条例で定める。)
地 の

,①中高層階住居専用地区i
都心部で住宅と商業業務毯設が立地する地域 敷 か て、中高層階を住宅難こ限定 域 童
する立体用途規制を行ぃ、 住宅の確保を図る。 で 築

禁 を

ー ー 店舗、 事務所等が集積する地区にぉぃて、 低層階の住宅、 工場等 満 服し、商業業 止 す②商 業 専 用 地 区
務系用途の利便の増進を図る。 す べ



②

第
一
種
･
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
と
第
一

種
･
第
二
種
住
居
地
域
に
お
い
て
、
建
築
物
に
附
属

し
な
い
独
立
の
自
動
車
車
庫

(二
階
以
下
の
も
の
に

限
る
。)
の
床
面
積
の
上
限
を
従
来
の
五
○
話
か
ら
三

〇
〇
姪
に
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
準
住
居
地
域
に
お
け

る
自
動
車
車
庫
に
対
す
る
制
限
を
撤
廃
す
る
。

③

準
住
居
地
域
に
お
け
る
自
動
車
修
理
工
場
の
作
業

場
の
床
面
積
の
上
限
を
従
来
の
住
居
地
域
の
五
○
計

か
ら
一
五
〇
評
に
引
き
上
げ
る
。

④

準
住
居
地
域
と
近
隣
商
業
地
域
に
お
い
て
、
客
席

の
床
面
積
が
二
〇
〇
嬬
未
満
の
劇
場
、
映
画
館
等
の

建
築
を
許
容
す
る
。

⑤

工
場
に
対
す
る
規
制
に
つ
い
て
、
個
別
の
規
制
対

象
事
業
の
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、
政
令
に
よ
る
対
象

事
業
の
追
加
及
び
適
用
除
外
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

⑥

危
険
物
に
対
す
る
規
制
に
つ
い
て
、
消
防
法
に
お

け
る
危
険
物
の
規
制
と
の
整
合
を
図
る
た
め
の
見
直

し
を
行
う
。

⑦

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
と
第
二
種
低
層
住
居

専
用
地
域
に
お
い
て
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
身
体
障

害
者
福
祉
ホ
ー
ム
等
の
建
築
を
許
容
す
る
旨
を
明
確

化
す
る
。

な
お
、
新
設
さ
れ
る
用
途
地
域
内
の
特
徴
的
な
用
途

規
制
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
に
お
い
て
は
、
床
面

積
一
五
〇
鰭
以
内
の
一
定
の
店
舗
、
飲
食
店
等
の
独

立
の
利
便
施
設
の
建
築
を
許
容
す
る
。
こ
れ
は
、
小

を
促
進
す
る
た
め
誘
導
容
積
制
度
を
創
設
す
る

(図
参

規
模
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の
立
地
を
許
容

す
る
も
の
で
あ
る
。

②

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
に
お
い
て
は
、
床

面
積
五
〇
〇
評
以
内
の
一
定
の
店
舗
、
飲
食
店
等
の

独
立
の
利
便
施
設
を
許
容
す
る
。
こ
れ
は
、
中
規
模

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
立
地
を
許
容
す
る
も

の
で
あ
る
。

③

第
一
種
住
居
地
域
に
お
い
て
は
、
第
二
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域
に
お
い
て
建
築
が
許
容
さ
れ
て
い
る

用
途
以
外
の
建
築
物
で
床
面
積
の
合
計
が
三
、
0
0

0
肝
を
超
え
る
も
の
の
建
築
を
禁
止
す
る
。
こ
れ
は
、

大
規
模
な
事
務
所
や
店
舗
が
進
出
し
て
居
住
環
境
を

阻
害
す
る
こ
と
の
防
止
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

3

誘
導
容
積
制
度
の
創
設

我
が
国
の
都
市
に
お
い
て
は
、
経
済
、
社
会
、
文
化
等

の
諸
活
動
が
集
約
的
に
行
わ
れ
、
か
つ
、
高
度
な
土
地
利

用
を
前
提
に
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
が
重
点
的
に
行
わ
れ

て
い
る
な
ど
、
諸
活
動
の
基
盤
と
し
て
の
土
地
の
重
要
度

は
極
め
て
高
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
土
地
の
有
効

･

高
度
利
用
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地

区
レ
ベ
ル
の
道
路
、
公
園
等
の
施
設
が
未
整
備
の
た
め
、

低
利
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
地
域
が
数
多
く
存
在
す
る
。

こ
う
し
た
土
地
の
区
域
に
お
い
て
、
公
共
施
設
を
伴
っ
た

良
好
な
市
街
地
の
整
備
を
図
り
つ
つ
、
土
地
の
有
効
利
用

照
)。本

制
度
の
特
色
は
、
地
区
計
画
に
お
い
て
目
標
容
積
率

と
暫
定
容
積
率
と
い
う
二
つ
の
容
積
率
を
同
時
に
示
し
、

こ
れ
ら
の
容
積
率
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
土
地
の
有
効

利
用
を
誘
導
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
共
施

設
が
未
整
備
の
段
階
で
は
低
い
暫
定
容
積
率
を
適
用
し
て

地
区
全
体
の
有
効
利
用
の
妨
げ
と
な
る
無
秩
序
な
建
築
行

為
を
防
ぎ
、
地
区
全
体
の
有
効
利
用
に
必
要
な
公
共
施
設

整
備
の
条
件
が
整
う
と
目
標
容
積
率
を
適
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
都
市
空
間
の
有
効
活
用
を
一
定
の
広
が
り
を
持
っ

た
地
区
全
体
で
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

誘
導
容
積
制
度
は
、
次
の
構
成
を
と
っ
て
い
る

(図
参

照
)。①

道
路
等
の
公
共
施
設
の
整
備
が
十
分
に
な
さ
れ
て

い
な
い
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
区
計
画
に
お
い
て
、

○
目
標
と
す
る
容
積
率

(目
標
容
積
率
)
と
、
⑭
地

区
の
公
共
施
設
の
整
備
状
況
に
見
合
っ
た
容
積
率

(暫
定
容
積
率
)
と
い
う
二
つ
の
容
積
率
を
定
め
る
。

②

公
共
施
設
が
不
十
分
な
現
状
で
は
暫
定
容
積
率
を

適
用
し
て
市
街
地
環
境
を
保
全
し
、
地
区
計
画
に
地

区
レ
ベ
ル
の
公
共
施
設
で
あ
る
地
区
施
設
が
定
め
ら

れ
、
特
定
行
政
庁
の
認
定
が
あ
っ
た
場
合
に
は
目
標

容
積
率
を
適
用
し
て
目
標
と
す
る
市
街
地
像
の
達
成

を
図
る
。

③

さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形



成
に
配
慮
し
つ
つ
、
地
区
計
画
に
お
い
て
区
域
を
区

分
し
、
地
区
内
の
総
容
積
の
範
囲
内
で
容
積
の
適
正

な
配
分
を
行
う
。

4

市
町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
創

設都
市
計
画
は
住
民
の
合
意
の
上
に
進
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
地
区

ご
と
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
よ
り
具
体
的
に
明
示
し
、

地
域
に
お
け
る
都
市
づ
く
り
の
課
題
と
そ
れ
に
対
応
し
た

整
備
等
に
関
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

① 二重の容積率設定

　

　　

　

域区

一

"

の

-

“

画

･

　

　

　

　

　

　

(地区施設なし)、'′′

-

　
　

　

② 目標容積率の適用

あ
る
。

こ
の
た
め
、
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
が
、
住
民

の
合
意
形
成
を
図
り
つ
つ
、
地
区
ご
と
の
将
来
の
あ
る
べ

き
姿
、
道
路
、
公
園
等
の
公
共
施
設
の
計
画
、
地
域
に
お

け
る
都
市
づ
く
り
の
課
題
及
び
そ
れ
に
対
応
し
た
整
備
等

の
方
針
を
よ
り
具
体
的
か
つ
き
め
細
か
く
定
め
る
こ
と
の

で
き
る
都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、
市
町
村

の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
創
設
す
る
。

5

地
区
計
画
制
度
の
拡
充

近
年
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
、
開
発
許
可
に
よ

率讓

設
)

施
路

~

区
道

地
(

【

③ 容積の適正配分　

　

　

　

額

-

っ
て
行
わ
れ
る
開
発
行
為
の
件
数
の
増
加
等
が
み
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
都
市
的
な
土

地
利
用
が
行
わ
れ
る
市
街
地
調
整
区
域
内
の
土
地
の
区
域

に
つ
い
て
、
詳
細
な
土
地
利
用
計
画
で
あ
る
地
区
計
画
を

策
定
で
き
る
こ
と
と
し
、
開
発
行
為
、
建
築
行
為
を
都
市

計
画
上
適
切
に
規
制
･
誘
導
し
、
良
好
な
居
住
環
境
の
維

持
、
形
成
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

6

開
発
許
可
制
度
の
改
善

①

技
術
基
準
の
見
直
し

現
在
、
ホ
テ
ル
、
デ
パ
ー
ト
、
結
婚
式
場
等
自
己

業
務
用
の
開
発
行
為
に
は
、
道
路
に
関
す
る
基
準
が

適
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
周
辺
地
域
の
交
通
を
阻

害
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
、

開
発
区
域
の
接
道
基
準
を
適
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
近
年
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
等
の
自
己
用
の
開

発
行
為
の
中
で
、
工
事
施
工
途
中
の
倒
産
等
に
よ
り
、

開
発
行
為
が
中
断
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ
、
防
災
上
の

支
障
を
生
じ
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

図 誘導容積制度のイメージ多

自
己
用
の
開
発
行
為
と
い
え
ど
も
･

一
定
規
模
以
上

参

の
業
務
用
の
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
資
力
･
信
用
に

関
す
る
基
準
等
を
適
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

②

そ
の
他

開
発
許
可
の
不
要
主
体
へ
の
委
任
市
の
追
加
、
変

更
許
可
に
係
る
規
定
の
整
備
、
監
督
処
分
の
充
実
等

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

建築確認



7

都
市
計
画
区
域
外
の
区
域
に
お
け
る
建
築
制
限
の
合

理
化

リ
ソ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
無
秩
序
な
開
発
を
防

止
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
条
例
に
よ
り
、
一
定
の

基
準
に
基
づ
き
、
建
築
物
･
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
、
容

積
率
規
制
等
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

8

用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
に
お
け
る
建
築
制
限

の
合
理
化

無
秩
序
な
開
発
を
防
止
す
る
た
め
、
以
下
の
建
築
制
限

の
合
理
化
を
行
う
。

①

容
積
率
･
建
ぺ
い
率
の
最
高
限
度
に
つ
い
て
、
従

来
は
そ
れ
ぞ
れ
一
律
四
0
○
%
、
七
0
%
で
あ
っ
た

の
を
、
特
定
行
政
庁
が
指
定
し
た
区
域
内
で
は
そ
れ

ぞ
れ
二
〇
0
%
、
六
0
%
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
す
る
。

②

日
影
規
制
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
条
例
に

よ
り
、
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

9

低
層
住
居
専
用
地
域
内
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
規

制
の
創
設

良
好
な
環
境
の
低
層
住
宅
地

(第
一
種
･
第
二
種
低
層

住
居
専
用
地
域
)
に
つ
い
て
二
〇
〇
叶
以
下
の
範
囲
で
建

築
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。

龍

一
団
地
認
定
制
度
の
拡
充

一
定
の
地
区
計
画
の
区
域
に
お
い
て
は
、
建
築
規
制
の

特
例
制
度
で
あ
る
一
団
地
認
定
に
よ
る
建
築
を
、
工
区
を

分
け
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

=

道
路
の
幅
員
基
準
の
特
例
の
創
設

特
定
行
政
庁
が
指
定
し
た
区
域
内
に
お
い
て
は
、
原
則

と
し
て
幅
員
六
m

(現
行
基
準
は
四
m
)
以
上
の
道
に
つ

い
て
建
築
基
準
法
上
の
道
路
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
す

る
。

物

木
造
建
築
物
に
関
す
る
建
築
規
制
の
合
理
化
等

近
年
の
経
済
社
会
の
急
激
な
変
化
、
建
築
技
術
開
発
の

進
展
、
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
等
を
背
景
と

し
て
、
建
築
物
に
対
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
生
じ
て
き
て

お
り
、
建
築
物
も
極
め
て
多
様
化
･
複
雑
化
し
て
き
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対

応
し
た
合
理
的
な
建
築
規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
強
く
要

請
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
要
請
に
対
応
し
て
、
建
築

技
術
開
発
の
進
展
等
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
な
建
築
規

制
の
見
直
し
を
行
う
。

①

木
造
建
築
物
に
関
す
る
建
築
規
制
の
見
直
し

(準

耐
火
構
造
及
び
準
耐
火
建
築
物
の
創
設
並
び
に
三
階

建
共
同
住
宅
に
係
る
建
築
規
制
の
見
直
し
)

近
年
の
木
造
建
築
物
の
防
火
性
能
向
上
技
術
の
進

展
等
を
踏
ま
え
、
木
造
等
の
構
造
で
耐
火
構
造
に
準

ず
る
耐
火
性
能
を
有
す
る
も
の
を
準
耐
火
構
造
と
し

て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
防
火
地
域
･
準
防
火
地

域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
、
木
造
三
階
建
共
同
住
宅

等
を
一
定
の
準
耐
火
建
築
物
と
し
て
建
築
す
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

②

伝
統
的
建
築
物
に
関
す
る
建
築
規
制
の
見
直
し

近
年
の
地
域
の
活
性
化
の
気
運
の
盛
り
上
が
り
を

背
景
に
、
国
宝
、
重
要
文
化
財
等
と
同
様
に
地
方
公

共
団
体
が
指
定
し
た
文
化
財
で
あ
る
伝
統
的
建
築
物

に
つ
い
て
も
そ
の
歴
史
的
･
文
化
的
価
値
を
損
な
わ

ず
に
保
存
す
る
こ
と
に
対
す
る
要
請
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
条
例

に
よ
り
現
状
変
更
の
規
制
及
び
保
存
の
た
め
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
伝
統
的
建
築
物
で
特
定
行
政
庁

が
指
定
し
た
も
の
等
に
つ
い
て
も
建
築
基
準
法
令
の

適
用
を
除
外
す
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

③

簡
易
な
構
造
を
有
す
る
建
築
物
に
関
す
る
建
築
規

制
の
見
直
し

近
年
の
建
築
技
術
開
発
の
進
展
、
建
築
物
に
対
す

る
様
々
な
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
等
を
踏
ま
え
、
壁
の
な

い
自
動
車
車
庫
等
の
一
定
の
簡
易
な
構
造
の
建
築
物

に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
に
応
じ
て
、
防
火
規
定
の
適

用
の
緩
和
を
図
り
、
合
理
的
な
建
築
規
制
を
講
じ
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



鬮
鬮

道
路
に
関
ゎ
る
法
律
案
の
概
要

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設

⑭
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
い
て

建
設
省
都
市
局
都
市
政
策
課
･
同
都
市
計
画
課

一
本
法
律
案
提
出
の
背
景
等

近
年
、
地
方
に
お
い
て
は
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た
人

口
減
少
が
再
び
広
が
る

(表
ー
)
な
ど
、
地
方
全
体
の
活

力
の
低
下
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
東
京
圏
に
お
い
て
は
、

人
口
及
び
諸
機
能
の
過
度
の
集
中
に
よ
り
、
住
宅
取
得
難
、

交
通
渋
滞
等
過
密
の
弊
害
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
地
方
の
衰
退
と
東
京
へ
の
一
極
集
中
が
増
々

加
速
す
る
状
況
に
お
い
て
も
、
地
方
中
枢
都
市
や
県
庁
所

在
都
市
な
ど
の
人
口
及
び
行
政
、
経
済
、
文
化
等
の
都
市

機
能
が
相
当
程
度
集
積
し
て
い
る
都
市
及
び
そ
れ
ら
の
周

辺
地
域
に
お
い
て
は
、
人
口
増
加
と
成
長
が
見
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
状
に
お
い
て
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を

図
り
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
生
活
大
国
に
ふ
さ
わ
し
い
国

民
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
社
会
の
中
心
と
な

る
地
方
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
市
町
村
か
ら
な
る
地
方
の

発
展
の
拠
点
と
な
る
潜
在
力
を
有
す
る
地
域

(地
方
拠
点

都
市
地
域
)
に
つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
生

か
し
つ
つ
、
広
域
の
見
地
か
ら
、
都
市
機
能
の
増
進
及
び

居
住
環
境
の
向
上
を
推
進
す
る
た
め
の
措
置
等
を
講
ず
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
一
体
的
な
整
備
の
促
進
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
併
せ
て
、
過
度
に
産
業
業
務
施
設
が
集

積
し
て
い
る
地
域

(東
京
二
三
区
)
か
ら
地
方
拠
点
都
市

地
域
へ
の
産
業
業
務
施
設
の
移
転
を
促
進
す
る
た
め
の
措

置
等
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
機
能
の
再
配
置
を
促

進
し
、
地
方
に
お
け
る
魅
力
的
な
就
業
の
場
を
生
み
出
す

と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
も
ま
た
必

要
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
に
お

い
て
も
、
と
り
わ
け
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
｢職
･住
･

遊
･
学
｣
の
生
活
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

地
方
拠
点
都
市
地
域
が
地
方
の
成
長
を
牽
引
し
地
方
定
住

の
核
と
な
る
地
域
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

本
法
律
案
は
、
こ
う
し
た
認
識
に
立
っ
て
、
あ
く
ま
で

地
方
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
地

方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置

の
促
進
を
図
る
た
め
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

三

本
法
律
案
の
要
旨

本
法
律
案
の
施
策
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
別
図
の
と

お
り
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
以
下
に
示
す
と
お
り
で



あ
る
。

①

基
本
方
針
の
策
定

主
務
大
臣

(別
図
参
照
)
は
、
文
部
大
臣
等
の
関
係
行

政
機
関
の
長
に
協
議
し
た
上
で
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
の

整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
基

本
方
針
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
基
本
方
針
に
お
い

て
は
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
指
定
に
関
す
る
事
項
、
地

方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
に
関
す
る
事
項
、
産
業
業
務
施

設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
事
項
等
に
つ
い
て
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
本
法
律
案
を
運
用

す
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

②

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
指
定

都
道
府
県
知
事
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
地
方
都

市
及
び
そ
の
周
辺
の
市
町
村
を
地
方
拠
点
都
市
地
域
と
し

て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
地
域
指

定
は
、
都
道
府
県
内
の
諸
事
情
に
精
通
し
て
い
る
知
事
が

関
係
市
町
村
及
び
主
務
大
臣

(別
図
参
照
)
と
協
議
し
た

上
で
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
当
該
都

道
府
県
の
均
衡
の
と
れ
た
発
展
が
期
待
で
き
る
。

③

基
本
計
画
の
作
成

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
関
係
市
町
村
は
、
共
同
し
て
、

当
該
地
域
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
基
本
計
画
を
作
成
し

て
都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
申
請
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
知
事
は
、
基
本
計
画
が
基
本
方
針
に
適
合
し
て
い
る

等
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
当
該
基
本
計
画
を
承
認

す
る
も
の
と
し
、
そ
の
際
に
は
関
係
行
政
機
関
の
長
に
そ

の
旨
を
通
知
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備

の
方
針
、
拠
点
地
区

(地
方
拠
点
都
市
地
域
の
う
ち
、
土

地
の
利
用
状
況
、
周
辺
の
公
共
施
設
の
整
備
の
状
況
等
か

ら
み
て
、
広
域
の
見
地
か
ら
、
都
市
機
能
の
集
積
ま
た
は

住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
等
居
住
環
境
の
整
備
を
図
る
た

め
の
事
業
を
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
地
区
)
の
区
域
及
び

区
域
ご
と
に
実
施
す
べ
き
事
業
、
公
共
施
設
の
整
備
、
住

宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
等
の
居
住
環
境
の
整
備
、
人
材
育

成
、
地
域
間
交
流
、
教
養
文
化
活
動
な
ど
を
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

④

移
転
計
画
の
認
定
等

事
務
所
、
営
業
所
等
の
業
務
施
設
が
過
度
に
集
積
し
て

い
る
地
域
か
ら
、
拠
点
地
区
へ
産
業
業
務
施
設
を
移
転
し

よ
う
と
す
る
も
の
は
、
当
該
移
転
の
概
要
、
跡
地
の
利
用

ま
た
は
処
分
に
関
す
る
事
項
等
を
内
容
と
し
た
移
転
計
画

を
作
成
し
、
主
務
大
臣

(別
図
参
照
)
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
主
務
大
臣
は
当
該
移
転
計
画
が
基
本
方

針
に
照
ら
し
て
適
切
で
あ
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

と
き
は
計
画
を
認
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
認
定
さ

れ
た
計
画
に
従
っ
て
事
業
用
資
産
の
買
換
え
を
行
っ
た
場

合
に
は
、
課
税
の
特
例
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ろ
%

⑤

各
種
支
援
措
置

①
ー
④
に
示
し
た
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
地
方
拠
点
都

市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
本
法
律
案
に
お
い
て
は
、

こ
れ
を
支
援
す
る
た
め
に
以
下
に
掲
げ
る
よ
う
な
様
々
な

支
援
措
置
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

･
地
方
行
財
政
上
の
特
例
措
置
!
÷
部
事
務
組
合
へ
の

業
務
の
委
託
の
特
例
な
ど
地
方
自
治
法
の
特
例
の
創

設
、
地
方
債
に
つ
い
て
の
特
例
･
配
慮
、
拠
点
地
区

に
設
置
さ
れ
る
産
業
業
務
施
設
、
教
養
文
化
施
設
等

に
係
る
不
均
一
課
税
に
伴
う
減
収
補
て
ん
措
置

･
都
市
計
画
上
の
特
例
の
創
設
!
拠
点
業
務
市
街
地
土

地
区
画
整
理
促
進
区
域
制
度
及
び
拠
点
整
備
土
地
区

画
整
理
事
業
制
度
の
創
設
、
開
発
許
可
の
特
例
、
都

市
開
発
資
金
の
拡
充

･
公
団
等
の
業
務
の
特
例
等
!
地
域
振
興
整
備
公
団
の

業
務
の
特
例
、
通
信
･
放
送
機
構
の
業
務
の
特
例
、

卸
売
市
場
法
の
特
例
、
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
の
特

例
･
税
制
上
の
特
例
措
置
!
過
度
集
積
地
域

(東
京
二
三

区
)
か
ら
拠
点
地
区
へ
の
産
業
業
務
施
設
の
買
換
特

例
、
拠
点
地
区
内
に
設
置
さ
れ
る
産
業
業
務
施
設
に

係
る
特
別
償
却
、
拠
点
地
区
に
設
置
さ
れ
る
産
業
業

務
施
設
、
教
養
文
化
施
設
等
に
係
る
地
方
税
の
特
例



1 都道府県別人口の推移と東京圏への人口集中

都道府県別人口増減率

神新品石福山長岐静愛三滋京大兵奈細鳥島岡広山億香愛高福佐長熊大
奈渦山川井梨野事岡知重賀部阪庫良歌取視山島n島川媛知岡賀時本分
川 山

仏れ

平成 2年国勢調査 (平成 2年 / 昭和60年)

3.6
3.7

4 2.4
----……----･･･--･--････全国平均2.1%

神新富石福山長岐静愛三滋京大兵奈和島島岡広山徳香愛高福佐長熊大宮鹿沖
奈湖川井期阜岡知重賀部版庫蠕 藤山島□島駿知岡賀霞奇本分崎群川

北青岩宮杁山福茨栃群埼千束
梅森手城田形島城木馬玉葉京
道

0.6
0.3

1.2

7 1.8 1.8 1,8



施策スキーム図

目的 ○地方の自立的成長を索引し、地方の発展の拠点となる地方拠点都市地域の整備
○産業業務施設の再配置の促進

基本方針の策定 (主務大臣)文部大臣及び運輸大臣
関係行 政機関の長 協 議

関 係 市 町 村
協議

主 務 大 臣
協 議

* 2 協 議

運輸大臣及び郵政大臣
関係行 政機関の 長

都道府県知事

通 知

関係行政機関の長

承 認

* 1

基 本 計 画 の 作 成
(市町村が共同して作成)

<

①
②
③
④
⑤
⑥

< 計画事項>

地方拠点都市地域の指定
(都道府県知事)

地域の整備方針
拠点地区の区域及び実施すべき事業
公共施設の整備
住宅及び住宅地の供給等居住環境の整備
人材育成、地域間交流、教養文化活動等の活動
その他

〔支援措置〕

○ 公共事業の重点実施

○ 地方単独施策の推進

○ 公団、機構、卸売市場、 公社の特例

○ 農地法等による処分についての配慮

0

O

O

I立地の適正化への配慮｣

産業業務施設の
移転計画の作成

(事業者)

産業業務拠点の整備

O 都市計画上の特例

地方行財政上の特例措置

電気通信の高度化への配慮

税制、金融上の措置

(注) * 1 国土庁長官、農林水産大臣、 通商産業大臣、 郵政大臣、建設大臣、 割合大臣
* 2 国土庁長官、農林水産大臣、通商産業大臣、 建設大臣、自治大臣
* 3 通商産業大臣、 移転産業業務施設に係る事業を所管する大臣

主

務

　　
　

定
臣

* 3



鬮
鬮

道
路
に
関
ゎ
る
法
律
案
の
概
要

自
動
車
か
ら
排
晝
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の

特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
案
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
環
境
対
策
室

一

は
じ
め
に

我
が
国
で
は
、
高
度
経
済
社
会
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、

都
市
地
域
へ
の
人
口
、
生
産
の
集
中
と
と
も
に
、
急
激
な

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
た
が
、
交
通
過
密
な
都

市
部
や
幹
線
道
路
の
沿
道
地
域
に
お
い
て
自
動
車
排
出
ガ

ス
に
よ
る
大
気
汚
染
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
窒
素
酸
化
物

(N
o
x
)
に
つ
い
て
は
、
平
成
三

年
一
一
月
に
環
境
庁
が
発
表
し
た
、｢平
成
二
年
度
一
般
環

境
大
気
保
全
測
定
局
測
定
結
果
報
告
｣
及
び

｢平
成
二
年

度
自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
測
定
結
果
報
告
｣
に
よ
れ
ば
、

二
酸
化
窒
素
の
環
境
基
準
を
み
た
し
て
い
な
い
自
動
車
排

出
ガ
ス
測
定
局
が
約
三
分
の
一
あ
り
、
特
に
東
京
、
大
阪

な
ど
と
そ
の
周
辺
地
域
の
総
量
抑
制
地
域
に
お
い
て
非
達

成
局
の
割
合
が
大
き
い
状
況
に
あ
る

(図
ー
)。

こ
れ
は
、
近
年
の
貨
物
車
に
お
け
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
両

の
急
激
な
増
大
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い

る

(図
2
、
3
)
。

二

法
案
の
趣
旨

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
そ
の
汚
染
が
著
し
い
東
京
、

横
浜
、
大
阪
等
の
特
定
の
地
域
に
つ
い
て
、
自
動
車
か
ら

排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
総
量
の
削
減
に
関
す
る
基
本

方
針
及
び
計
画
を
策
定
し
、
当
該
地
域
内
に
使
用
の
本
拠

の
位
置
を
有
す
る
一
定
の
自
動
車
に
つ
い
て
、
窒
素
酸
化

物
の
排
出
の
抑
制
の
た
め
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

等
に
よ
り
、
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
に
よ

る
大
気
の
汚
染
の
防
止
を
図
る
た
め
に
、
環
境
庁
が
中
心

と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
が
本
法
案
で
あ
る
。

三

法
案
の
概
要

本
法
案
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

自
動
車
の
交
通
が
集
中
し
て
い
る
地
域
で
、
大
気
汚
染

防
止
法
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
み
に
よ
っ
て
は
、
二
酸
化

窒
素
に
係
る
環
境
基
準
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
地
域

(特
定
地
域
)
を
政
令
で
指
定
し
(*
1
)、
以
下

の
措
置
を
講
ず
る
。

ー

基
本
方
針
及
び
計
画
の
策
定

①

国
は
、
特
定
地
域
に
つ
い
て
、
自
動
車
排
出
窒
素

酸
化
物
の
削
減
に
関
す
る
基
本
的
な
目
標
や
削
減
の

た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
等
を
内
容
と

す
る
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
総
量
の
削
減
に
関

す
る
基
本
方
針

(総
量
削
減
基
本
方
針
)
を
定
め
る



(達成) 傷E達成)

24 %東京+ 神奈川十大阪 I 醸讓鱗孃灘穣蝋聽隧謠淺讓讓蹴瓣賤嬢灘溌讓嬢蕁潴

その他の道府県 I
■

疑 鰊離 d83% 藤腕7髮竪癩
平成2年度自動車排出ガス測定局
測定結果報告に基づき建設省作成

図 1 N 0 2環境基準達成状況 (1990年自動車排出ガス測定局)

東京都特別区等地域 横浜市等地域 大阪市等地域
(5方2,700トン) (5方4,700トン) (4万2,400トン)

船舶 ･航空機 船舶 船舶 ･航空機
5.3% 7.5% 6.6 %
(2,8) (4,1) (2.8 )

1
(も鰐

　 　 　　　　 　　　　自動車 , 毒
.　　

群小
3,3 %
(1.8 ) 群小

4,2 %
(1,8 )

(備考)環境庁調べ ※ ( ) 内千トン

図 2 総量規制地域における発生源別窒素酸化物排出負荷の割合 (昭和60年度)

千台 貨物量 合計
1000 839千台 (-00 % )

そのイ也

75。議
･癬餐擁さ鸚諾彌淺訪糞叢蘂葬翼き 7千台 (0･9% )

500 ; : :: : : : ::

燃
料
別
保
有
台
数

:,:.: 73,0 % -,:,:〉:.: :･:･ .:.:. ･:,::.:･: :･:･::“
“:.･:◆::･:･: :,:, ,:･:･･:･: :59.9 % .･:◆:..:.:,.:,:250 鬘ききだき,さききき!焚きなさ.謝さ:ききトトガソリン
:･:･: :こ･･:"…:･: :･害 :に.･:･:. ･:.:, .:.: :“::.:ゞ 377千台 (45.0 % )

o .･ … " ‐‐･･.･ ･ . ･ ･◆ ‐･･…‐‐ 年度
53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H 1

〔自動車保有車両数〕 (各年度未数値)
(軽自動車を除く)

〔側自動車検査登録協力会統計より建設省作成〕

図 3 燃料別自動車保有車両数の推移 (東京都)



(閣
議
決
定
)。

②

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
地
域
に
あ
っ
て
は
、
総

量
削
減
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
自
動
車
排
出
窒
素
酸

化
物
の
総
量
の
削
減
目
標
量
や
達
成
の
期
間
及
び
方

途
等
を
内
容
と
す
る
総
量
削
減
計
画
を
定
め
る

(内

閣
総
理
大
臣
の
承
認
)。

③

そ
の
際
、
都
道
府
県
知
事
は
、
都
道
府
県
知
事
、

都
道
府
県
公
安
委
員
会
、
関
係
市
町
村
長
、
関
係
道

路
管
理
者
等
を
も
っ
て
組
織
す
る

｢窒
素
酸
化
物
に

係
る
総
量
削
減
計
画
策
定
協
議
会
｣
の
意
見
を
聴
取

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

2

特
定
自
動
車
に
係
る
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
に
関
す

る
基
準
等

内
閣
総
理
大
臣
は
、
特
定
自
動
車

(政
令
で
定
め
る
自

動
車
で
あ
っ
て
、
特
定
地
域
内
に
使
用
の
本
拠
の
位
置
を

有
す
る
も
の
)
に
係
る
特
定
自
動
車
排
出
基
準

(窒
素
酸

化
物
排
出
量
の
許
容
限
度
)
(*
2
)
を
定
め
る
。

②

事
業
所
管
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
そ
の
所
管
に
係
る
事
業
者
に
対
し
、
①
に
規
定

す
る
指
針
に
照
ら
し
、
必
要
な
指
導
･
助
言
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

*
1
"
東
京
二
三
区
を
は
じ
め
大
阪
市
、
横
浜
市
、

川
崎
市
と
そ
の
周
辺
地
域
、
千
葉
、
埼
玉
、

兵
庫
各
県
の
一
部
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

*
2

館
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
な
ど
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
使

用
者
に
低
N
O
X
車
へ
の
切
り
替
え
を
義
務

付
け
る
も
の
で
あ
り
、

a

小
型
車

(車
両
総
重
量
二
･五
t
以
下
)

は
最
新
規
制
値
に
適
合
し
た
ガ
ソ
リ
ン
車

に
転
換

b

中
型
車

(同
五
t
以
下
)
は
最
新
規
制

値
に
適
合
し
た
副
室
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
転

換
c

大
型
車

(同
五
t
超
)
は
最
新
規
制
値

に
適
合
し
た
車
種
に
転
換

す
る
こ
と
と
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
基
準
に

適
合
し
な
い
車
両
に
対
し
て
は
、
車
検
証
を

交
付
し
な
い
。

な
ど
に
よ
る
渋
滞
緩
和
、

②

発
生
源
対
策

③

交
通
管
理
に
よ
る
道
路
交
通
の
円
滑
化

等
の
各
種
施
策
に
よ
り
効
果
を
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
後
の
道
路
行
政
に
お
い
て
は
、
道
路

の
整
備
に
加
え
、
自
動
車
構
造
の
改
善
、
円
滑
な
交

通
流
へ
の
誘
導
等
に
対
し
積
極
的
に
取
り
組
み
、
こ

れ
ら
施
策
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
沿
道
環

境
政
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
本
法
案
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る

｢窒
素
酸
化
物
に
係
る
総
量
削
減
計
画
策
定
協
議
会
｣

な
ど
の
場
を
積
極
的
に
活
用
し
、
関
係
省
庁
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
N
O
X
に
よ
る
大
気
汚
染
の
状
況
を

解
消
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

3

事
業
者
に
対
す
る
指
導
等

適
合
し
な
い
車
両
に
対
し
て
は
、
車
検
証
を

①

製
造
業
、
運
輸
業
そ
の
他
の
事
業
を
所
管
す
る
大

交
付
し
な
い
。

臣
は
、
そ
の
所
管
に
係
る
事
業
者
に
つ
い
て
、
そ
の

四

お
わ
り
に

事
業
に
係
る
自
動
車
の
使
用
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
、

そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
N
O
X
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、

排
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
の
指
針
を
定
め
る
こ
と
が

従
来
か
ら

で
き
る
。

①

バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
、
交
差
点
立
体
化



〈参考) 手続きの流れ

(-0条 1項) ←- - - 関係都道府県の意見
(10条 3項)

*特定自動車 :政令で定める自動車で、特定地域内に

経過措置〔政令〕

事業者指導指針策定

(事業所管大臣)

使用の本拠の位置を有するもの

(11条 l項) ←一一一関係都道府県の意見
(11条 2項)

(12条)

(13条 1項) ←一一一 環境庁長官意見
(話3条2項)
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指導 ･助言 ←- - - - 環境庁長官要請
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事 業 者

　

く溌譲り

(6条頂)行捧轢 )

総量削減基本方針案の作成
(内閣総理大臣)

(6条 4項)

関係都道府県の意見 (6条4項)

施策所管大臣と協議 (6条6項)

総量削減計画策定協議会

(7条 4項)公 害 対 策 会

関係都道府県知事に通知 (6条 7項)

(7条 1項)

(7条 3項)
(8条)

(7条 3項)



翻
醐

道
路
に
関
ゎ
る
法
律
稟
の
概
要

公
有
地
の
艦
穴
⑭
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び

都
市
間
篭
賞
鐺
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の

鯆
部
権
諌
止
す
る
法
律
薬
鑑
つ
い
て

!
特
定
公
共
用
地
等
先
行
取
得
資
金
融
資
制
度
の
創
設
-!

建
設
省
建
設
経
済
局
調
整
課
･
同
都
市
局
都
市
再
開
発
課

一

背
景

ー

公
共
用
地
取
得
の
現
状

公
共
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
に
は
、
公
共
用

地
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

近
年
の
地
価
高
騰
を
機
に
国
民
の
土
地
保
有
意
識
が
一
段

と
高
ま
り
、
土
地
の
売
り
惜
し
み
や
代
替
地
要
求
の
恒
常

化
、
多
様
化
を
生
じ
さ
せ
、

①

昭
和
六
〇
年
代
は
じ
め
ま
で
一
･
五
年
分
近
く
あ

っ
た
事
業
用
地
の
ス
ト
ッ
ク
が
、
一
年
分
程
度
に
低

下
し
て
い
る
と
と
も
に
、

②

代
替
地
要
求
の
高
ま
り
に
十
分
対
応
し
き
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
多
い

な
ど
公
共
用
地
の
取
得
を
め
ぐ
る
環
境
は
従
来
に
も
増
し

て
激
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

(図
f
、
2
)
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
し
、
公
共
用
地
等
を
円
滑
に

確
保
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
先
行
取
得
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

. 元 年度
住め 1,用地ストック事とは、当該年度の期首に保有している着工可能な

用地の面積が、当該年度の工事の着工に必要な用地の面積の何年分
かを示す指標である。
2,建設経済勇み調整課調べ
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　　図

2

法
律
改
正
の
理
由
及
び
概
要

公
共
用
地
等
の
先
行
取
得
に
つ
い
て
は
、
既
に

｢公
有

地
の
拡
大
の
計
画
的
な
推
進
｣
を
目
的
と
す
る
公
有
地
の
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拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
(以
下
｢公

拡
法
｣
と
い
う
。)

に
基
づ
い
て
、
届
出
ま
た
は
申
出
に
係
る
都
市
計
画
区
域

内
の
土
地
を
先
買
い
す
る
制
度
が
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
近
年
は
都
市
間
を
連
絡
す
る
高
速
自
動
車
国
道
等
、

都
市
計
画
区
域
外
に
お
い
て
設
置
さ
れ
る
都
市
計
画
施
設

が
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
区
域
内
の
土
地
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
先
買
い
を
推
進
す
る
必
要
性
が
生
じ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
土
地
の
先
買
い
は
主
と
し

て
土
地
開
発
公
社
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

先
買
い
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
先
買
い
を
行
う
土

地
開
発
公
社
に
対
し
て
融
資
に
よ
る
支
援
を
行
う
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

本
法
律
案
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
公
拡
法
に

基
づ
く
届
出
ま
た
は
申
出
に
係
る
対
象
土
地
を
拡
大
し
、

及
び
そ
の
届
出
ま
た
は
申
出
に
係
る
土
地
の
買
取
り
に
つ

い
て
、
土
地
開
発
公
社
に
対
し
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け

を
行
う
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

三

公
拡
法
の
改
正
の
概
要

都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
促
進
す
る
た

め
に
は
、
都
市
計
画
施
設
の
整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
.

と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
公
拡
法
に
よ
る
用

地
の
先
買
い
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

し
か
し
、
現
行
法
上
、
届
出
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
土
地

ま
た
は
買
取
り
希
望
の
申
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
土
地

は
、
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
都

市
計
画
区
域
外
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
先
買
い
の
対
象
と

は
な
っ
て
い
な
い

(図
3
)。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
、
都
市
間
を
連
絡
す
る
高
速

自
動
車
国
道
等
の
都
市
計
画
施
設
が
市
街
化
の
進
展
、
交

通
量
の
増
大
と
と
も
に
、
都
市
計
画
区
域
外
を
通
過
す
る

場
合
が
増
加
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
以
外
に
も
大
規
模

な
公
園
や
下
水
道
処
理
場
等
の
施
設
は
都
市
計
画
区
域
内

に
施
設
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
都
市
計
画
区
域
外
の
都
市
計
画
施
設
が

増
加
し
て
い
る

(表
-
、
2
)
。

こ
の
た
め
、
今
後
は
都
市
計
画
区
域
内
と
同
様
、
こ
の

よ
う
な
都
市
計
画
区
域
外
の
都
市
計
画
施
設
用
地
も
一
体

と
し
て
先
買
い
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
回
の
公
拡
法
の
改
正
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、

都
市
計
画
施
設
の
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
都
市
計

画
区
域
外
で
あ
っ
て
も
、
届
出
及
び
申
出
の
対
象
に
加
え

る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
(図
4
)
。

な
お
、
平
成
四
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
今
回
新
た

に
先
買
い
の
対
象
と
さ
れ
る
都
市
計
画
区
域
外
の
都
市
計

画
施
設
の
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
も
、
公
拡
法
の
届
出

ま
た
は
申
出
に
よ
り
買
取
ら
れ
る
場
合
の
一
、
五
〇
〇
万

円
の
特
別
控
除
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。三

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律

の
改
正
の
概
要

(特
定
公
共
用
地
等
先
行
取
得
資

金
融
資
制
度
の
創
設
)
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表 1 都市計画区域外の都市計

画施設の状況について

(H 3 . 12. 1現在)

施 設 名 決定状況

“

路
圈
川
渠
化
地
圃
場
場

階
静

葬
孃

水
水

物

道
公
河
下
下
緑
篝
火
汚

畑
韻
畑
m
如
転
脳
m
m

16
42
1
30

25
7
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と
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制
度
創
設
の
背
景

こ
れ
ま
で
、
公
共
事
業
の
用
地
取
得
は
、
毎
年
度
の
事

業
費
や
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
よ
る
先
行
取
得
に
よ
り
工

事
着
手
間
際
に
集
中
的
に
行
う
こ
と
を
通
例
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
は
従
来
の
手
法
で
は
必
ず
し
も

十
分
な
公
共
用
地
が
確
保
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
生
じ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、

①

相
続
や
転
廃
業
等
の
機
会
を
機
敏
に
と
ら
え
て
、

事
業
予
定
地
の
先
行
取
得
を
進
め
る
と
と
も
に
、

②

将
来
の
事
業
用
地
提
供
者
の
た
め
に
代
替
地
を
先

行
的
に
確
保
し
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
分
野
は
、
従
来
公
拡
法
に
基
づ
き
土
地
開

発
公
社
が
行
う
先
行
取
得
機
能
に
依
存
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
事
業
予
定
地
や
代
替
地
の
先
行
取
得
に
つ
い

て
は
、
都
市
計
画
区
域
外
の
土
地
も
含
め
地
権
者
等
か
ら

の
届
出
ま
た
は
申
出
が
あ
っ
て
も
、
事
業
化
ま
で
の
長
期

間
保
有
、
民
間
金
融
機
関
か
ら
の
資
金
調
達
に
伴
う
リ
ス

ク
の
問
題
等
が
あ
り
、
必
ず
し
も
十
分
に
対
応
で
き
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
後
は
そ
の
重
要
性
が
一
層
高
ま
る
も
の
と

予
想
さ
れ
る
た
め
、
土
地
開
発
公
社
へ
の
低
利
融
資
に
よ

る
支
援
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス

ク
を
回
避
し
、
都
市
地
域
の
事
業
予
定
地
や
代
替
地
の
先

行
取
得
を
強
力
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
回
の
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
改

正
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
都
市
の
健
全
な
発
展

と
秩
序
あ
る
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
公
拡
法
に
基
づ
い

て
事
業
予
定
地
及
び
代
替
地
の
先
行
取
得
を
行
う
土
地
開

発
公
社
に
対
し
て
融
資
に
よ
る
支
援
を
行
お
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
(表
3
)。

融
資
制
度
の
概
要

①

事
業
規
模

(平
成
四
年
度
予
算
案
)

事

業

費

七
五
億
円

国

費

一
〇
億
円

財
政
投
融
資

六
五
億
円

(地
方
の
融
資
予
定
額
を
含
め
た
総
事
業
費

一
五

〇
億
円
)

②

融
資
要
件

地
方
公
共
団
体
が
土
地
開
発
公
社
に
対
し
て
、
土

地
の
先
行
取
得
に
要
す
る
資
金
の
老
を
融
資
す
る
場

合
に
、
残
り
%
に
つ
い
て
融
資
を
行
う
。

③

融
資
を
受
け
る
主
体

土
地
開
発
公
社

④

融
資
対
象
土
地

直
轄
、
公
団
事
業
の
事
業
予
定
地
及
び
代
替
地
で
、

公
拡
法
第
六
条
に
規
定
す
る
土
地
の
買
取
り
の
協
議

に
基
づ
き
取
得
す
る
土
地
。

⑤

融
資
利
率

財
投
金
利
マ
イ
ナ
ス
一
%
、
た
だ
し
、
住
宅
金
融

公
庫
の
基
準
金
利
を
下
限
と
す
る
。

⑥

償
還
期
間
及
び
償
還
方
法

償
還
期
間
は
一
〇
年

(う
ち
据
置
期
間
四
年
)
と

設

緘口
緘鬮
狄

域

*

*

鰭□
“■
劔

道

2

域
鬮
“

簸繖
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鰔
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(
目
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筋
ま
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係
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引
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離洲飯燕
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即
県
よ

届
け
靴
埜

*
う
都
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図 4 公抗法に基づく届出 ･申出の対象土地の拡大イメージ図



し
、
償
還
方
法
は
、
元
金
均
等
半
年
賦
払
い
と
す
る

(図
5
)。

四

お
わ
り
に

表 3 都市開発資金による用地先行取得制度一覧

区 分
貸
付
先

用 地 取 得 の ‐要 件
貸 付 条 件

対 象 地 域 等 対 象 用 地

用

地

先

行

取

得

資

金

項第
地
条
)

敷
1
号

等
第
1

場
法
第

ェ
(

地

方

公

共

団

体

魂 麹 ]の工業(場)㈱眼法

に規定する工業(場)等
制限区域

法

は
用

限

又
の

制

場
設

痔
ほ
鰯

暢
設
関

轢
願
わ

の

制

ぴ

｢
｣

る
及

圏
圏
ず
)

郡
議
定
等

首
近
規
学

｢
L

に
大
地

ナ

在

期

還

イ

現

置

償

マ

日

据

賦

則

節

の

年

原

月

年
)
半

利

2

3
む
等

瞼
跳
件
%
鰍
袷
鋼

財

ス
成
仏
斡
間
元

･･

平

･･

金

纖

鑑霧細
汰
繃
遷

堆
市
凋

棘
鰤
俵

朧の路
地
場

蹴
競

計

又
謙

締
爾
槁

の
道
公
下

次
①
②
③

在
%
期

還

現
再
置

償

加
5

端

蝋

自

生
)
半

利
2

4
む
等

金
年

(
含
均

投
4

年
を
金

財
成

簿
間
元

,.
平

,.

利

鰯

金

饉
項

馳
鱗

設
1
)

施
第
号

市
法
2

都
(
第

市

部
既

難

い

成

成

て
城

等

て

既

慨
し
区

市
し

る

る
続
る

島
成

す

す
接

い
)
広
形

定

定

に
て
村

、
を

親

親
ら
し
町
市
地

に

に
れ
成
市
屋
街

法

法

こ
形
綿
古
市

備

備

ぴ
を
1
名

に

整

整
及
地

、
、
既

圏

圏
域
街
区
市

の
城

都
地
畿
区
市
第
幌
市
区

首
街
近
市
仁

(
札
都
る

区

画

地

計

号

区

二

地

の
地

用
函
針
用

利
計
方
る

地

度
区
発
あ

の
用
画
高
地
闇
に

上
利
計
地
発
再
内

以
度
区
宅
度
市
域

脳
高
地
住
再
都
区

3
′
1

、
の

期

通

置

償

端

蝋

年
)
半

利
4
む
等

金
(
含
均

投
年
を
金

財
m
問
元

利
間翻

金
償

項

齋
鰄

能

1
)

機

第
号

市
地
法
3

都
用
(
第

)
設

項
創

等

2
り

地
金
第
よ

用
資
条

に

共
得
1
正
)

公
取
第
改
定

定
行
法
法
予

特
先
(
(
を

土
地
開
発
公
社

画
は

計

て

市

い

都

つ
)

(
、
に
む

城
城
含

醒
堪
桐

計
設
域

市
施
区

都
た
画

の
し
計

国
定
市

金
決
都

皺報磚際公飜蔦
蛾

イ

じ

期

遠

マ

同

置

償

則

と

据

賦

原

地

の

年

利
%
敷

年
)
半

金
1
等
)
4
む
等

投

ス
場
率
(
含
均

財
ナ
エ
利
年
を
金

(

m
間
元

間

金

纖

本
法
律
案
は
、
平
成
四
年
二
月
七
日
の
閣
議
決
定
を
経

て
、
同
月
一
〇
日
国
会

(建
設
委
員
会
)
提
出
、
同
年
四

月
二
日
衆
議
院
建
設
委
員
会
、
翌
三
日
衆
議
院
本
会
議
に

て
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
、
同
月
一
六
日
参
議
院
建
設

委
員
会
、
翌
一
七
日
参
議
院
本
会
議
に
て
全
会
一
致
を
も

っ
て
可
決
成
立
し
て
い
る
。

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
都
市

開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
改
正

土
地
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
届
出
義
務
を

課
す
土
地
及
び
地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る
土
地
の

買
取
り
希
望
の
申
出
の
対
象
土
地
に
、
都
市
計
画
区

域
外
に
存
す
る
都
市
計
画
施
設
の
区
域
内
に
所
在
す

る
土
地
を
加
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
四
条
及
び
第
五
条
関
係
)

第
二

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
改
正

一

国
は
、
土
地
開
発
公
社
に
対
し
、
公
有
地
の
拡
大

の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の
手
続
に
よ

る
土
地
の
買
取
り
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
一
条
関
係
)

二

一
の
貸
付
け
に
係
る
利
率
及
び
償
還
方
法
を
定
め

る
た
め
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
二
条
関
係
)

第
三

施
行
期
日
そ
の
他

一

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(附
則
第
一
項
関
係
)

二

土
地
開
発
公
社
に
対
す
る
貸
付
け
に
係
る
経
理
を



都
市
開
発
資
金
融
通
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
た
め
、

都
市
開
発
資
金
融
通
特
別
会
計
法
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。(附

則
第
三
項
関
係
)

三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
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5図

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
都
市

開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

(公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
)

第
一
条

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律

(昭
和

四
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

｢第
二
章

都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
の
先
買
い
｣を

｢第
二
章

都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
等
の
先
買
い
｣
に

改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中

｢都
市
計
画
区
域
内
に
所
在
す
る

土
地
で
次
に
掲
げ
る
も
の
｣
を

｢次
に
掲
げ
る
土
地
｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
｢次

に
掲
げ
る
土
地
｣
を
｢都

市
計
画
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
で
次
に
掲
げ
る
も

の
｣
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

｢そ
の
｣
を

｢都
市
計

画
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
で
そ
の
｣
に
、
｢
の
土
地
L

を

｢
の
も
の
｣
に
改
め
る
。

(都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
)

第
二
条

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律

(昭

和
四
十
一
年
法
律
第
二
十
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

2

国
は
、
土
地
開
発
公
社
に
対
し
、
公
有
地
の
拡
大

の
推
進
に
関
す
る
法
律

(昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六

十
六
号
)
第
六
条
第
一
項
の
手
続
に
よ
る
土
地
の
買

取
り
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
第
一
項
中

｢前
条
第
一
項
｣
下
に

｢又
は
第

二
項
｣を
加
え
、
｢同
項
第
一
号
の
土
地
に
係
る
｣を
｢前

条
第
一
項
第
一
号
の
土
地
に
係
る
貸
付
金
又
は
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
｣
に
、
｢そ

の
L
を

｢こ
れ
ら
の
貸

付
金
に
係
る
｣
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢前
条
第
二

項
｣
を
｢前

条
第
三
項
｣
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
｢前

条
第
一
項
｣
の
下
に
｢又
は
第
二
項
｣
を
加
え
、
｢同
項

第
一
号
｣
を
｢同
条
第
一
項
第
一
号
｣
に
、
｢又
は
第
三

号
の
土
地
に
係
る
｣
を

｢若
し
く
は
第
三
号
の
土
地
に

係
る
貸
付
金
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
L
に

改
め
、
同
条
第
四
項
中

｢前
条
第
二
項
｣
を

｢前
条
第

三
項
｣
に
改
め
る
。

附

則

(施
行
期
日
)

1

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。(地

方
自
治
法
の
一
部
改
正
)

2

地
方
自
治
法

(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
第
一
号
五
の
四
及
び
別
表
第
四
第
一
号
一

の
四
中

｢
の
土
地
｣
を

｢
の
土
地
等
｣
に
改
め
る
。

(都
市
開
発
資
金
融
通
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正
)

3

都
市
開
発
資
金
融
通
特
別
会
計
法

(昭
和
四
十
一
年



法
律
第
五
十
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢及
び
同
条
第
二
項
｣
を

｢、
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
土
地
開
発
公
社
に
対
す
る
貸
付
け
及

び
同
条
第
三
項
｣
に
改
め
る
。

(民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一

部
改
正
)

4

民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭

和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中

｢第
一
条
第
二
項
｣
を

｢第
一
条

第
三
項
｣
に
改
め
る
。

(建
設
省
設
置
法
の
一
部
改
正
)

5

建
設
省
設
置
法
(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
十
三
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
十
九
号
中

｢
の
土
地
｣
を

｢
の
土
地
等
｣
に

改
め
る
。

(自
治
省
設
置
法
の
一
部
改
正
)

6

自
治
省
設
置
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十

一
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
号
及
び
第
五
条
第
三
号
中

｢
の
土
地
｣

を

｢
の
土
地
等
｣
に
改
め
る
。

る
土
地
の
買
取
り
に
つ
い
て
土
地
開
発
公
社
に
対
し
都
市

開
発
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で

あ
る
。

*

*

*

*

*

0
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
〔昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
)
(抄
)

(傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
都
市
開
発
資
金
の

貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
条
文

理

由

都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
促
進
す
る
た

め
に
必
要
な
土
地
の
先
買
い
を
推
進
す
る
た
め
、
公
有
地

の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
届
出
又
は
申
出

の
対
象
土
地
を
拡
大
し
、
及
び
そ
の
届
出
又
は
申
出
に
係

第
二
章

都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
等
の
先
買
い

(土
地
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
届
出
義
務
)

第
四
条

次
に
掲
げ
る
土
地
を
所
有
す
る
者
は
、
当
該
土

地
を
有
償
で
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
土
地

の
所
在
及
び
面
積
、
当
該
土
地
の
譲
渡
予
定
価
額
、
当

該
土
地
を
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
相
手
方
そ
の
他
主
務
省

令
で
定
め
る
事
項
を
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
都
市
計
画
施
設
(土
地
区
画
整
理
事
業
(土
地
区

画
整
理
法
(昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
)
に

よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)

で
第
三
号
に
規
定
す
る
も
の
以
外
の
も
の
を
施
行
す

る
土
地
に
係
る
も
の
を
除
く
。
)
の
区
域
内
に
所
在

す
る
土
地

二

都
市
計
画
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
で
次
に
掲
げ

る
も
の
(次
号
に
規
定
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
以

外
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る
土
地
の
区
域

内
に
所
在
す
る
も
の
を
除
く
。
)

イ

道
路
法
(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)

第
十
八
条
第
一項
の
規
定
す
る
道
路
の
区
域
と
し

て
決
定
さ
れ
た
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

ロ

都
市
公
園
法
(昭
和
三
十
一年
法
律
第
七
十
九

号
)
第
二
十
三
条
第
一項
文
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
都
市
公
園
を
設
置
す
べ
き
区
域
と
し
て
決
定

さ
れ
た
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

ハ

河
川
法
(昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号

)
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
河
川
予
定

地
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地

第
二
章

都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
の
先
買
い

(土
地
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
届
出
義
務
)

第
四
条

都
市
計
画
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
で
次
に
掲

げ
る
も
の
を
所
有
す
る
者
は
、
当
該
土
地
を
有
償
で
譲

り
渡
そ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
土
地
の
所
在
及
び
面

積
、
当
該
土
地
の
譲
渡
予
定
価
額
、
当
該
土
地
を
譲
り

渡
そ
う
と
す
る
相
手
方
そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
事

項
を
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府

県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
都
市
計
画
施
設
(土
地
区
画
整
理
事
業
〈土
地
区

画
整
理
法
(昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
)
に

よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)

で
第
三
号
に
規
定
す
る
も
の
以
外
の
も
の
を
施
行
す

る
土
地
に
係
る
も
の
を
除
く
。
)
の
区
域
内
に
所
在

す
る
土
地

二

次
に
掲
げ
る
土
地
(次
号
に
規
定
す
る
土
地
区
画

整
理
事
業
以
外
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る

土
地
の
区
域
内
に
所
在
す
る
も
の
を
除
く
。
)

イ

道
路
法
(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
す
る
道
路
の
区
域
と
し

て
決
定
さ
れ
た
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

ロ

都
市
公
園
法
(昭
和
三
十
一年
法
律
第
七
十
九

号
)
第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
都
市
公
園
を
設
置
す
べ
き
区
域
と
し
て
決
定

さ
れ
た
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

ハ

河
川
法
(昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号

)
第
五
十
六
条
第
一項
の
規
定
に
よ
り
河
川
予
定

地
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地



ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ

ら
に
準
ず
る
土
地
と
し
て
政
令
で
定
め
る
土
地

三

新
た
な
市
街
地
の
造
成
を
目
的
と
す
る
土
地
区
画

整
理
事
業
で
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
、
主
務
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
告
し
た
も
の
を
施
行

す
る
土
地
の
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

四

都
市
計
画
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新

都
市
基
盤
整
備
事
業
又
は
住
宅
街
区
整
備
事
業
の
施

行
区
域
と
し
て
定
め
ら
れ
た
土
地
の
区
域
内
に
所
在

す
る
土
地

五

都
市
計
画
法
第
八
条
第
一項
第
十
四
号
に
掲
げ
る

生
産
緑
地
地
区
の
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

六

第
一
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
土
地
の
ほ
か
、

都
市
計
画
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
で
そ
の
面
積
が

二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
下
ら
な
い
規
模
で
政
令
で
定

め
る
規
模
以
上
の
も
の

2
5
3
酪

(地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る
土
地
の
賞
取
り
希
望
の
申

　
　

第
五
条

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
そ
の
他
都
市
計

画
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
(そ
の
面
積
が
政
令
で
定

め
る
規
模
以
上
の
も
の
に
限
る
。
)
を
所
有
す
る
者
は

、
当
該
土
地
の
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
買
取
り
を
希

望
す
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
同
項
の
規

定
に
準
じ
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

旨
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

略

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ

ら
に
準
ず
る
土
地
と
し
て
政
令
で
定
め
る
土
地

三

新
た
な
市
街
地
の
造
成
を
目
的
と
す
る
土
地
区
画

整
理
事
業
で
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
、
主
務
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
告
し
た
も
の
を
施
行

す
る
土
地
の
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

四

都
市
計
画
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新

都
市
基
盤
整
備
事
業
又
は
住
宅
街
区
整
備
事
業
の
施

行
区
域
と
し
て
定
め
ら
れ
た
土
地
の
区
域
内
に
所
在

す
る
土
地

五

都
市
計
画
法
第
八
条
第
一項
第
十
四
号
に
掲
げ
る

生
産
緑
地
地
区
の
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

六

第
一
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
土
地
の
ほ
か
、

そ
の
面
積
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
下
ら
な
い
規
模

で
政
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の
土
地

(地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る
土
地
の
買
取
り
希
望
の
申

　
　

第
五
条

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
そ
の
他
都
市
計

画
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
(そ
の
面
積
が
政
令
で
定

め
る
規
模
以
上
の
も
の
に
限
る
。
)
を
所
有
す
る
者
は

、
当
該
土
地
の
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
買
取
り
を
希

望
す
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
同
頃
の
規

定
に
準
じ
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

旨
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

略

一号
の
土
地
に
係
る
貸
付
金
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
貸
付
金
に
あ
っ
て
は
、
特
に
こ
れ
ら
の
貸
付
金

に
係
る
土
地
の
買
取
り
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て

、
政
令
で
定
め
る
。

2

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
は
、
無
利
子
と

す
る
。

3

前
条
第
一項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の

償
還
期
間
は
、
十
年
(同
条
第
一項
第
一号
の
土
地
に

係
る
貸
付
金
に
あ
っ
て
は
三
年
以
内
の
、
同
項
第
二
号

若
し
く
は
第
三
号
の
土
地
に
係
る
貸
付
金
又
は
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
に
あ
っ
て
は
四
年
以
内
の

据
置
期
間
を
含
む
。
)
以
内
と
し
、
そ
の
償
還
は
、
元

金
均
等
半
年
賦
償
還
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

4

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
期
間
は

、
二
十
年
(五
年
以
内
の
据
置
期
間
を
含
む
。
)
以
内

と
し
、
そ
の
償
還
は
、
均
等
半
年
賦
償
還
の
方
法
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

貸
付
金
に
あ
っ
て
は
、
特
に
そ
の
土
地
の
買
取
り
が
促

進
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
、
政
令
で
定
め
る
。

2

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
は
、
無
利
子
と

す
る
。

3

前
条
第
一項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
期
間
は

、
十
年
(同
項
第
一
号
の
土
地
に
係
る
貸
付
金
に
あ
っ

て
は
三
年
以
内
の
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
土
地

に
係
る
貸
付
金
に
あ
っ
て
は
四
年
以
内
の
据
置
期
間
を

含
む
。
)
以
内
と
し
、
そ
の
償
還
は
、
元
金
均
等
半
年

賦
償
還
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

4

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
期
間
は

、
二
十
年
(五
年
以
内
の
据
置
期
間
を
含
む
。
)
以
内

と
し
、
そ
の
償
還
は
、
均
等
半
年
賦
償
還
の
方
法
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

○
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
(昭
和
四
十
一年
法
律
第
二
十
号
)
(抄
)

改

正

案

現

行

(都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
)

第
一条

略

2

国
は
、
土
地
酬
発
公
社
に
対
し
、
公
有
地
の
拡
大
の

推
進
に
関
す
る
法
律
(昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六
十
六

号
)
第
六
条
第
一
項
の
手
続
に
よ
る
土
地
の
貫
取
り
に

必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

略
(利
率
及
び
償
還
方
法
)

第
二
条

前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付

金
の
利
率
は
、
都
市
開
発
資
金
殻
通
特
別
会
計
法
(昭

和
四
十
一年
法
律
第
五
十
号
)
第
十
二
条
の
規
定
に
よ

る
借
入
金
の
利
率
を
超
え
ず
、
か
つ
、
前
条
第
一項
第

〔都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
)

第
一条

略

(利
率
及
び
償
還
方
法
)

第
二
条

前
条
第
一項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
利
率
は

、
都
市
開
発
資
金
曲
通
特
別
会
計
法
(昭
和
四
十
一年

法
律
第
五
十
号
)
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
借
入
金
の

利
率
を
超
え
ず
、
か
つ
、
同
項
第
一号
の
土
地
に
係
る

改

正

案

○
地
方
自
治
法
(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
(秒
)

現

行

別
表
第
三

一
都
道
府
県
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

の

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び

こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都

市
計
画
区
域
内
の
土
地
等
を
有
償
で
議
滅
し
よ
う
と

す
る
者
か
ら
の
届
出
を
受
理
し
、
土
地
の
買
取
り
の

協
議
を
行
う
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
る
等
都
市
計

画
区
域
内
の
土
地
等
の
先
買
い
に
関
す
る
事
務
を
行

い
、
並
び
に
土
地
開
発
公
社
の
設
立
、
解
散
及
び
定

款
の
変
更
を
認
可
し
、
並
び
に
土
地
開
発
公
社
か
ら

必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
職
員
を
し
て
そ
の
事
務

所
に
立
入
検
査
さ
せ
る
等
監
督
上
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
o

訟
の
ル
‘
百
二
十
八

略

二
;
三

略

別
表
第
四

一
市
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
務

　
　
　
　
　

倒

呻

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び

こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都

市
計
画
区
域
内
の
土
地
等
を
有
償
で
譲
渡
し
よ
う
と

別
表
第
三

一
都
道
府
県
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
務

鰍

趨
有
鰐

の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び

こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都

市
計
画
区
域
内
の
土
地
を
有
償
で
譲
渡
し
よ
う
と
す

る
者
か
ら
の
届
出
を
受
理
し
、
土
地
の
賞
取
り
の
協

議
を
行
う
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
る
等
都
市
計
画

区
域
内
の
土
地
の
先
買
い
に
関
す
る
事
務
を
行
い
、

並
び
に
土
地
開
発
公
社
の
設
立
、
解
散
及
び
定
款
の

変
更
を
認
可
し
、
並
び
に
土
地
開
発
公
社
か
ら
必
要

な
報
告
を
求
め
、
又
は
職
員
を
し
て
そ
の
事
務
所
に

立
入
検
査
さ
せ
る
等
監
督
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

別
表
第
四

一
市
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
務　

　
　
　

僞

團

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び

こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都

市
計
画
区
域
内
の
土
地
を
有
償
で
譲
渡
し
よ
う
と
す



す
る
者
か
ら
の
届
出
を
受
理
し
、
土
地
の
買
取
り
の

協
議
を
行
う
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
る
等
都
市
計

画
区
域
内
の
土
地
等
の
先
買
い
に
関
す
る
事
務
を
行

う
こ
と
。
(指
定
都
市
の
市
長
に
限
る
。
)

　
　
　
　
　

′‐!、
二
;
四

路

る
者
か
ら
の
届
出
を
受
理
し
、
土
地
の
買
取
り
の
協

議
を
行
う
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
る
等
都
市
計
画

区
域
内
の
土
地
の
先
買
い
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ

と
。
(指
定
都
市
の
市
長
に
限
る
。
)

(設
置
)

第
一条

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
(昭

和
四
十
一
年
法
律
第
二
十
号
)
第
一条
第
一項
の
規
定

に
よ
る
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
貸
付
け
、
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
土
地
開
発
公
社
に
対
す
る
貸
付
け
及

び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
民
間
都
市
開
発
推
進
機

構
に
対
す
る
貸
付
け
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を
明
確
に

す
る
た
め
、
特
別
会
計
を
設
置
し
、
一般
会
計
と
区
分

し
て
経
理
す
る
。

改

正

案

(設
置
)

節
一条

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
(昭

和
四
十
一年
法
律
第
二
十
号
)
第
一
条
第
一項
の
規
定

に
よ
る
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
貸
付
け
及
び
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
に
対
す

る
貸
付
け
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を
明
確
に
す
る
た
め

、
特
別
会
計
を
設
置
し
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理

す
る
。

現

行

0
都
市
開
発
資
金
融
通
特
別
会
計
法
(昭
和
四
十
一年
法
律
第
五
十
号
)

抄̂
)

　
　
　
　
　

　　　
　　

　　

一一;
四

略

(所
掌
事
務
及
び
権
限
)

第
三
条

建
設
省
の
所
掌
事
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り

と
し
、
そ
の
権
限
の
行
使
は
、
そ
の
範
囲
内
で
法
律
(

法
律
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
)
に
従
っ
て
な
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
;
十
八
の
二

略

十
九

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
〔昭
和

四
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
)
に
よ
る
都
市
計
画
区

域
内
の
土
地
等
の
先
買
い
及
び
土
地
開
発
公
社
に
関

す
る
事
務
を
管
理
す
る
こ
と
。

二
十
;
六
十
六

略

改

正

案

(所
掌
事
務
及
び
権
限
)

第
三
条

建
設
省
の
所
掌
事
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り

と
し
、
そ
の
権
限
の
行
使
は
、
そ
の
範
囲
内
で
法
律
(

法
律
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
)
に
従
っ
て
な
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
;
十
八
の
二

略

十
九

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
(昭
和

四
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
)
に
よ
る
都
市
計
画
区

域
内
の
土
地
の
先
買
い
及
び
土
地
開
発
公
社
に
関
す

る
事
務
を
管
理
す
る
こ
と
o

二
十
,
六
十
六

略

現

行

0
建
設
省
設
置
法
(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
十
三
号
)
(秒
)

(目
冶
省
の
所
掌
事
務
)

第
四
条

自
治
省
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一;
二

略

三

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
(昭
和
四

十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
)
に
基
づ
く
土
地
開
発
公

社
及
び
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
等
の
先
買
い
に
関

す
る
事
務
を
行
う
こ
と
。

三
の
二
;
四
十
四

略

(自
治
省
の
権
限
)

第
五
条

自
治
省
は
、
前
条
に
規
定
す
る
所
掌
事
務
を
遂

行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
権
限
を
有
す
る
。
た
だ
し

、
そ
の
権
限
の
行
使
は
、
法
律
(こ
れ
に
基
づ
く
命
令

を
含
む
。
)
に
従
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一;
二

略

三

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

土
地
開
発
公
社
及
び
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
等
の

先
買
い
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
。

三
の
二
;
四
十
二

略

改

正

案

(自
治
省
の
所
掌
事
務
)

第
四
条

自
治
省
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
;
二

略

三

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
(昭
和
四

十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
)
に
基
づ
く
土
地
開
発
公

社
及
び
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
の
先
買
い
に
関
す

る
事
務
を
行
う
こ
と
。

三
の
二
;
四
十
四

略

(自
治
省
の
権
限
)

第
五
条

自
治
省
は
、
前
条
に
規
定
す
る
所
掌
事
務
を
遂

行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
権
限
を
有
す
る
。
た
だ
し

、
そ
の
権
限
の
行
使
は
、
法
律
(こ
れ
に
基
づ
く
命
令

を
含
む
。
)
に
従
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

飜
5
二

略

三

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

土
地
開
発
公
社
及
び
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
の
先

買
い
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
。

三
の
二
$
四
十
二

略

現

行

○
自
治
省
設
置
法
(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
一号
)
(抄
)

(資
金
の
貸
付
け
)

第
五
条

政
府
は
、
機
構
に
対
し
、
都
市
開
発
資
金
の
貸

付
け
に
関
す
る
法
律
(昭
和
四
十
一年
法
律
第
二
十
号

)
第
一条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
前
条

第
一項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
要
す
る

資
金
の
う
ち
、
政
令
で
定
め
る
道
路
又
は
港
湾
施
設
の

整
街
に
関
す
る
費
用
に
充
て
る
べ
き
も
の
の
一部
を
無

利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

酵

改

正

案

(資
金
の
貸
付
け
)

第
五
条

政
府
は
、
機
構
に
対
し
、
都
市
開
発
資
金
の
貸

付
け
に
関
す
る
法
律
(昭
和
四
十
一年
法
律
第
二
十
号

)
第
一条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
前
条

第
一項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
要
す
る

資
金
の
う
ち
、
政
令
で
定
め
る
道
路
又
は
港
湾
施
設
の

整
備
に
関
す
る
費
用
に
充
て
る
べ
き
も
の
の
一
部
を
無

利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

略

現

行

○
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
(昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
)
(秒
)



公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
都
市

一

都
市
計
画
施
設

(土
地
区
画
整
理
事
業

(土
地
区

開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

画
整
理
法

(昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
)
に

正
す
る
法
律
案

参
照
条
文

○
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律

(昭
和
四
十
七

年
法
律
第
六
十
六
号
)
(抄
)

(用
語
の
意
義
)

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語

の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

公
有
地

地
方
公
共
団
体
の
所
有
す
る
土
地
を
い

う
′。

‘

二

地
方
公
共
団
体
等

地
方
公
共
団
体
、
土
地
開
発

公
社
及
び
政
令
で
定
め
る
法
人
を
い
う
。

三

都
市
計
画
区
域

都
市
計
画
法

(昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
)
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
都
市
計

画
区
域
を
い
う
。

四

都
市
計
画
施
設

都
市
計
画
法
第
四
条
第
六
項
に

規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
を
い
う
。

(土
地
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
届
出
義
務
)

第
四
条

都
市
計
画
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
で
次
に
掲

げ
る
も
の
を
所
有
す
る
者
は
、
当
該
土
地
を
有
償
で
譲

り
渡
そ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
土
地
の
所
在
及
び
面

積
、
当
該
土
地
の
譲
渡
予
定
価
格
、
当
該
土
地
を
譲
り

渡
そ
う
と
す
る
相
手
方
そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
事

項
を
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府

県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

画
整
理
法

(昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
)
に

よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
で

第
三
号
に
規
定
す
る
も
の
以
外
の
も
の
を
施
行
す
る

土
地
に
係
る
も
の
を
除
く
。)
の
区
域
内
に
所
在
す
る

土
地

二

次
に
掲
げ
る
土
地

(次
号
に
規
定
す
る
土
地
区
画

整
理
事
業
以
外
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る

土
地
の
区
域
内
に
所
在
す
る
も
の
を
除
く
。)

イ

道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
区
域
と

し
て
決
定
さ
れ
た
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

ロ

都
市
公
園
法

(昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九

号
)
第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
都
市
公
園
を
設
置
す
べ
き
区
域
と
し
て
決
定

さ
れ
た
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

ハ

河
川
法
(昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
)

第
五
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
河
川
予
定
地

と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ

ら
に
準
ず
る
土
地
と
し
て
政
令
で
定
め
る
土
地

三

新
た
な
市
街
地
の
造
成
を
目
的
と
す
る
土
地
区
画

整
理
事
業
で
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
、
主
務
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
告
し
た
も
の
を
施
行

す
る
土
地
の
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

四

都
市
計
画
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新

都
市
基
盤
整
備
事
業
又
は
住
宅
街
区
整
備
事
業
の
施

行
区
域
と
し
て
定
め
ら
れ
た
土
地
の
区
域
内
に
所
在

す
る
土
地

五

都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る

生
産
緑
地
地
区
の
区
画
内
に
所
在
す
る
土
地

六

第

一
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
土
地
の
ほ
か
、

そ
の
面
積
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
下
ら
な
い
規
模

で
政
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の
土
地

2

前
項
の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
土
地
で
次
の
各

号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
を
有
償
で
譲
り
渡
そ
う
と
す

る
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一
国
、
地
方
公
共
団
体
等
若
し
く
は
政
令
で
定
め
る

法
人
に
譲
り
渡
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
、
又
は
こ

れ
ら
の
者
が
譲
り
渡
す
も
の
で
あ
る
と
き
。

二

文
化
財
保
護
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十

四
号
)
第
四
十
六
条

(同
法
第
五
十
六
条
の
十
四
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)又
は
大
都
市
地
域

に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法

(昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
)

第
八
十
七
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る

"と
き
、0

三

都
市
計
画
施
設
又
は
土
地
収
用
法

(昭
和
二
十
六

年
法
律
第
二
百
十
九
号
)
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
施

設
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と

し
て
政
令
で
定
め
る
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
譲

り
渡
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。



四

都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
の
許
可
を
受
け
た
開
発

行
為
に
係
る
開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と

き
、0

五

都
市
計
画
法
第
五
十
二
条
の
三
第
一
項

(第
五
十

七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
公

告
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
後

に
お
け
る
当
該
公
告
に
係
る
市
街
地
開
発
事
業
等
予

定
区
域
若
し
く
は
同
法
第
五
十
七
条
の
二
に
規
定
す

る
施
行
予
定
者
が
定
め
ら
れ
て
い
る
都
市
計
画
施
設

の
区
域
等
内
の
土
地
の
区
域
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ

る
と
き
、
同
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
公
告
の
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
後
に
お
け
る

当
該
公
告
に
係
る
同
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定

す
る
事
業
予
定
地
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
、

又
は
同
法
第
六
十
六
条
の
公
告
の
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
後
に
お
け
る
当
該
公
告
に

係
る
都
市
計
画
事
業
を
施
行
す
る
土
地
の
区
域
に
含

ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

六

前
項
の
届
出
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
第
八
条
に

規
定
す
る
期
間
の
経
過
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
届

出
を
し
た
者
に
よ
り
有
償
で
譲
り
渡
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
と
き
。

七

国
土
利
用
計
画
法

(昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十

二
号
)
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
規
制
区
域
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

八

国
土
利
用
計
画
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
土
地
売
買
等
の
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
同
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

九

そ
の
面
積
が
政
令
で
定
め
る
規
模
未
満
の
も
の
そ

の
他
政
令
で
定
め
る
要
件
を
み
た
す
も
の
で
あ
る
と

き
、0

3

国
土
利
用
計
画
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
は
、
第
六
条
、
第
七
条
、
第
八
条

(同
法
第
二

十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
同
法
二
十
四
条
第
三
項

(同
法

第
二
十
七
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)
の
規
定
に
よ
る

通
知
を
受
け
な
い
で
土
地
を
有
償
で
譲
り
渡
す
場
合
を

除
く
。)、
第
九
条
及
び
第
三
十
二
条
第
三
号

(同
法
第

二
十
四
項
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
同
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
な
い
で
土
地
を
有
償
で
譲
り

渡
し
た
者
を
除
く
。)
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
と
み
な
す
。

(地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る
土
地
の
買
取
り
希
望
の

申
出
)

第
五
条

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
そ
の
他
都
市
計

画
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

(そ
の
面
積
が
政
令
で
定

め
る
規
模
以
上
の
も
の
に
限
る
。)
を
所
有
す
る
者
は
、

当
該
土
地
の
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
買
取
り
を
希
望

す
る
と
き
は
、
都
道
県
知
事
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に

準
じ
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を

申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
第

一
項
の
規
定
は
、
当
該
申
出
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る

土
地
に
つ
き
、
第
八
条
に
規
定
す
る
期
間
の
経
過
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
、

当
該
申
出
を
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

(土
地
の
買
取
り
の
協
議
)

第
六
条

都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
条
第
一
項
の
届
出
又

は
前
条
第
一
項
の
申
出

(以
下

｢届
出
等
｣
と
い
う
。)

が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
届
出
等
に
係
る
土

地
の
買
取
り
を
希
望
す
る
地
方
公
共
団
体
等
の
う
ち
か

ら
買
取
り
の
協
議
を
行
う
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
、

買
取
り
の
目
的
を
示
し
て
、
当
該
地
方
公
共
団
体
等
が

買
取
り
の
協
議
を
行
う
旨
を
当
該
届
出
等
を
し
た
者
に

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

2

前
項
の
通
知
は
、
届
出
等
の
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し

て
三
週
間
以
内
に
、
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

3

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
届
出
に
係
る
土
地
の
買
取
り
を
希
望
す
る
地
方
公
共

団
体
等
が
な
い
と
き
は
、
当
該
届
出
等
を
し
た
者
に
対

し
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

第
一
項
の
通
知
を
受
け
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な

け
れ
ば
、
当
該
通
知
に
係
る
土
地
の
買
取
り
の
協
議
を

行
う
こ
と
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

(先
買
い
に
係
る
土
地
の
管
理
)



第
九
条

第
六
条
第
一
項
の
手
続
に
よ
り
買
い
取
ら
れ
た

号
)
第
三
条
に
規
定
す
る
工
業
等
制
限
区
域
内
の

土
地
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
又
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
係

同
法
第
二
条
第
四
項
に
現
{
す
る
U
限
竃
設
。

る
代
替
地
の
用
に
供
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

都
市
計
画
法
第
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
都
市
計

画
施
設
に
関
す
る
事
業

二

土
地
収
用
法
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
施
設
に
関
す

る
事
業

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
準
ず

る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
業

2

地
方
公
共
団
体
等
は
、
第
六
条
第
一
項
の
手
続
に
よ

り
買
い
取
っ
た
土
地
を
こ
の
法
律
の
目
的
に
従
っ
て
適

切
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
都
市
開
発
賞
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律

(昭
和
四
十

一
年
法
律
第
二
十
号
)

(都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
)

第
一
条

国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る

土
地
の
買
取
り
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

一

次
に
掲
げ
る
施
設
及
び
こ
れ
と
密
接
な
関
連
を
有

す
る
政
令
で
定
め
る
施
設
並
び
に
こ
れ
ら
の
施
設
の

附
帯
施
設
の
敷
地
で
、
都
市
の
機
能
を
維
持
し
、
及

び
増
進
す
る
た
め
計
画
的
に
整
備
改
善
を
図
る
必
要

が
あ
る
重
要
な
市
街
地
の
区
域
内
に
あ
る
も
の

イ

首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制

限
に
関
す
る
法
律

(昭
和
三
十
四
年
法
律
第
十
七

同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
制
限
施
設
。

ロ

近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の

制
限
に
関
す
る
法
律

(昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百

四
十
四
号
)
第
三
条
に
規
定
す
る
工
場
等
制
限
区

域
内
の
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
制
限
施

設

二

人
口
集
中
の
著
し
い
政
令
で
定
め
る
大
都
市

(そ

の
周
辺
の
地
域
を
含
む
。)
の
秩
序
あ
る
発
展
を
図
る

た
め
に
整
備
さ
れ
る
べ
き
主
要
な
道
路
、
公
園
、
緑

地
、
広
場
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
公
共
施
設
で
、

都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
の
区
域
内
の

土
地

三

次
に
掲
げ
る
土
地
で
、
都
市
の
機
能
を
維
持
し
、

及
び
増
進
す
る
た
め
計
画
的
に
整
備
改
善
を
図
る
必

要
が
あ
る
重
要
な
市
街
地
の
区
域
内
に
お
け
る
政
令

で
定
め
る
高
度
利
用
地
区
の
区
域
そ
の
他
の
区
域
内

に
あ
り
、
そ
の
計
画
的
な
整
備
改
善
を
促
進
す
る
た

め
に
有
効
に
利
用
で
き
る
も
の

イ

首
都
圏
整
備
法

(昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十

三
号
)
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
市
街
地

及
び
こ
れ
に
接
続
し
て
既
に
市
街
地
を
形
成
し
て

い
る
区
域
内
の
土
地

ロ

近
畿
圏
整
備
法

(昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二

十
九
条
)
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
都
市

区
域
及
び
こ
れ
に
接
続
し
て
既
に
市
街
地
を
形
成

し
て
い
る
区
域
内
の
土
地

ハ

人
口
の
集
中
の
特
に
著
し
い
政
令
で
定
め
る
大

都
市
の
既
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域
内
の

土
地

2

国
は
、
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法

(昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
)
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
民
間
都
市
開
発
推
進
機

構
に
対
し
、
同
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

に
掲
げ
る
業
務
に
要
す
る
資
金
の
一
部
を
貸
し
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

(利
率
及
び
償
還
方
法
)

第
二
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
利
率
は
、

都
市
開
発
資
金
融
通
特
別
会
計
法

(昭
和
四
十
一
年
法

律
第
五
十
号
)
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
借
入
金
の
利

率
を
超
え
ず
、
か
つ
、
同
項
第
一
号
の
土
地
に
係
る
貸

付
金
に
あ
っ
て
は
、
特
に
そ
の
土
地
の
買
取
り
が
促
進

さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
、
政
令
で
定
め
る
。

2

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
は
、
無
利
子
と

す
る
。

3

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
期
間
は
、

十
年

(同
項
第
一
号
の
土
地
に
係
る
貸
付
金
に
あ
っ
て

は
三
年
以
内
の
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
土
地
に

係
る
貸
付
金
に
あ
っ
て
は
四
年
以
内
の
据
置
期
間
を
含

む
。)以
内
と
し
、
そ
の
償
還
は
、
元
金
均
等
半
年
賦
償

還
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

4

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
期
間
は
、



二
十
年

(五
年
以
内
の
据
置
期
間
を
含
む
。)
以
内
と

H

市
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

し
、
そ
の
償
還
は
、
均
等
半
年
賦
償
還
の
方
法
に
よ
る

な
い
事
務

も
の
と
す
る
。

'

一

各

○
地
方
自
治
法
(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
(抄
)

別
表
第
三

(第
百
四
十
八
条
、
第
百
八
十
の
八
、
第
百

八
十
条
の
九
、
第
百
八
十
六
条
、
第
二
百
二
条
の
二
関

係
)

一

都
道
府
県
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
務

H
i
五
の
三

略

五
の
四

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及

び
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
を
有
償
で
譲
渡
し
よ
う

と
す
る
者
か
ら
の
届
出
を
受
理
し
、
土
地
の
買
取

り
の
協
議
を
行
う
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
る
等

都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
の
先
買
い
に
関
す
る
事

務
を
行
い
、
並
び
に
土
地
開
発
公
社
の
設
立
、
解

散
及
び
定
款
の
変
更
を
認
可
し
、
並
び
に
土
地
開

発
公
社
か
ら
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
職
員
を

し
て
そ
の
事
務
所
に
立
入
検
査
さ
せ
る
等
監
督
上

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

伍
1の-伍
j
伊恒
｣
廿L拭い
略

二
i
三

略

別
表
第
四

(第
百
四
十
八
条
、
第
百
八
十
条
の
八
、
第

百
八
十
六
条
、
第
二
百
二
条
の
ご
関
係
)

一
ー
一
の
三

略

一
の
四

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及

び
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
を
有
償
で
譲
渡
し
よ
う
と

す
る
者
か
ら
の
届
出
を
受
理
し
、
土
地
の
買
取
り
の

協
議
を
行
う
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
る
等
都
市
計

画
区
域
内
の
土
地
の
先
買
い
に
関
す
る
事
務
を
行
う

こ
と
。
(指
定
都
市
の
市
長
に
限
る
。)

□
j
二
十
九

略

二
j
四

略

○
都
市
開
発
資
金
融
通
特
別
会
計
法

(昭
和
四
十
一
年
法

律
第
五
十
号
)
(抄
)

(設
置
)

第
一
条

都
市
開
発
資
金
の
貸
し
付
け
に
関
す
る
法
律

(昭
和
四
十
一
年
法
律
第
二
十
号
)第
一条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
貸
付
け
及
び
同
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
に
対

す
る
貸
付
け
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を
明
確
に
す
る
た

め
、
特
別
会
計
を
設
置
し
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経

理
す
る
。

(借
入
金
)

第
十
二
条

こ
の
会
計
に
お
い
て
、
貸
付
金
を
支
弁
す
る

た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
会
計
の
負
担
に
お
い

て
、
借
入
金
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
借
入
金
の
限
度
額
に
つ
い
て
は
、

予
算
を
も
っ
て
、
国
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

○
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和

六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
)
(抄
)

(定
義
)

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢公
共
施
設
｣
と
は
、
道

路
、
公
園
、
広
場
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
公
共
の
用
に

供
す
る
施
設
を
い
う
。

2

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢民
間
都
市
開
発
事
業
｣
と
は
、

民
間
事
業
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
次
に
掲
げ
る
事
業
を

い
･フ
。

一

都
市
に
お
け
る
土
地
の
合
理
的
か
つ
健
全
な
利
用

及
び
都
市
機
能
の
増
進
に
寄
与
す
る
建
築
物
及
び
そ

の
敷
地
の
整
備
に
関
す
る
事
業

(こ
れ
に
附
帯
す
る

事
業
を
含
む
。)
の
う
ち
公
共
施
設
の
整
備
を
伴
う
も

の
で
あ
っ
て
、
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も

の
二

都
市
計
画
法

(昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
)
第

四
条
第
六
項
の
都
市
計
画
施
設
の
う
ち
政
令
で
定
め

る
も
の
の
整
備
に
関
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
同
法
第

五
十
九
条
第
四
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の

(民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
の
指
定
)

第
三
条

建
設
大
臣
は
、
民
間
都
市
開
発
事
業
の
推
進
を



目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
民
法

(明
治
二
十
九
年
法
律

第
八
十
九
号
)
第
三
十
四
条
の
財
団
法
人
で
あ
っ
て
、

次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
そ
の
申

出
に
よ
り
、
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構

(以
下
｢機

構
｣

と
い
う
。)
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
j
3

略

(機
構
の
業
務
)

第
四
条

機
構
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す

る
。

一

特
定
民
間
都
市
開
発
事
業

(第
二
条
第
二
項
第
一

号
に
掲
げ
る
民
間
都
市
開
発
事
業
の
う
ち
地
域
社
会

に
お
け
る
都
市
の
健
全
な
発
展
を
図
る
上
で
そ
の
事

業
を
推
進
す
る
こ
と
が
特
に
有
効
な
地
域
と
し
て
政

令
で
定
め
る
地
域
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
も
の
及
び

同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
民
間
都
市
開
発
事
業
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
に
つ
い
て
、
当
該
事

業
の
施
行
に
要
す
る
費
用
の
一
部

(同
項
第
一
号
に

掲
げ
る
民
間
都
市
開
発
事
業
に
あ
っ
て
は
、
公
共
施

設
並
び
に
こ
れ
に
準
ず
る
非
難
施
設
、
駐
車
場
そ
の

他
の
建
築
物
の
利
用
者
及
び
都
市
の
居
住
者
等
の
利

便
の
増
進
に
寄
与
す
る
施
設

(以
下
こ
の
条
に
お
い

て
｢公
共
施
設
等
｣
と
い
う
。)
に
整
備
に
要
す
る
費

用
の
額
の
範
囲
内
に
限
る
。)を
負
担
し
て
、
当
該
事

業
に
参
加
す
る
こ
と
o

二

特
定
民
間
都
市
開
発
事
業
を
施
行
す
る
者
に
対
し
、

当
該
事
業
の
施
行
に
要
す
る
費
用

(第
二
条
第
二
項

第
一
号
に
掲
げ
る
民
間
都
市
開
発
事
業
に
あ
っ
て
は
、

公
共
施
設
等
の
整
備
に
要
す
る
費
用
)
に
充
て
る
た

め
の
長
期
か
つ
低
利
の
資
金
の
融
通
を
行
う
こ
と
。

三
j
六

略

2
j
3

略

(資
金
の
貸
付
け
)

第
五
条

政
府
は
、
機
構
に
対
し
、
都
市
開
発
資
金
の
貸

付
け
に
関
す
る
法
律
(昭
和
四
十
一
年
法
律
第
二
十
号
)

第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
前
条
第

一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
要
す
る
資

金
の
う
ち
、
政
令
で
定
め
る
道
路
又
は
港
湾
施
設
の
整

備
に
関
す
る
費
用
に
充
て
る
べ
き
も
の
の
一
部
を
無
利

子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

略

○
建
設
省
設
置
法

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
十
三
号
)

(抄
)

(所
掌
事
務
及
び
権
限
)

第
三
条

建
設
省
の
所
掌
事
務
の
範
囲
は
、
次
の
と
お
り

と
し
、
そ
の
権
限
の
行
使
は
、
そ
の
範
囲
内
で
法
律
(法

律
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。)
に
従
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
i
十
八
の
二

略

十
九

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律

(昭
和

四
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
)
に
よ
る
都
市
計
画
区

域
内
の
土
地
の
先
買
い
及
び
土
地
開
発
公
社
に
関
す

る
事
務
を
管
理
す
る
こ
と
o

二
十
j
六
十
六

略

○
自
治
省
設
置
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
一

号
)
(抄
)

(自
治
省
の
所
掌
事
務
)

第
四
条

自
治
省
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

-
-
二

略

三

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律

(昭
和
四

十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
)
に
基
づ
く
土
地
開
発
公

社
及
び
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
の
先
買
い
に
関
す

る
事
務
を
行
う
こ
と
o

三
の
ニ
ー
四
十
四

略

(自
治
省
の
権
限
)

第
五
条

自
治
省
は
、
前
条
に
規
定
す
る
所
掌
事
務
を
遂

行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
権
限
を
有
す
る
。
た
だ
し
、

そ
の
権
限
の
行
使
は
、
法
律

(こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を

含
む
。)
に
従
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
-
二

略

三

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

土
地
開
発
公
社
及
び
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
の
先

買
い
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
。

三
の
二
j
四
十
二

略



一

は
じ
め
に

大
型
道
路
環
境
訴
訟
と
し
て
そ
の
行
方
が
注
目
さ
れ
て

い
た
、
国
道
四
三
号
･
阪
神
高
速
道
路
騒
音
排
気
ガ
ス
規

制
等
請
求
控
訴
事
件

(以
下

｢本
件
訴
訟
｣
と
い
う
。)
の

判
決
が
、
去
る
二
月
二
〇
日
に
大
阪
高
等
裁
判
所
で
言
い

渡
さ
れ
た
。

判
決
は
、
差
止
請
求
を
棄
却
し
、
将
来
の
損
害
賠
償
請

求
を
却
下
し
た
も
の
の
、
原
告
の
一
部
を
除
き
、
過
去
の

損
害
賠
償
請
求
を
認
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
に
、
本
件
訴
訟
の
概
要
、
争
点
、
判
決
の
要
旨
等

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

-
-
本
件
訴
訟
の
概
要

1
･
訴
訟
に
至
っ
た
経
緯
と
そ
の
後
の
経
過

本
件
訴
訟
は
、
阪
神
間
の
一
般
国
道
四
三
号
、
阪
神
高

に
被
告
が
控
訴
、
ま
た
原
告
も
差
止
請
求
の
却
下
等
を
不

速
道
路
神
戸
西
宮
線
及
び
同
大
阪
西
宮
線

(以
下

｢本
件

服
と
し
て
同
三
〇
日
に
控
訴
し
た
も
の
で
あ
る
。

道
路
｣
と
い
う
。)
の
沿
道
住
民
が
本
件
道
路
を
走
行
す
る

そ
の
後
、
大
阪
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
審
理
が
進
め
ら

自
動
車
か
ら
発
生
す
る
騒
音
、
排
ガ
ス
等
に
よ
り
健
康
被

れ
、
三
一
回
に
わ
た
る
口
頭
弁
論
を
経
て
、
平
成
三
年
七

害
や
、
生
活
上
の
被
害
を
受
け
て
い
る
と
し
て
、
本
件
道

月
一
九
日
に
結
審
し
た
も
の
で
あ
る
。

道
路
｣
と
い
う
。)
の
沿
道
住
民
が
本
件
道
路
を
走
行
す
る

自
動
車
か
ら
発
生
す
る
騒
音
、
排
ガ
ス
等
に
よ
り
健
康
被

害
や
、
生
活
上
の
被
害
を
受
け
て
い
る
と
し
て
、
本
件
道

路
の
差
止
め
及
び
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
起
し
た
、
国
道

四
三
号
･
阪
神
高
速
道
路
騒
音
排
気
ガ
ス
規
制
等
請
求
事

件

(以
下

｢第
一
審
｣
と
い
う
。)
の
控
訴
審
で
あ
る
。

第
一
審
判
決
は
、
昭
和
六
〇
年
七
月
一
七
日
に
神
戸
地

方
裁
判
所
に
お
い
て
言
い
渡
さ
れ
、
差
止
請
求
及
び
将
来

の
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
却
下
し
た
が
、
過
去
の
損

害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
騒
音
に
よ
る
睡
眠
妨
害
、
会

話
妨
害
、
精
神
的
影
響
及
び
粉
じ
ん
に
よ
る
洗
た
く
物
の

汚
れ
に
対
す
る
不
快
感
の
損
害
の
発
生
を
認
め
て
許
容
し

た
た
め
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
昭
和
六
一
年
七
月
二
五
日

2

当
事
者

ゆ

原
告

兵
庫
県
神
戸
市
、
芦
屋
市
、
西
宮
市
、
尼
崎
市
の
本
件

道
路
沿
道
五
0
m
以
内
の
居
住
者
一
三
四
名

(結
審
時
一

三
一
名
)

②

被
告

国
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団

3

控
訴
の
趣
旨

国
道
四
三
号
◎
阪
神
高
速
道
路
騒
音
排
気

ガ
ス
螂
制
等
請
求
控
訴
事
件
判
決
⑭
概
襲

建
設
省
近
畿
地
方
建
設
局
路
政
課



ゆ

原
告

①
差
止
請
求

被
告
ら
は
、
本
件
道
路
を
走
行
す
る
自
動
車
に
よ
っ
て

発
生
す
る
騒
音
及
び
二
酸
化
窒
素
を
、
表
1
の
数
値
を
超

え
て
原
告
ら
の
居
住
敷
地
内
に
侵
入
さ
せ
て
、
本
件
道
路

を
自
動
車
の
走
行
の
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

②
損
害
賠
償
請
求

ア

被
告
ら
は
、
原
告
ら
に
対
し
昭
和
六
〇
年
五
月
二

三
日

(第
一
審
結
審
日
)
ま
で
の
分
と
し
て
、
総
額

約
六
億
一
、
0
0
0
万
円
及
び
内
金
二
二
五
万
円
に

対
す
る
昭
和
五
一
年
九
月
一
四
日

(訴
状
送
達
日
の

翌
日
)
か
ら
支
払
済
み
に
至
る
ま
で
年
五
分
の
割
合

に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

イ

被
告
ら
は
、
原
告
ら
に
対
し
昭
和
六
〇
年
五
月
二

四
日
以
降
、
本
件
道
路
を
走
行
す
る
自
動
車
に
よ
っ

て
発
生
す
る
騒
音
及
び
二
酸
化
窒
素
を
、
表
2
の
数

値
を
超
え
て
原
告
ら
の
居
住
敷
地
内
に
侵
入
さ
せ
る

リム表

. 数 値

蠕
.胆央

〃
〃
"

中、/
、ノ
ン
･ノ

ホ
ホ
ホ
ホ

55
60
臨
即

時
時
時
時

8
6
溥
6

前
後
後
前

午
午
午
乍

~
~
~
~

時
時
時
時

晦
鞠
纖

午
午
午
年

1時闇値:の1口平均値 0.02ppm

表

音

累窒

数 値

僞
)

央

〃ぞホホ鋳
即

時
時

鋤
*

午
午

~
~

時
時

鮠
録

午
乍

1時間値の1日平均値 0,02ppm

こ
と
を
や
め
る
ま
で
の
間
、
一
か
月
に
つ
き
三
万
円

の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

②

被
告

ア

原
判
決
中
、
被
告
ら
敗
訴
部
分
を
取
り
消
す
。

イ

原
告
ら
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

ウ

原
告
ら
は
、
被
告
ら
に
対
し
原
判
決
に
よ
り
給
付

さ
れ
た
総
額
約
一
億
六
、
五
〇
〇
万
円
及
び
こ
れ
に

対
す
る
昭
和
六
一
年
七
月
一
九
日

(又
は
昭
和
六
二

年
三
月
二
六
日
)
か
ら
支
払
済
み
に
至
る
ま
で
年
五

分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

4

控
訴
の
理
由

の

原
告

原
判
決
は
被
害
、
侵
害
行
為
、
そ
れ
ら
の
因
果
関
係
に

つ
い
て
事
実
認
定
や
評
価
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

②

被
告

原
判
決
は
、
損
害
賠
償
請
求
に
お
け
る
違
法
性

(受
忍

限
度
)
の
認
定
判
断
そ
の
他
に
お
い
て
誤
り
を
犯
し
て
お

り
、
承
認
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
が
極
め
て
多
い
。

三

本
件
道
路
の
概
要

本
件
訴
訟
の
対
象
道
路
は
、
建
設
大
臣
の
管
理
す
る
一

般
国
道
四
三
号
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団
の
管
理
す
る
阪

神
高
速
道
路
神
戸
西
宮
線
、
同
大
阪
西
宮
線
で
あ
る
。

一
般
国
道
四
三
号
は
起
点
大
阪
市
西
成
区
、
終
点
神
戸

市
灘
区
、
延
長
二
九
･
九
蜘
で
、
こ
の
う
ち
本
件
訴
訟
の

対
象
は
尼
崎
市
東
本
町
j
神
戸
市
灘
区
岩
屋
南
町
の
約
二

0
･
一
一如
の
区
間

(上
下
八
車
線
、
総
幅
員
五
0
m
)
で

あ
る
。

阪
神
高
速
道
路
神
戸
西
宮
線
は
起
点
神
戸
市
須
磨
区
、

終
点
西
宮
市
、
延
長
二
五
･
三
虹
で
、
本
件
訴
訟
の
対
象

は
神
戸
市
灘
区
味
泥
町
-
西
宮
市
今
津
水
波
町
の
約
一

二
･
三
顧
の
区
間

(上
下
四
車
線
、
幅
員
約
二
0
m
、
高

架
道
路
)
で
あ
る
。
同
大
阪
西
宮
線
は
起
点
大
阪
市
西
区
、

終
点
西
宮
市
、
延
長
一
四
･
三
如
で
、
西
宮
市
今
津
水
波

町
j
尼
崎
市
東
本
町
の
約
七
･
三
如

(上
下
四
j
六
車
線
、

幅
員
約
二
0
-
二
五
m
、
高
架
道
路
)
が
本
件
訴
訟
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
件
各
道
路
の
位
置
は
図
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

四

主
要
な
争
点

本
件
訴
訟
の
主
要
な
争
点
に
つ
い
て
の
原
･
被
告
の
主

張
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1

差
止
請
求
の
適
法
性

原
告
ら
は
人
格
権
、
環
境
権
を
差
止
め
を
求
め
る
根
拠

と
し
て
主
張
し
、
被
告
ら
は
人
格
権
、
環
境
権
は
根
拠
と

な
る
実
定
法
規
が
存
在
せ
ず
、
具
体
的
な
私
法
上
の
権
利

と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、
差
止
請

求
は
{
本
来
一
定
の
行
為
に
よ
り
一
定
の
結
果
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
裁
判
所
が
代
替
執
行
を
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
原
告
ら
の
求
め
る
請
求
は



そ
の
結
果
を
実
現
す
る
た
め
道
路
管
理
者
た
る
被
告
が
ど

の
よ
う
な
行
為
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

不
適
法
で
あ
る
旨
主
張
し
た
。

2

道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
の
有
無
と
損
害
賠
償
請
求

原
告
ら
は
、
本
件
道
路
は
大
量
の
自
動
車
の
走
行
に
よ

り
激
甚
な
騒
音
･
振
動
･
排
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
沿
道
住
民

　

　

市

、

ノ

　

　

図

に
多
大
の
被
害
を
与
え
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
道
路
を
設

置
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
被
害
を
防
止
す
る
有
効
、
適
切

な
措
置
を
と
ら
ず
管
理
を
続
け
る
こ
と
は
国
家
賠
償
法
二

条
一
項
に
い
う
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
あ
た
り
、

被
告
ら
に
は
損
害
賠
償
責
任
が
あ
る
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
被
告
ら
は
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の

設
置
･
管
理
の
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
①
危
険
性

の
存
在
、
②
予
見
可
能
性
の
存
在
、
③
回
避
可
能
性
の
存

在
が
要
件
と
さ
れ
る
が
、
供
用
関
連
瑕
疵
に
つ
い
て
は
上

記
三
要
件
の
ほ
か
、
供
用
に
違
法
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
道
路

管
理
者
は
権
限
の
範
囲
内
で
な
し
う
る
各
種
対
策
を
最
大

限
実
施
し
て
お
り
、
仮
に
危
害
を
発
生
せ
し
め
る
危
険
性

が
あ
る
と
し
て
も
、
管
理
者
に
と
っ
て
法
律
上
も
事
実
上

も
回
避
不
可
能
で
あ
り
、
供
用
関
連
瑕
疵
は
存
在
し
な
い

と
主
張
し
た
。

ま
た
、
仮
に
被
害
が
あ
る
と
し
て
も
不
快
感
･
迷
惑
感

の
城
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
本
件
道
路
は
国
民
の

日
常
生
活
の
維
持
存
続
に
不
可
欠
で
あ
り
、
絶
対
的
と
も

い
え
る
公
共
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
道
路
管
理
者
と
し

て
は
、
与
え
ら
れ
た
権
限
の
範
囲
で
可
能
な
限
り
の
各
種

対
策
を
適
時
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
原
告
ら
の

被
害
は
受
忍
限
度
内
で
あ
り
、
本
件
道
路
の
供
用
に
違
法

性
は
な
い
と
主
張
し
た
。

3

因
果
関
係
の
有
無

原
告
ら
は
、
騒
音
に
よ
る
被
害
の
有
無
を
判
断
す
る
上

で
最
も
重
要
な
も
の
は
屋
外
騒
音
値
で
あ
り
、
騒
音
鑑
定

の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
原
告
宅
で
屋
外
騒
音
値
が
環
境
基

準
を
超
え
、
他
の
幹
線
道
路
沿
道
と
比
べ
て
も
最
高
位
に

あ
る
こ
と
や
、
従
来
か
ら
の
調
査
研
究
、
勧
告
値
等
か
ら

本
件
騒
音
と
原
告
ら
の
健
康
被
害
、
各
種
障
害
と
の
因
果

関
係
は
明
白
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
排
ガ
ス
に
つ
い
て
も

本
件
沿
道
そ
の
他
に
お
け
る
健
康
調
査
の
結
果
等
に
よ
っ

て
、
原
告
ら
の
疾
病
や
前
駆
症
状
の
多
発
の
原
因
が
本
件

排
ガ
ス
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
被
告
ら
は
、
騒
音
に
よ
る
被
害
の
有
無

を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
屋
内
騒
音

の
実
態
の
確
認
で
あ
り
、
屋
外
騒
音
値
や
道
路
か
ら
の
距

離
だ
け
で
一
律
に
論
じ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
騒
音
鑑

定
の
結
果
、
屋
内
騒
音
値
が
屋
外
に
比
べ
て
は
る
か
に
低

い
こ
と
か
ら
、
本
件
騒
音
に
よ
っ
て
睡
眠
妨
害
等
の
各
種

被
害
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
排

ガ
ス
に
つ
い
て
も
、
大
気
汚
染
物
質
の
発
生
源
は
多
種
多

様
で
無
数
に
存
在
す
る
こ
と
、
原
告
ら
が
訴
え
る
疾
病
や

症
状
は
非
特
異
的
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
原
因
を
排
ガ
ス

に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。

五

判
決
の
要
旨

ー

判
決
骨
子

①

原
告
ら
の
差
止
請
求
を
棄
却
す
る
。

②

原
告
ら
の
将
来
の
慰
謝
料
請
求
を
棄
却
す
る



③

被
告
ら
は
、
認
容
原
告
一
三
ニ
名
に
対
し
、
一
名

に
つ
き
約
二
〇
万
円

(最
低
)
な
い
し
約
三
〇
〇
万

円

(最
高
)
を
支
払
え
。
(総
額
約
二
億
三
、
0
0
0

万
円
)

2

争
点
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
判
断

の

差
止
請
求

原
告
ら
の
請
求
は
特
定
さ
れ
て
お
り
、
人
格
権
に
基
づ

く
差
止
請
求
の
訴
え
も
適
法
で
あ
る
が
、
人
格
権
と
し
て

保
護
さ
れ
る
べ
き
法
益
の
侵
害
に
対
し
て
差
止
め
が
容
認

さ
れ
る
の
は
、
そ
の
侵
害
が
基
本
的
に
違
法
と
判
断
さ
れ

る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
件
の
場
合
、
原
告
ら
の
被
害
が
生
活
妨
害
で
あ
る
の

に
対
し
、
本
件
道
路
の
公
共
性
は
非
常
に
大
き
く
、
し
か

も
代
替
し
う
る
道
路
が
な
い
こ
と
等
を
考
慮
す
る
と
、
差

止
請
求
の
関
係
で
は
原
告
ら
の
被
害
は
受
忍
限
度
の
範
囲

内
で
あ
る
。

表 3 本件訴訟に関連する主な経違
年月日 容

5
9
5
0
銀
L
Q
L
a
a
a

鑄
a
5
頓
2
8

?

&
錠
銭
~
玩
Z
Z
字
L
a
2
a

6
ス
a
a

れ

盟
况
鋭
臨

報
儀

仂

L

a

a
乱
G
a

o
上

･

~

‐
･
･

下

)

除

理

庫
)

除

般
m

綻

管

兵
下

を

5
拂

伜

蹄

剱
獺

(

計
手

意
瞑

西
j

檄繖
蒲
諄

大

画
鋲

在
6
誇
"

馳駆
i
髀
舛

縦

鐵
増

蜥
部
靴
靴
職籟
幟
触
徹

↑
』

鰤

浮
繖

台

蹴
爛
態
鰤
笥
回炬
聾
靴
鯏
i

織
蹴

団

撤
鰐
徒
靴
各
醐
鰄
鞠
鰭
職
淵娠
高
聾
聾

賤
贓
施
臟
,
}
施

施

遮

"

烟
画
驚
覇
爾
鰍
捌
輌
蹴
纖
艦賑
硼
鞄
趣
膊
聾
撥
蘭
機
織
臘

碁。
縁

醐
理
働

隻n

市
地
錺
示
鰍
瀦
匙
鰡
韶
錢
耶
離
職
祿
威

鑓

隣
瀰
轆
跡
鰊
撥

拗離

籍
妙
杜

部
土
野
告
“
県
県
道
県
線
供
理
道
線
線
告
帯
訴
線
現
線
線
線
現

審
決

興
興
道
行
道
車
庫
速
庫
宮
線
管
速
宮
宮
抗
地
提
宮
栽
宮
宮
宮
殻

結
判
訴
訴
緬
縦

鞠鵜
繩
撤
俶

復
復
国
地
国
兵
兵
高
兵
西
全
轄
葛
西
西
件
緑
審
西
地
西
西
西
地

審
審
控
控
高
高

大
○
全
(

被

災
災
級
轄
般
号
号
神
号
戸
号
直
忰
阪
阪
事
号

一
戸
戸
阪
阪
阪
戸

一
一
皆
告
阪
阪

号
間
号
審
決
･

戦
戦
二
直

一
“
“
版
“
神
“
く
阪
大
大
同
“
第
神
神
大
大
大
柿

第
第
被
原
大
大

槌
区
蛆
結
判
原

②

損
害
賠
償
請
求

本
件
道
路
の
一
般
的
供
用
に
よ
っ
て
発
生
す
る
騒
音
、

排
ガ
ス
等
の
程
度
が
一
定
の
限
度
に
止
ま
る
限
り
に
お
い

て
は
危
害
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
性
が
な
く
て
も
、
こ
れ
を

超
え
る
供
用
に
よ
っ
て
発
生
す
る
騒
音
、
排
ガ
ス
等
が
危

害
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
被
告
が
特

段
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
な
く
、
利
用
に
つ
き
適
切
な
制

限
を
加
え
な
け
れ
ば
、
供
用
に
つ
き
利
益
衡
量
の
結
果
と

し
て
違
法
性
を
肯
定
で
き
、
本
件
道
路
の
設
置
管
理
に
瑕

疵
が
あ
る
。

騒
音
は
、
敷
地
に
お
け
る
L
e
q
六
五
以
上
の
原
告
ら

に
つ
い
て
は
本
件
道
路
か
ら
の
距
離
の
遠
近
に
か
か
わ
ら

ず
、
ま
た
L
e
q
六
○
を
超
え
る
原
告
ら
に
つ
い
て
は
距

離
が
二
0
m
以
内
の
原
告
に
つ
い
て
受
忍
限
度
を
超
え
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

排
ガ
ス
は
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
に
着
目
す
れ
ば
、
本
件

道
路
か
ら
二
0
m
以
内
に
お
い
て
受
忍
限
度
を
超
え
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
。

本
件
道
路
の
供
用
に
つ
き
右
限
度
以
上
の
原
告
ら
に
対

し
損
害
賠
償
す
べ
き
違
法
性
が
認
め
ら
れ
、
本
件
道
路
に

設
置
･
管
理
の
瑕
疵
が
あ
る
。

③

因
果
関
係

個
々
の
被
害
の
全
貌
を
定
量
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
う
え
、
主
観
的
な
受
け
止
め

方
を
度
外
視
し
て
は
被
害
の
実
態
を
認
識
、
把
握
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
、
原
告
ら
の
陳
述
書
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
は
被
害
把
握
に
不
可
欠
な
証
拠
資
料
で
あ
る
。

騒
音
に
よ
る
影
響
は
広
範
で
あ
り
、
各
人
の
被
害
の
内

容
･
程
度
等
も
複
雑
、
多
岐
、
微
妙
で
一
律
に
把
握
で
き

な
い
が
、
一
定
レ
ベ
ル
の
騒
音
を
前
提
と
し
て
通
常
生
ず

る
被
害
を
中
を
も
っ
て
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
て
、

類
似
し
た
暴
露
条
件
下
の
原
告
ら
に
つ
い
て
性
質
･
程
度

に
差
異
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
被
害
部
分
を
把
握
し
う
る

の
で
あ
り
、
そ
の
枠
組
み
の
中
で
主
観
の
積
み
重
ね
に
よ

り
最
小
限
度
の
共
通
被
害
を
客
観
化
し
て
把
握
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。

屋
外
騒
音
の
侵
入
に
よ
る
在
宅
時
の
暴
露
量
の
占
め
る

割
合
は
一
般
に
小
さ
く
、
各
人
の
全
暴
露
量
の
一
〇
数
%

以
下
で
あ
る
が
、
閉
ざ
さ
れ
た
部
屋
に
篭
っ
た
ま
ま
の
生

活
を
想
定
す
る
の
は
非
現
実
的
で
あ
る
か
ら
、
日
常
生
活

に
お
い
て
原
告
に
暴
露
さ
れ
る
騒
音
レ
ベ
ル
の
把
握
に
あ



た
り
、
屋
外
騒
音
の
実
情
を
捨
象
す
る
の
は
相
当
で
な
い
。

現
状
の
大
気
汚
染
が
直
接
原
告
ら
の
健
康
に
明
確
な
影
響

よ
そ
沿
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
構
造
は
、
当
然
騒
音

情
緒
的
な
被
害
を
想
定
す
る
限
り
基
本
的
に
は
屋
外
値
を

を
与
え
て
い
る
と
認
め
る
に
足
る
証
拠
は
十
分
で
は
な
い
。

等
が
周
辺
住
民
に
及
ぼ
す
影
響
に
意
を
配
っ
た
も
の
に
す

中
心
に
総
合
的
に
影
響
を
評
価
す
る
の
が
真
相
に
合
致
す

る
。

･

屋
内
騒
音
の
鑑
定
結
果
か
ら
、
本
件
道
路
騒
音
が
深
刻

な
睡
眠
妨
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が

残
る
が
、
道
路
騒
音
は
二
四
時
間
激
し
く
変
動
し
な
が
ら

続
く
か
ら
、
原
告
ら
の
不
快
感
が
高
ま
る
こ
と
も
理
解
で

き
、
何
ら
か
の
睡
眠
妨
害
を
受
け
て
い
る
と
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
防
音
工
事
に
よ
っ
て
騒
音
被
害
が
あ

る
程
度
軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
窓
を

開
け
る
夏
期
な
ど
を
考
え
る
と
そ
れ
に
よ
っ
て
睡
眠
妨
害

が
解
消
し
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
。

本
件
道
路
騒
音
に
よ
っ
て
、
聴
覚
障
害
を
起
こ
す
可
能

性
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
。

本
件
道
路
騒
音
が
身
体
的
症
状
を
発
生
さ
せ
て
い
る
と

認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
自
律
神
経
失
調
症
の
一

因
を
与
え
て
い
る
可
能
性
ま
で
は
否
定
で
き
な
い
。

苛
立
ち
や
不
快
感
が
毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

心
理
的
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
各
種
被

害
と
密
接
に
関
連
し
、
一
体
と
な
っ
て
被
害
を
与
え
て
い

る
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

L
e
q
六
五
を
超
え
る
と
会
話
が
妨
害
さ
れ
る
と
認
定

す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
全
原
告
宅
に
お
い
て
総
て
の
時

間
帯
に
わ
た
っ
て
支
障
が
な
い
と
ま
で
は
即
断
で
き
な
い
。

非
ヴ
ス
よ
建
衰
こ
悪
影
響
が
な
ハ
と
は
ぐ
え
な
ハ
が
、

を
与
え
て
い
る
と
認
め
る
に
足
る
証
拠
は
十
分
で
は
な
い
。

原
告
ら
の
供
述
等
か
ら
、
道
路
端
か
ら
二
0
m
以
内
に

居
住
す
る
原
告
ら
は
、
排
ガ
ス
に
よ
り
洗
た
く
物
へ
の
被

害
を
は
じ
め
有
形
無
形
の
負
荷
を
受
け
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
。

原
告
ら
の
共
通
被
害
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
は
、
健
康

被
害
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
も
の
の
、
そ
れ
に
近
接
し
た

段
階
の
生
活
妨
害
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
原
告
ら
が
被

る
精
神
的
苦
痛
は
、
侵
害
の
中
心
と
な
る
騒
音
レ
ベ
ル
の

程
度
に
よ
っ
て
異
な
る
。

㈱

違
法
性

原
告
ら
の
利
益
の
侵
害
に
対
す
る
被
告
ら
の
責
任
を
肯

定
す
る
た
め
に
は
、
騒
音
等
の
程
度
が
社
会
生
活
を
送
る

上
で
受
忍
す
る
の
が
相
当
と
い
え
る
限
度
を
超
え
て
い
る

か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

受
忍
限
度
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
侵
害
の
態
様

と
そ
の
程
度
、
被
侵
害
利
益
の
性
質
と
そ
の
内
容
、
侵
害

行
為
の
公
共
性
、
発
生
源
対
策
、
防
止
策
、
行
政
指
針
及

び
地
域
性
等
に
つ
い
て
総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

騒
音
に
係
る
環
境
基
準
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
各
種

実
験
の
結
果
を
参
考
に
、
地
域
特
性
、
交
通
事
情
等
を
考

慮
し
て
私
法
上
の
受
忍
限
度
判
断
と
共
通
す
る
方
法
に
よ

り
決
定
さ
れ
て
お
り
、
受
忍
限
度
判
断
の
参
考
と
す
べ
き

で
あ
る
。

本
件
道
路
の
交
通
事
情
は
、
設
置
者
側
の
予
測
に
お
お

等
が
周
辺
住
民
に
及
ぼ
す
影
響
に
意
を
配
っ
た
も
の
に
す

べ
き
で
あ
っ
て
、
被
告
ら
が
実
施
し
た
環
境
対
策
も
本
来

当
初
か
ら
予
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

被
告
ら
が
実
施
し
た
環
境
対
策
は
、
巨
額
の
費
用
を
伴

う
真
摯
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
点
を
考
慮
し
て
も
本

件
道
路
の
供
用
は
、
原
告
ら
に
相
当
の
被
害
を
与
え
て
い

る
。
本
件
道
路
の
公
共
性
、
経
済
的
有
用
性
は
原
告
ら
の

犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
、
無
視
で
き
な
い
社
会
的

不
公
正
が
生
じ
て
い
る
。

六

お
わ
り
に

被
告
国
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団
は
、
平
成
四
年
三
月

五
日
に
原
告
ら
-
一
三
名

會
硝
求
棄
却
原
告
を
除
く
。)
を

被
上
告
人
と
し
て
、
ま
た
原
告
ら
七
五
名
も
、
同
日
に
国

及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団
を
被
上
告
人
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
上
告
し
た
。
上
告
理
由
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
上

告
理
由
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
本

件
判
決
に
は
、
被
害
の
認
定
判
断
、
受
忍
限
度
の
認
定
判

断
等
に
つ
い
て
多
く
の
違
法
が
存
在
す
る
た
め
、
最
高
裁

の
判
断
を
仰
ぐ
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
提
訴
以
来
一
五
年
余
に
わ
た
っ
て
、
御
指
導
、

御
協
力
を
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
、
法
務
省
を
始
め
と
し

た
多
く
の
方
々
に
本
誌
を
か
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。



一

追
加
指
定
の
経
緯

昭
和
五
六
年
以
来
、
約
三

年
振
り
に
い
わ
ゆ
る
国
道

昇
格
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、｢
一
般
国
道
の
路
線
を
指

定
す
る
政
令
｣
が
改
正
さ
れ
、
一
〇
二
本

(新
規
路
線
四

九
本
、
既
存
国
道
の
変
更
五
三
本
)
の
国
道
の
追
加
指
定

が
な
さ
れ
た
。

一
般
国
道
は
、
こ
れ
ま
で
昭
和
四
二
年
度
に
策
定
さ
れ

た

｢幹
線
道
路
の
将
来
構
想
｣
に
お
け
る
目
標
規
模
で
あ

る
五
○
、
○
○
○
如
を
目
標
と
し
て
昭
和
四
四
年
以
来
四

回
の
追
加
指
定

(う
ち
昭
和
四
七
年
の
追
加
指
定
は
沖
縄

返
還
に
伴
う
も
の
)
を
順
次
行
っ
て
お
り
、
現
在
、
一
号

'
四
四
九
号
ま
で
の
四
〇
一
路
線

(う
ち
五
九
号
j
一
〇

〇
号
、
一
〇
九
号
か
ら
一
一
一
号
及
び
二
一
四
号
-
二
一

六
号
ま
で
の
四
八
路
線
は
欠
番
)
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

延
長
は
四
四
、
二
五
三
如
と
な
っ
て
い
る

(表
1
)。

そ
の
現
況
は
、
全
道
路
約
一
一
〇
万
蝋
に
対
し
約
四
%

の
延
長
で
全
交
通
量
の
三
一%
を
分
担
す
る
と
と
も
に
、

平
均
ト
リ
ッ
プ
長
は
約
四
七
如
と
都
道
府
県
道
の
約
二
倍

と
な
っ
て
お
り
、
自
動
車
交
通
が
広
域
化
す
る
な
か
で
一

般
国
道
の
重
要
性
は
益
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
の
追
加
指
定
は
、
従
来
か
ら
の
一
般
国

道
網
五
○
、
0
0
0
キ
ロ
構
想
の
達
成
を
目
指
し
、
都
道

府
県
か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
一
追
加
指
定
の
基
本
的
方
針

都
道
府
県
か
ら
の
主
要
地
方
道
を
中
心
と
し
た
約
一
八

〇
路
線
、
約
一
二
、
0
0
0
如
の
要
望
路
線
を
追
加
指
定

検
討
対
象
路
線
と
し
て
調
査
し
、
今
回
の
追
加
指
定
の
規

模
を
勘
案
し
て
適
格
路
線
の
選
定
を
行
っ
た
。

今
回
の
追
加
指
定
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
目

標
と
し
て
き
た

｢幹
線
道
路
網
の
将
来
構
想
｣
に
お
け
る
、

一
般
国
道
網
の
目
標
規
模
五
○
、
○
○
o
m
の
達
成
を
図

る
た
め
、
お
お
む
ね
六
、
0
0
0
如
と
し
た
。

追
加
指
定
路
線
の
選
定
に
際
し
て
は
、
道
路
法
第
五
条

に
規
定
さ
れ
た
一
般
国
道
と
し
て
の
要
件

(
一
般
国
道
の

法
定
要
件
"
道
路
法
第
五
条
第
一
項
、
参
考
参
照
)
に
該

当
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
国
道
網
の
粗
密
の
程
度
、
路
線
に

係
る
集
積
の
度
合
い
等
の
基
礎
的
指
標
に
つ
い
て
採
択
基

準
を
満
た
す
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
は
、
都
道
府
県
の
道
路

網
計
画
、
開
発
計
画
等
に
お
け
る
位
置
付
け
も
勘
案
し
、

①

骨
格
的
な
一
般
国
道
の
副
軸
化
に
資
す
る
路
線

②

都
市
部
に
お
け
る
環
状
道
路
等

③

地
方
中
心
都
市
等
の
連
携
の
強
化
、
地
域
振
興
プ

艘
鬮
週
⑭
離
縁
症
滝
定
す
る
檄
令
⑭

部

諫
此
す
る
政
令
に
つ
い
て

道
路
法
令
研
究
会



表 1 一般国道の指定経緯

年 度 路線数 延長(km ) 備 考

l昭和27

28

31

33

37

37

38

40

44

47

49

56

40

144

7

(3)

(16り

33

1

222

72

5

73

83

9,205

14,847

818

(662)

(2,955)

3,067

32

27,505

5,798

276

5,867

5,548

一級国

二級国

二級国

一級国
二級国

一級国
二級国

ニ級国

二級国

日召春日40
国道に

一般国

一般国

一般国

一般国

道第 1次指定 昭利27年l2月 4 日 (同日施行)

道第 1次指定 昭和28年 5 H 18日 (同日施行)

道第 2次指定 昭和31年 7月10日 (同日施行)

道第 2次指定 昭和33年 9月30日 (昭和34年 4 月 1 H 施行
道より追加指定)

道第 3次指定 昭和37年 5月 1日 (昭和38年 4月 1日施行
道より追加指定)

道第 3次指定 昭和37年 5月 1日 (昭和38年 4 月 1日施行

道第 3次指定 昭和38年 3月31日 (昭和38年 4 月 1 日施行

年 4月 1日より、 一級 ･二級国道の区分が廃止され、一般
統合 (昭和40年 4 月 1日施行)

道指定 昭和44年12月 4 日 (昭和45年 4月 1日施行)

道指定 昭和147年 4月28日(l昭和l47年 5月15 H 施行、沖縄分

道指定 昭和49年11月12日 (昭和50年 4 月 1日施行)

道指定 昭和56年 4 月30日 (昭和57年 4 月 1日施行)

⑤

空
港
、
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
を
向
上
す
る
路
線

等
に
配
慮
し
、
総
合
的
に
評
価
し
て
選
定
し
た
。

ま
た
、
路
線
の
具
体
的
な
追
加
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
等
、
地
域
の
振
興
に
資
す
る
路
線

④

半
島
地
域
等
特
に
今
後
開
発
を
促
進
す
べ
き
地
域

⑤
の

④
ロ

空 路 半 ジ
港 線 島 ェ

現況)

平成 2

年当初

401 44,253 一般国道の路線、 4 4 9 号まで4 0 1路線

(5 9 号~ 1 0 0 号の 4 2 路線、 1 0 9 号 ~ 1 1 1号の 3路線、
2 1 4 号~ 2 1 6 号の 3路線、 合計 4 8 路線は欠番) 広

域
的
、
基
幹
的
な
一
般
国
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
よ
う
可
能
な
限
り
既
存
路
線
の
延
伸
や
、
追
加
指
定
要

望
路
線
ど
う
し
の
統
合
等
を
行
っ
た
。

三

追
加
指
定
路
線
の
概
要

以
上
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
路
線
数
及
び
延
長
は
表
2
の

表 2 追加指定路線の路線数および延長

路 線 数 延 長 備 考

既存一般国道 449号まで

401路線 44,253km

追加指定一般国道

新規路線

49路線 3,599km 前回 59路線 4,501km

変更路線

53路線 2,462km 前回 24路線 L 047km

合計
102路線 6,06lkm 前回 83路線 5,548km

追加指定後 507号まで

459路線 50,3l4km

(注) l 59 ~ 100号の42路線、 109~ 111号の 3路線、 214~ 216号の 3路
線、 合計48路線が欠番である。

2 追加指定後の路線数については、高規格幹線道路に係る一般国
道の路線番号の整理分 (後述) の 9路線を含む。

表,3 追加指定路線(案)の分類

項 目 路線数 延長(km ) 備 考

骨格的な一般国道の副軸化に資する路線

=夕月) 457号 一関市~ドーオゞ 市

(4 号の副馴化)

17 1,615

都市部における環状道路等

(例) 479号 豊中市~ 大阪市住之江区

(大阪都心部の環状道路)

11 296

地方中心都市等の連携の強化、 地域振興プロ
ジェクト支援等、 地域の振興に資する路線

("u) 500号 別府市~ 鳥栖市

(県北園東地域テクノポリス開発計画)

48 2,894

半島地域等今後開発を促進すべき地域におけ
る路線

(例) 10l号 青森市~ 秋田市

(男鹿半島)

21 1,016

空港、 港湾等へのアクセス性を向上する路線

=ダリ) 481号 関西国際空港~ 泉佐野市

5 240

計 102 6,061

な
お
、
前
述
し
た
①
-
⑤
の
タ
イ
プ
別
の
内
訳
は
表
3

る と
お
り
で
、
そ
の
数
は
一
〇
二
路
線
六
、
0
六
一
畑
、
そ

の
内
訳
は
、
新
規
路
線
四
九
路
線
、
三
、
五
九
九
蝋
、
変

更
路
線
五
三
路
線
、
二
、
四
六
二
蝋
で
あ
り
、
こ
の
追
加

指
定
の
結
果
一
般
国
道
の
延
長
は
五
○
、
三
一
囚
如
と
な



の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
う
ち
、
一
般
国
道
の
自
動

車
専
用
道
路
に
つ
い
て
は
現
在
既
存
の
一
般
国
道
の
バ
イ

パ
ス
と
し
て
整
備
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
ひ
と

つ
の
道
路
が
複
数
の
路
線
の
バ
イ
パ
ス
と
な
っ
て
い
る
九

路
線
に
つ
い
て
は
新
し
い
番
号
を
付
番
す
る
こ
と
に
よ
り
、

起
点
か
ら
終
点
ま
で
を
ひ
と
つ
の
路
線
と
し
た
。
従
っ
て
、

政
令
上
の
新
規
路
線
数
は
五
八
路
線
と
な
る
。

四

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

今
回
の
追
加
指
定
に
つ
い
て
は
、
三
月
二
五
日
の
道
路

審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
政
令
改
正
を
三
月
三
一
日
に
閣

議
決
定
、
四
月
三
日
に
公
布
、
平
成
五
年
四
月
一
日
に
施

行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
に
今
回
追
加
指
定
の
関
係
路
線
の
一
覧
表
と
改
正

政
令
の
新
旧
対
照
表
を
掲
載
す
る
の
で
、
参
考
と
さ
れ
た

い
。

(参
考
)

一
般
国
道
の
法
定
要
件

(道
路
法
第
五
条
第
一
項
)

第
三
条
第
二
号
の
一
般
国
道

(以
下
｢国
道
と
い
う
｣。)

と
は
、
高
速
自
動
車
国
道
と
あ
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東北ブロック :青森県、 岩手県、 宮城県、 秋田県、 山形県、 福島県

路線名 起 点 終 占 重 要 な 経 過 地 追加指定区間 備 考 概延長蛔

101巳ヴ 青森市 秋田市 青森県南津軽郡浪岡町 五所川原市 同県西津軽郡深浦町
能代市 秋田県山本郡八竜町 男鹿市 同県南秋田郡昭

和町

八竜町~ 昭和町 101 号の終点を能代市から秋田市まで
延伸する。

62

103 Bす 青森市 大館市 青森県上北郡十和田湖町 秋田県鹿角郡小坂町 鹿角市 青森市 ~ 十和田湖
町

103 号の起点を十和田湖町から青森市
まで延伸する。

36

112亘ヴ 山形市 酒田市 寒河江市 鶴岡市 鶴岡市 ~ 酒田市 112 号の終点を鶴岡市から酒田市まで
延伸する。

33

118 号 水戸市 会津若松市 茨城県那珂郡大宮町 同県久慈郡大子町 福島県東白川郡
矢祭町 同郡棚倉町 須賀川市 同県岩瀬郡長沼町 同県
南会津郡下郷町

須賀川市 ~ 下郷町 118 号の須賀川市から終点郡山市のル
ートを変更し、 終点を会津若松市とす
る。

51

341 号 鹿角市 本荘市 秋田県仙北郡田沢湖町 同郡協和町 協和町~ 本荘市 341 号の終点を田沢湖町から本荘市ま
で延伸する。

41

394三ヴ むつ市 弘前市 青森県上北郡六ヶ所村 同郡七戸町 同郡十和田湖町 青
森市 黒石市

六ケ所村~ 七戸町 394 号の終点を七戸町からむつ市まで
延伸し、 起点をむつ市とする。

30

398巳芍 石巻市 本荘市 宮城県牡鹿郡女川町 同県本吉郡志津川町 同県登米郡中
田町 同郡迫町 同県栗原郡築館町 同郡一迫町 同郡花
山村 湯沢市 秋田県由利郡東由利町

湯沢市 ~ 東由利町 398 号の起点湯沢市を本荘市まで延伸
し、 終点を本荘市とする。

28

401 号 会津若松市 沼田市 福島県大沼郡昭和村 同県南会津郡南郷村 同郡伊南村
同郡桧枝岐村 群馬県利根郡片品村

会津若松市~ 南郷
村

401 号の起点会津若松市から南郷村ま
でのルートを変更する。

59

454 号 八戸市 青森県南津軽郡大鰐町 青森県三戸郡五戸町 同県上北郡十和田湖町 秋田県鹿角
郡小坂町 青森県南津軽郡平賀町 黒石市

八戸市~ 十和田湖
町
小坂町 ~ 大鰐町

84

455三ぢ 盛岡市 岩手県下閉伊郡岩泉町 盛岡市 ~ 岩泉町 93

456 号 盛岡市 宮城県本吉郡本吉町 岩手県紫波郡紫波町 花巻市 (高松) 同県和賀郡東和町
北上市 (口内町) 江刺市 同県東磐井郡大東町 同郡

千厩町 宮城県登米郡東和町

紫波町 ~ 東和町
107

457 号 一関市 白石市 宮城県栗原郡花山村 同郡一迫町 同県玉造郡岩出山町
同県加美郡中新田町 仙台市 (青葉区) 同県柴田郡川崎町

一関市 ~ 白石市 160

458 号 新庄市 上山市 寒河江市 山形県西村山郡大江町 山形市 (菅沢) 新庄市~ 上山市 89

459巳す 新潟市 福島県双葉郡浪江町 新潟県中蒲原郡亀田町 同県北蒲原郡水原町 同郡安田町
同県東蒲原郡津川町 喜多方市 福島県耶麻郡猪苗代町
福島市 二本松市 同県安達郡岩代町

津川町~ 猪苗代町
福島市~ 浪江町

159



関東ブロック :茨城県、 栃木県、 群馬県、 埼玉県、 千葉県、 東京都、 神奈川県、 山梨県、 長野県

路線名 起 点 終 占 重 要 な 経 過 地 追加指定区間 備 考 概延長短

1れ‐号 米沢市 栃木県芳賀郡益子町 喜多方市 会津若松市 福島県南会津郡下郷町 同郡田島
町 栃木県塩谷郡藤原町 今市市 鹿沼市 宇都宮市 真
岡市

鹿沼市~ 益子町 121 号の起点宇都宮市から今市市まで
のルートを変更し、 終点を益子町とす
る。

37

139 号 富士市 東京都西多摩郡奥多摩町 富士宮市 山梨県西八代郡上九一色村 同県南都留郡河口
湖町 富士吉田市 都留市 大月市

大月市~ 奥多摩町 139 号の終点を大月市から奥多摩町ま
で延伸する。

44

140 号 熊谷市 山梨県南巨摩郡増穂町 埼玉県大里郡寄居町 同県秩父郡長瀞町 秩父市 塩山市
山梨市 (方力) 甲府市 山梨県東八代郡中道町

甲府市 ~ 増穂町 140 号を起点甲府市から増穂町まで延
伸し、 終点を増穂町とする。

19

152 号 上田市 浜松市 長野県小県郡丸子町 同郡長門町 茅野市 同県上伊那郡
高遠町 同県下伊那郡上村 同郡南信濃村 静岡県磐田郡
水窪町 同郡佐久間町 天竜市 浜北市

上田市~ 丸子町
長門町~ 茅野市

152 号の起点飯田市から上村までのル
ートを変更し、 起点を上田市とする。

41

353 号 桐生市 柏崎市 群馬県山田郡大間々町 渋川市 同県北群馬郡子持村 同
県吾妻郡中之条町 新潟県南魚沼郡湯沢町 同郡塩沢町
同県中魚沼郡中里村 同県東頚城郡松代町

大間々町~ 渋川市 353 号の起点を渋川市から桐生市まで
延伸する。

35

354 号 高崎市 茨城県鹿島郡大洋村 伊勢崎市 (堀口町) 群馬県新田郡尾島町 太田市 (富沢)
館林市 古河市 茨城県猿島郡総和町 同郡境町 岩井市

水海道市 つくば市 土浦市 同県行方郡玉造町

館林市 ~ 大洋村 354 号を起点館林市から大洋村まで延
伸し、 終点を大洋村とする。

117

361 号 高山市 長野県上伊那郡高遠町 岐阜県大野郡高根村 長野県木曽郡木曽福島町 同郡日義
村 伊那市

伊那市~ 高遠町 361 号の起点伊那市を高遠町まで延伸
し、 終点を高遠町とする。

9

403 号 新潟市 松本市 新潟県中蒲原郡亀田町 新津市 加茂市 (寿町) 三条市
同県三島郡三島町 長岡市 同郡越路町 小千谷市 同

県刈羽郡小国町 同県中魚沼郡川西町 同県東頚城郡松代
町 同郡安塚町 飯山市 長野県下高井郡山ノ内町 中野
市 須坂市 長野市 更埴市 同県東筑摩郡明科町

三条市~ 三島町
小千谷市~ 小国町
松代町~ 山ノ内町
中野市~ 明科町

403 号の起点三条市を松本市まで延伸
し、 終点亀田町を新潟市まで延伸し、
起点を新潟市、 終点を松本市とする。

176

405屋ぢ 群馬県吾妻郡六合村 上越市 長野県下水内郡栄村 新潟県中魚沼郡津南町 同県東頚城
郡安塚町

六合村~ 津南町 405 号の津南町から終点塩沢町までの
ルートを変更し、 起点を六合村とする。

48

408 号 成田市 栃木県塩谷郡高根沢町 牛久市 つくば市 下妻市 真岡市 宇都宮市 真岡市~ 高根沢町 408 号の起点筑波町 (現つくば市) を
高根沢町まで延伸し、 終点を高根沢町
とする。

25

410 号 館山市 木更津市 千葉県安房郡白浜町 同郡丸山町 君津市 (大坂) 袖ヶ
浦市 (横田)

館山市~ 丸山町 410 号の起点館山市から丸山町までの
ルートを変更する。

34

413 号 富士吉田市 相季莫原市 山梨県南都留郡山中湖村 神奈川県津久井郡津久井町 同
郡城山町

津久井町~ 相模原
市

413 号の津久井町から終点厚木市まで
のルートを変更し、 終点を相模原市と
する。

10

418 号 大野市 長野県下伊那郡南信濃村 岐阜県本巣郡根尾村 同県山県郡美山町 関市 美濃加茂
市 (山之上町) 同県加茂郡川辺町 恵那市 (三郷町)
同県恵那郡山岡町 同郡岩村町 同郡上矢作町 長野県下
伊那郡平谷村 同郡阿南町

阿南町~ 南信濃村 418 号の終点根尾村を大野市まで延伸
し、 起点飯田市から阿南町までのルー
トを変更し、 起点を大野市、 終点を南
信濃村とする。

27

461三ヴ 今市市 高萩市 矢板市 大田原市 栃木県那須郡黒羽町 茨城県久慈郡大
子町 同郡里美村

今市市~ 高萩市 128



462 号 佐久市 伊勢崎市 長野県南佐久郡佐久町 群馬県多野郡中里村 埼玉県児玉
郡児玉町 本庄市

中里村~ 伊勢崎市 64

463 号 越谷市 入間市 岩槻市 浦和市 与野市 志木市 富士見市 新座市 所
沢市

越谷市 ~ 入間市 37

464 号 松戸市 成田市 市川市 鎌ケ谷市 船橋市 (小室町) 松戸市~ 成田市 45

465 号 茂原市 富津市 千葉県夷隅郡大原町 同郡大多喜町 君津市 大原町 ~ 富津市 73

466旦ヴ 東京都世田谷区 横浜市 川崎市 (高津区) 世田谷区~ 横浜市 18

467 号 大和市 藤沢市 大和市一藤沢市 20

462 号 佐久市 伊勢崎市 長野県南佐久郡佐久町 群馬県多野郡中里村 埼玉県児玉 中里村~ 伊勢崎市 64
郡児玉町 本庄市

463 号 越谷市 入間市 岩槻市 浦和市 与野市 志木市 富士見市 新座市 所 越谷市 ~ 入間市 37
沢市

　

北陸ブロック "新潟県、 富山県、 石川県

路線名 起 点 終 点 重 要 な 経 過 地 追加指定区間 備 考 概延長蛔

113 号 新潟市 相馬市 豊栄市 (横土居) 新潟県北蒲原郡中条町 同県岩船郡荒
川町 同郡関川村 長井市 南陽市 山形県東置賜郡高畠
町 白石市 角田市 宮城県伊具郡丸森町

中条町 ~ 荒川町 113 号の起点新潟市から荒川町までの
ルートを変更する。

8

360 号 富山市 小松市 富山県婦負郡細入村 岐阜県吉城郡河合村 同県大野郡白
川村 石川県石川郡尾口村 岡郡吉野谷村

白川村~ 小松市 360 号の終点白川村を小松市まで延伸
する。

26

460旦す 新発田市 柏崎市 新潟県北蒲原郡水原町 新津市 白根市 同県西蒲原郡巻
町 同県三島郡出雲崎町

新発田市~ 巻町 58

471 号 羽咋市 岐阜県吉城郡上宝村 石川県羽咋郡押水町 小矢部市 富山県東砺波郡庄川町
同県婦負郡八尾町 岐阜県吉城郡河合村 同郡古川町 同
郡神岡町

押水町~ 河合村
神岡町 ~ 上宝村

148

472 号 新湊市 岐阜県郡上郡八幡町 富山県婦負郡婦中町 同郡八尾町 岐阜県吉城郡河合村
同郡古川町 高山市 同県大野郡清見村 同郡荘川村

新湊市 ~ 八尾町
清見村~ 八幡町

68

中部ブロック :岐阜県、 静岡県、 愛知県、 三重県

路線名 起 点 終 点 重 要 な 経 過 地 追加指定区間 備 考 概延長短

42 号 浜松市 和歌山市 静岡県浜名郡新居町 湖西市 愛知県渥美郡赤羽根町 同
郡渥美町 鳥羽市 伊勢市 松阪市 三重県一志郡三雲町

同県多気郡勢和村 同県北牟婁郡紀伊長島町 尾鷲市
熊野市 新宮市 和歌山県西牟婁郡串本町 同郡上富田町
田辺市 同県日高郡南部町 御坊市 有田市 海南市
(名高)

新居町~ 渥美町 42号の松阪市から終点津市までのルー
トを変更し、 起点を浜松市とする。

47

163三す 大阪市 津山 守口市 門真市 寝屋川市 四條畷市 生駒市 (鹿畑町)
京都府相楽郡精華町 同郡木津町 同郡山城町 上野市
三重県安芸郡美里村

上野市~ 津市 163 号の終点を上野市から津市まで延
伸する。

44

256 号 岐阜市 長野県下伊那上村 岐阜県山県郡高富町 同郡美山町 同県郡上郡八幡町 同
県益田郡金山町 同県加茂郡白川町 同県恵那郡加子母村
同郡福岡町 長野県木曽郡山口村 同郡南木曽町 同県

下伊那郡阿智村 飯田市

岐阜市~ 加子母村
福岡町~ 山口村

256 号のルートを変更し、 起点茅野市
を岐阜市、 終点中津川市を上村とする。

144256 号 岐阜市 長野県下伊那上村 岐阜県山県郡高富町 同郡美山町 同県郡上郡八幡町 同 岐阜市~ 加子母村 256 号のルートを変更し、 起点茅野市 144
県益田郡金山町 同県加茂郡白川町 同県恵那郡加子母村 福岡町~ 山口村 を岐阜市、 終点中津川市を上村とする。
同郡福岡町 長野県木曽郡山口村 同郡南木曽町 同県

下伊那郡阿智村 飯田市



301 号 浜松市 豊田市 静岡県浜名郡新居町 湖西市 同県引佐郡三ケ日町 新城
市 愛知県東加茂郡下山村

新居町~ 新城市 301 号の起点浜松市から新城市までの
ルートを変更する。

33

366 号 半田市 名古屋市 大府市 大府市~ 名古屋市 366 号の大府市から終点知立市までの
ルートを変更し、 終点を名古屋市とす
る。

4

422 号 大津市 三重県北牟婁郡紀伊長島町 滋賀県甲賀郡信楽町 上野市 三重県名賀郡青山町 名張
市 奈良県宇陀郡御杖村 三重県一志郡美杉村 同県飯南
郡飯高町

美杉村~ 紀伊長島
町

422 号の終点青山町を紀伊長島町まで
延伸する。

69

469 号 御殿場市 山梨県南巨摩郡富沢町 裾野市 富士市 富士宮市 御殿場市~ 富沢町 58

473 号 蒲郡市 静岡県榛原郡相良町 岡崎市 愛知県東加茂郡下山村 同県北設楽郡設楽町 同
郡東栄町 静岡県磐田郡佐久間町 天竜市 同県榛原郡中
川根町 同郡金谷町

蒲郡市~ 下山村
設楽町~ 佐久間町
中川根町~ 相良町

140

近畿ブロック :福井県、 滋賀県、 京都府、 大阪府、 兵庫県、 奈良県、 和歌山県

路線名 起 点 終 点 重 要 な 経 過 地 追加指定区間 備 考 概延長如

169 号 奈良市 新宮市 天理市 桜井市 橿原市 奈良県吉野郡大淀町 同郡吉野
町 同郡上北山村 同郡下北山村 熊野市 和歌山県東牟
婁郡熊野川町

奈良市 ~ 桜井市 169 号の橿原市から終点大和高田市ま
でのルートを変更し、 起点を奈良市と
する。

20

305 号 金沢市 福井県南条郡今庄町 石川県石川郡野々市町 松任市 小松市 加賀市 福井市
(浜住町) 福井県丹生郡越前町 同県南条郡河野村 岡

郡南条町

河野村~ 南条町 305 号の終点を河野村から今庄町まで
延伸する。

13

365三す 加賀市 四日市市 福井市 (浜住町) 福井県丹生郡越前町 同郡織田町 武
生市 同県南条郡南条町 同郡今庄町 滋賀県伊香郡木之
本町 岐阜県不破郡関ヶ原町 三重県員弁郡藤原町 同郡
北勢町 同郡大安町 同郡東員町

織田町~ 武生市 365 号の起点を武生市から加賀市まで
延伸する。

12

370 号 海南市 奈良県山辺郡郡都村 和歌山県伊都郡高野町 橋本市 五條市 奈良県吉野郡大
淀町 同郡吉野町 同県宇陀郡大宇陀町 同郡榛原町

海南市~ 橋本市 370 号の起点を橋本市から海南市まで
延伸する。

62

425 号 尾鷲市 御坊市 奈良県吉野郡下北山村 岡部十津川村 和歌山県日高郡龍
神村

十津川村~ 龍神村 425 号の龍神村から十津川村までのル
ートを変更する。

44

429 号 倉敷市 福知山市 総社市 岡山市 岡山県御津郡加茂川町 津山市 同県英
田郡大原町 兵庫県宍粟郡波賀町 同県朝来郡朝来町 同
郡生野町 同県氷上郡青垣町

津山市~ 朝来町
生野町~ 福知山市

429 号の終点津山市を福知山市まで延
伸する。

141

476巳す 大野市 敦賀市 福井県今立郡池田町 同県南条郡今庄町 大野市~ 敦賀市 66

477 号 四日市市 池田市 三重県三重郡菰野町 滋賀県蒲生郡日野町 同郡竜王町
近江八幡市 守山市 大津市 (真野) 京都市 (左京区)
京都府北桑田郡京北町 同府船井郡八木町 同郡園部町
亀岡市 川西市

四日市市~ 八木町
園部町~ 川西市

197

479 号 豊中市 大阪市住之江区 吹田市 守口市 大阪市旭区 同市東成区 同市平野区 豊中市~ 大阪市 28

480三す 和泉市 和歌山県那賀郡那賀町 同県伊都郡かつらぎ町 岡部高野
町 岡部花園村 同県有田郡金屋町

和泉市~ 高野町
花園村~ 有田市

122480 号 和泉市 有田市 和歌山県那賀郡那賀町 同県伊都郡かつらぎ町 同郡高野 和泉市~ 高野町 122
町 岡部花園村 同県有田郡金屋町 花園村~ 有田市



481 号 関西国際空港 泉佐野市上之郷 関西国際空港~ 泉
佐野市

5

482号 宮津市 米子市 京都府竹野郡丹後町 同府中郡峰山町 同府熊野郡久美浜
町 兵庫県出石郡但東町 同郡出石町 豊岡市 同県城崎
郡日高町 同県美方郡村岡町 鳥取県八頭郡若桜町 同郡
八東町 同郡用瀬町 岡山県苫田郡上齋原村 鳥取県東伯
郡三朝町 岡山県真庭郡中和村 同郡八束村 鳥取県日野
郡江府町

丹後町~ 峰山町
久美浜町~ 但東町
出石町~ 若桜町
八東町~ 上斎原村
三朝町 ~ 中和村
八束村~ 江府町

176

中国ブロック ;鳥取県、 島根県、 岡山県、 広島県、 山口県

路線名 起 点 終 点 重 要 な 経 過 地 追加指定区間 備 考 概延長如

184 号 出雲市 尾道市 島根県飯石郡赤来町 三次市 広島県世羅郡世羅町 同郡
甲山町 同り縣御調郡御調町

出雲市 ~ 赤来町 184 号の起点松江市から赤来町までの
ルートを変更し、起点を出雲市とする。

59

313 号 福山市 鳥取県東伯郡北条町 広島県深安郡神辺町 井原市 高梁市 岡山県真庭郡久世
町 同郡勝山町 同郡中和村 同郡八束村 倉吉市

倉吉市~ 北条町 313 号の終点倉吉市を北条町まで延伸
し、 起点を北条町とする。

4

484 号 備前市 高梁市 岡山県赤磐郡吉井町 同県御津郡建部町 同郡加茂川町 吉井町~ 高梁市 65

485 号 島根県隠岐郡布施村 松江市 島根県隠岐郡西郷町 同郡西ノ島町 同県八束郡美保関町 布施村~ 松江市 50

486 号 総社市 東広島市 井原市 広島県深安郡神辺町 福山市 府中市 同県御調
郡御調町 三原市 (八幡町) 同県賀茂郡大和町 同郡豊
栄町

総社市~ 井原市
福山市~ 豊栄町

94

487巳す 呉市 広島市 広島県安芸郡音戸町 同県佐伯郡能美町 同県安芸郡江田
島町

呉市 ~ 広島市 51

488三亨 益田市 甘日市市 広島県佐伯郡吉和村 同郡湯来町 益田市 ~ 湯来町 87

489豊す 新南陽市大神三丁目 山口県阿武郡阿東町 徳山市 山口県佐波郡徳地町 新南陽市~ 徳山市
徳地町 ~ 阿東町

35

490 号 宇部市 萩市 山口県美祢郡美東町 宇部市~ 萩市 57

491 号 下関市 山口県大津郡油谷町 山口県豊浦郡豊田町 下関市~ 油谷町 45

四国ブロック "徳島県、 香川県、 愛媛県、 高知県

路線名 起 点 終 点 重 要 な 経 過 地 追加指定区間 備 考 概延長短

319 号 坂出市 伊予三島市 丸亀市 善通寺市 香川県仲多度郡琴平町 徳島県三好郡
井川町 同郡池田町 同郡山城町

山城町~ 伊予三島
市

319 号の終点を琴平町から伊予三島市
まで延伸する。

51

377 号 鳴門市 香川県三豊郡豊浜町 香川県大川郡白鳥町 同県木田郡三木町 同県香川郡香川
町 同県綾歌郡綾歌町 同県仲多度郡琴平町 同郡仲南町

観音寺市 (粟井町)

白鳥町~ 三木町
香川町~ 綾歌町

377 号の起点高松市から綾歌町までの
ルートを変更し、 起点を鳴門市とする。

41

378 号 伊予市 愛媛県北宇和郡吉田町 愛媛県西宇和郡保内町 八幡浜市 八幡浜市~ 吉田町 378 号の起点八幡浜市を吉田町まで延
伸し、 終点を吉田町とする。

70378 号 伊予市 愛媛県北宇和郡吉田町 愛媛県西宇和郡保内町 八幡浜市 八幡浜市~ 吉田町 378 号の起点八幡浜市を吉田町まで延 70
伸し、 終点を吉田町とする。



438 号 徳島市 坂出市 徳島県名西郡神山町 同県美馬郡木屋平村 同県三好郡東
祖谷山村 同県美馬郡貞光町 同郡半田町 香川県綾歌郡
綾歌町

東祖谷山村~ 貞光
町

438 号の起点徳島市から貞光町までの
ルートを変更する。

41

441 号 大洲市 中村市 愛媛県北宇和郡広見町 高知県幡多郡西土佐村 西土佐村~ 中村市 441 号の西土佐村から終点中村市まで
のルートを変更する。

37

492 号 高松市 高知県長岡郡大豊町 香川県香川郡香川町 同郡塩江町 同県木田郡三木町 徳
島県美馬郡穴吹町 同郡木屋平村 同県三好郡東祖谷山村

穴吹町~ 木屋平村 29

493三す 高知市 高知県安芸郡東洋町 南国市 安芸市 高知県安芸郡奈半利町 同郡北川村 奈半利町~ 東洋町 44

494三す 松山市 須崎市 愛媛県温泉郡川内町 高知県吾川郡池川町 同郡吾川村
同県高岡郡佐川町

川内町~ 池川町
佐川町~ 須崎市 81

九州ブロック :福岡県、 佐賀県、 長崎県、 熊本県、 大分県、 宮崎県、 鹿児島県

路線名 起 点 終 点 重 要 な 経 過 地 追加指定区間 備 考 概延長短

226三す 加世田市 鹿児島市 鹿児島県川辺郡笠沙町 枕崎市 同県揖宿郡山川町 指宿
市

加世田市~ 枕崎市 226 号の起点を枕崎市から加世田市ま
で延伸する。

68

266 号 牛深市 熊本市 熊本県天草郡河浦町 本渡市 同郡龍ヶ岳町 同郡松島町
同県宇土郡三角町 同郡不知火町 同県下益城郡松橋町
同県上益城郡嘉島町

三角町~ 嘉島町 266 号の終点を三角町から熊本市まで
延伸する。

37

384 号 長崎県南松浦郡
富江町

佐世保市 長崎県南松浦郡玉之浦町 福江市 同郡奈良尾町 同郡有
川町

富江町~ 玉之浦町 384 号の起点を玉之浦町から富江町ま
で延伸する。

17

388 号 佐伯市 熊本県球磨郡湯前町 大分県南海部郡蒲江町 延岡市 宮崎県東臼杵郡門川町
同郡西郷村 同郡南郷村 同郡椎葉村

門川町~ 南郷村 388 号の終点を延岡市から湯前町まで
延伸する。

60

389 号 大牟田市 阿久根市 荒尾市 熊本県玉名郡長洲町 長崎県南高来郡国見町 同
郡小浜町 同郡口之津町 熊本県天草郡五和町 同郡苓北
町 同郡河浦町 牛深市 鹿児島出水郡長島町

大牟田市~ 長洲町
国見町 ~ 口之津町

389 号の苓北町から終点長崎市までの
ルートを変更し、 起点を大牟田市とす
る。

55

443日す 大川市 熊本県八代郡宮原町 柳川市 福岡県山門郡三橋町 同郡瀬高町 山鹿市 菊池
市 熊本県菊池郡大津町 同県上益城郡御船町 同県下益
城郡中央町

大津町~ 宮原町 443 号の終点山鹿市を宮原町まで延伸
する。

58

448 号 指宿市 宮崎市 鹿児島県揖宿郡山川町 同県肝属郡佐多町 同郡大根占町
同郡内之浦町 同県曽於郡大崎町 串間市 (都丼) 宮

崎県南那珂郡南郷町 日南市

串間市~ 南郷町 448 号の串間市から南郷町までのルー
トを変更する。

43

495 号 北九州市 福岡市 福岡県宗像郡玄海町 北九州市 ~ 福岡市 64

496 Bヴ 行橋市 日田市 福岡県京都郡犀川町 大分県下毛郡山国町 行橋市~ 山国町 48

498 号 鹿島市 佐世保市 武雄市 伊万里市 鹿島市 ~ 佐世保市 52

499 号 長崎市 阿久根市 長崎県西彼杵郡野母崎町 長崎市 ~ 野母崎町 25

500 号 別府市 鳥栖市 大分県宇佐郡院内町 同県下毛郡本耶馬溪町 同郡山国町
福岡県京都郡犀川町 同県朝倉郡小石原村 甘木市 小

郡市

別府市 ~ 本耶馬溪
町
犀川町~ 鳥栖市

111111大分県宇佐郡院内町 同県下毛郡本耶馬溪町 同郡山国町 別府市 ~ 本耶馬溪
福岡県京都郡犀川町 同県朝倉郡小石原村 甘木市 小 町

郡市 犀川町~ 鳥栖市

500 号 別府市 鳥栖市



501 号 大牟田市 宇土市 荒尾市 熊本県玉名郡長洲町 玉名市 熊本市 長洲町 ~ 宇土市 43

502 号 臼杵市 竹田市 大分県大野郡野津町 同郡三重町 臼杵市 ~ 竹田市 45

503 号 熊本県阿蘇郡高森町 日向市 熊本県阿蘇郡蘇陽町 宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町 同県東臼
杵郡諸塚村 同郡西郷村 同郡東郷町

五ケ瀬町~ 諸塚村 37

504 号 鹿屋市 鹿児島県出水郡野田町 鹿児島県姶良郡福山町 国分市 同郡隼人町 同県薩摩郡
宮之城町

鹿屋市~ 福山町
隼人町~ 野田町

118

沖縄ブロック

路線名 起 点 終 点 重 要 な 経 過 地 追加指定区間 備 考 概延長躯

331 号 那覇市 沖縄県国頭郡大宜味村 沖縄梟島尻郡豊見城村 糸満市 同郡具志頭村 同郡知念
村 同郡与那原町 沖縄市 具志川市 石川市 名護市

名護市 ~ 大宜味村 331 号を起点沖縄市から大宜味村まで
延伸し、 終点を大宜味村とする。

36

505 号 沖縄県国頭郡本部町 名護市 沖縄県国頭郡今帰仁村 本部町~ 名護市 21

507 号 糸満市 那覇市 沖縄県島尻郡具志頭村 同郡南風原町 具志頭村~ 南風原
町

9

l 全 国 計 } 新 規 4 9 路線 既存路線の変更 5 3路線 ] “ー彊 I



高規格幹線道路に係る一般国道の路線番号の整理について
1.高規格幹線道路のうちの一般国道自動車専用道路として整備する25路線のな
かで、 以下の 9路線について、 起点から終点まで一路線とするため、 新番号

を付与し、 路線番号の整理を行う。

路 線 名 国道番号 起 点 終 点 備 考

旭川 ･紋別自動車道

首都圏中央連絡自動車道

能越自動車道
三遠南信自動車道

東海環状自動車道
京都縦貫自動車道

北近畿豊岡自動車道

西九州自動車道

那覇空港自動車道

450

468

470

474

475

478

483

497

506

旭川市

横浜市
輪島市
飯田市

豊田市

宮津市
豊岡市
福岡市
那覇空港

紋別市
木更津市
礪波市

引佐町

四日市市

久御山町

春日町

武雄市
西原町

2.既存の国道と並行する路線については、 既存国道のバイパスとして整備する

路 線 名 国道番号 起 点 終 点 備 考

日高自動車道

深川 ･留萌自動車道

帯広 ･広尾自動車道

函館 ･江差自動車道

津軽自動車道
三陸縦貫自動車道

八戸 ･久慈自動車道

中部縦貫自動車道
伊豆縦貫自動車道

京奈和自動車道
西神自動車道
尾道 ･福山自動車道

東広島 ･呉自動車道

今治 ･小松自動車道

高知東部自動車道

南九州西回り自動車道

235

233

236

228

101

45

45

158

414

24

28

2

375

196

55

3

苫小牧市
深川市

帯広市
函館市
青森市
仙台市

八戸市

松本市
沼津市

京都市
神戸市
尾道市

東広島市
今治市
高知市
八代市

浦河町

留萌市

広尾町

江差町

鯵ヶ沢町

宮古市
久慈市
福井市
下田市

和歌山市
三木市

福山市

呉市

小松町

安芸市
鹿児島市



一
般
国
道
の
路
線
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
政
正
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
条
文

○
一
般
国
道
の
路
線
を
指
定
す
る
政
令

(昭
和
四
十
年
政
令
第
五
十
八
号
)(抄
)(傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

要

な

経

過

地

路
線
名

起

点

終

点

重

要

な

経

過

地

東
京
都

中
央
区

東
京
都
千
代
田
区
(霞
が
関
一

丁
目
)

同
都
港
区
(高
輪
一

T
目
)

岡
部
品
川
区
(東
五

反
田
一丁
目
)

同
都
大
田
区

(池
上
二
丁
目
)

川
崎
市
(

幸
区
)

横
浜
市
(神
奈
川
区

)

藤
沢
市
(城
南
四
丁
目
)

茅
ヶ
崎
市
(下
町
屋
)

平

塚
市
(浅
間
町

袖
ケ
浜
)

神
奈
川
県
中
部
大
磯
町

小
田

原
市

同
県
足
柄
下
郡
箱
根
町

三
島
市

沼
津
市

富
士
市

清
水
市

静
岡
市
(栄
町
)

藤
枝
市

島
田
市

静
岡
県

榛
原
郡
金
谷
町

掛
川
市

袋

井
市

磐
田
市
(三
ケ
野
)

浜
松
市

湖
西
市

同
県
浜
名

郡
新
居
町

豊
橋
市

愛
知
県

宝
飯
郡
小
坂
井
町

豊
川
市
(

白
鳥
町
)

岡
崎
市

安
城
市

(宇
頭
茶
屋
町
)

知
立
市

刈
谷
市
(今
川
町
)

豊
明
市

名
古
屋
市
(熱
田
区
)

同

県
海
部
郡
弥
富
町

桑
名
市
(

安
永
)

四
日
市
市
(采
女
町

)

鈴
鹿
市
(石
薬
師
町
)

亀
山
市

三
重
県
鈴
鹿
郡
関
町

滋
賀
県
甲
賀
郡
水
口
町

同

県
栗
太
郡
栗
東
町

草
津
市

大
津
市
(額
田
)

京
都
市
(

下
京
区
)

宇
治
市

京
都
府

久
世
郡
久
御
山
町

八
幡
市

枚
方
市

交
野
市

寝
屋
川
市

門
真
市

守
口
市

路
線
名

起

点

終

点

東
京
都

中
央
区

東
京
都
千
代
田
区
(霞
が
関
一

丁
目
)

岡
部
港
区
(高
輪
一

丁
目
)

同
都
品
川
区
(東
五

反
田
一丁
目
)

同
都
大
田
区

(池
上
二
丁
目
)

川
崎
市
(

幸
区
)

横
浜
市
(神
奈
川
区

)

藤
沢
市
(城
南
四
丁
目
)

茅
ケ
崎
市
(下
町
屋
)

平

塚
市
(浅
間
町

袖
ケ
浜
)

神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町

小
田

原
市

同
県
足
柄
下
郡
箱
根
町

三
島
市

沼
津
市

富
士
市

清
水
市

静
岡
市
(栄
町
)

藤
枝
市

島
田
市

掛
川
市

袋
井
市

磐
田
市
(三
ケ
野

)

浜
松
市

湖
西
市

豊
橋

市

愛
知
県
宝
飯
郡
小
坂
井
町

豊
川
市
(白
鳥
町
)

岡
崎

市

安
城
市
会
千
頭
茶
屋
町
)

知
立
市

刈
谷
市
(今
川
町

)

豊
明
市

名
古
屋
市
(熱

田
区
)

同
県
海
部
郡
弥
富
町

桑
名
市
(安
永
)

四
日
市

市
(采
女
町
)

鈴
鹿
市
(石

薬
師
町
)

亀
山
市

三
重
県

鈴
鹿
郡
関
町

滋
賀
県
甲
賀
郡

水
口
町

同
県
栗
太
郡
栗
東
町

草
津
市

大
津
市

京
都
市

宇
治
市

京
都
府
久
世
郡
久

御
山
町

八
幡
市

枚
方
市

寝
屋
川
市

守
口
市

三
号

二
号

北
九
州

市 大
阪
市

鹿
児
島

市 北
九
州

市

東
京
都
千
代
田
区
(岩
本
町
三

丁
目
)

同
部
台
東
区
(入
谷

一
丁
目
)

岡
部
荒
川
区

同

都
足
立
区

草
加
市

越
谷
市

春
日
部
市

埼
玉
県
北
葛
飾

郡
庄
和
町

幸
手
市

旧
郡
栞

火
町

同
県
下
益
城
郡
松
橋
町

同
県
八
代
郡
宮
原
町

八
代

市

水
俣
市

出
水
市

阿
久

根
市

鹿
児
島
県
出
水
郡
野
田

町

川
内
市

串
木
野
市

同

県
日
置
郡
市
来
町

宗
像
市

福
岡
市

大
野
城
市

筑
紫
野
市

鳥
栖
市

久
留

米
市

八
女
市

山
鹿
市

能

本
県
鹿
本
郡
植
木
町

熊
本
市

宇
土
市

同
県
宇
土
郡
不
知

尼
崎
市
(杭
瀬
本
町
)

西
宮

市
(池
田
町
)

芦
屋
市
(清

水
町
)

神
戸
市
(灘
区
)

明
石
市

加
古
川
市
(加
古
川

町
寺
家
町

加
古
川
町
河
原
)

高
砂
市
(阿
弥
陀
町
魚
橋
)

姫
路
市
(本
町

飾
磨
区
三

宅
一T
目
)

兵
庫
県
揖
保
郡

太
子
町

龍
野
市

相
生
市
(

池
之
内
)

赤
穂
市
(東
有
年

)

備
前
市

岡
山
市

岡
山

県
都
窪
郡
早
島
町

倉
敷
市

笠
岡
市

福
山
市

尾
道
市

一ニ房
十斤
′蹟
鰈
田
し

竹
原
市

(西
野
町
)

東
広
島
市

広

島
県
安
芸
郡
海
田
町

広
島
市

廿
日
市
市

大
竹
市

岩
国

市

山
口
県
玖
珂
郡
玖
珂
町

同
郡
周
東
町

下
松
市

徳
山

市
(徳
山
)

新
南
陽
市
(福

川
)

防
府
市

山
口
市

同

県
吉
敷
郡
小
郡
町

宇
部
市
(

吉
見
)

同
県
厚
狭
郡
山
陽
町

下
関
市

三
号

ニ
ロ芍

北
九
州

市 大
阪
市

鹿
児
島

市 北
九
州

市

東
京
都
千
代
田
区
(岩
本
町
三

T
目
)

岡
部
台
東
区
(入
谷

一丁
目
)

同
都
荒
川
区

岡

部
足
立
区

草
加
市

越
谷
市

春
日
部
市

埼
玉
県
北
葛
飾

郡
庄
和
町

岡
部
栗
橋
町

古

宗
像
市

福
岡
市

大
野
城
市

筑
紫
野
市

鳥
栖
市

久
留

米
市

八
女
市

山
鹿
市

熊

本
県
鹿
本
郡
植
木
町

熊
本
市

宇
土
市

同
県
下
益
城
郡
松

橋
町

八
代
市

水
俣
市

出

水
市

阿
久
根
市

川
内
市

串
木
野
市

鹿
児
島
県
日
置
郡

市
来
町

尼
崎
市
(杭
纈
本
町
)

西
宮

市
(池
田
町
)

芦
屋
市
(清

水
町
)

神
戸
市
(灘
区
)

明
石
市

加
古
川
市
(加
古
川

町
寺
家
町

加
古
川
町
河
原
)

高
砂
市
(阿
弥
陀
町
魚
橋
)

姫
路
市
(本
町

飾
麿
区
三

宅
一丁
目
)

兵
庫
県
揖
保
郡

太
子
町

竜
野
市

相
生
市
(

池
之
内
)

赤
穂
市
(東
有
年

)

備
前
市

岡
山
市

岡
山

県
都
窪
郡
早
島
町

倉
敷
市

笠
岡
市

福
山
市

尾
道
市

三
原
市

竹
原
市
(西
野
町
)

東
広
島
市

広
島
県
安
芸
郡

梅
田
町

広
島
市

同
県
佐
伯

郡
廿
日
市
町

大
竹
市

岩
国

市

山
口
県
玖
珂
郡
玖
珂
町

同
郡
周
東
町

下
松
市
(生
野

屋
)

徳
山
市
(徳
山
)

新

南
陽
市
(福
川
)

防
府
市

山
口
市

同
県
吉
敷
郡
小
郡
町

宇
部
市
(吉
見
)

同
県
厚

狭
郡
山
陽
町

下
関
市



ムハ号
五
号

四
号

東
京
都

中
央
区

函
館
市

東
京
都

中
央
区

仙
台
市

札
幌
市

青
森
市

東
京
都
台
東
区
(花
川
戸
一丁

目
)

同
都
墨
田
区
(向
島
二

丁
目
)

同
都
葛
飾
区
(金
町

四
丁
目
)

松
戸
市

柏
市

我
孫
子
市

取
手
市

篭
ケ
崎

市

牛
久
市

土
浦
市

石
岡

市

水
戸
市

勝
田
市
(田
彦

)

日
立
市

高
萩
市

北
茨

城
市

い
わ
き
市
(泉
町
)

福
島
県
双
葉
郡
双
葉
町

同
郡

浪
江
町

原
町
市

相
馬
市

岩
沼
市

名
取
市

北
海
道
茅
部
郡
森
町

同
道
山

越
郡
八
雲
町

岡
部
長
万
部
町

同
道
虻
田
郡
倶
知
安
町

同

道
岩
内
郡
共
和
町

同
道
余
市

郡
余
市
町

小
樽
市

有
圧
町
し

花
巻
市
(山
の
神

)

盛
岡
市

岩
手
県
岩
手
郡

滝
沢
村

岡
部
岩
手
町

一=戸

市

青
森
県
三
戸
郡
三
戸
町

同
郡
名
川
町

同
郡
五
戸
町

十
和
田
市

同
県
上
北
郡
七
戸

町

同
郡
野
辺
地
町

同
郡
氏
家
町

矢
板
市

大

田
原
市

同
県
那
須
郡
西
那
須

野
町

黒
磯
市

白
河
市

須

賀
川
市

郡
山
市

二
本
松
市

福
島
市

福
島
県
伊
達
郡
伊

達
町

白
石
市

宮
城
県
柴
田

郡
柴
田
町

岩
沼
市

名
取
市

仙
台
市
(宮
城
野
区
)

古

川
市

同
県
栗
原
郡
築
館
町

一関
市

水
沢
市

北
上
市
(

宮
市

同
県
塩
谷
郡
高
根
沢
町

同
県
河
内
郡
上
三
川
町

宇
部

橘
町

茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
村

古
河
市

同
郡
総
和
町

同

郡
三
和
町

小
山
市

結
城
市

栃
木
県
下
都
賀
郡
石
橋
町

橘
町

茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
村

同
郡
総
和
町

同

結
城
市

同
県
河
内
郡
上
三
川
町

宇
都

宮
市

同
県
塩
谷
郡
高
根
沢
町

同
郡
氏
家
町

矢
板
市

大

田
原
市

同
県
那
須
郡
西
那
須

四
号

孃
榔
青
森
市
野
町
議
市
島
市
須

賀
川
市

郡
山
市

二
本
松
市

福
島
市

福
島
県
伊
達
郡
伊

宮
城
県
柴
田

市

名
取
市

野
区
)

古

北
上
市
(

有
圧
町
し

花
巻
市
(山
の
神

岩
手
県
岩
手
郡=戸

同
県
上
北
郡
七
戸

六
号

五
号

四
号

東
京
都

中
央
区

函
館
市

東
京
都

中
央
区

仙
台
市

札
幌
市

青
森
市

東
京
都
台
東
区
(花
川
戸
一丁

目
)

同
部
墨
田
区
(向
島
二

丁
目
)

岡
部
葛
飾
区

松
戸

市

柏
市

我
孫
子
市

取
手

市

竜
ケ
崎
市

ぎ
切
蝉
報
翹

郡
牛
久
町

土
浦
市

石
岡
市

水
戸
市

勝
田
市
(田
彦
)

日
立
市

高
萩
市

北
茨
城

市

い
わ
き
市
(泉
町
)

福

島
県
双
葉
郡
双
葉
町

同
郡
浪

江
町

原
町
市

相
馬
市

岩

沼
市

名
取
市

亀
田
市

北
海
道
茅
部
郡
森
町

同
道
山
越
郡
八
雲
町

同
郡

長
万
部
町

同
道
虻
田
郡
倶
知

安
町

同
道
余
市
郡
余
市
町

小
樽
市

同
県
塩
谷
郡
氏
家
町

矢
板

市

同
県
那
須
郡
西
那
須
野
町

黒
磯
市

白
河
市

須
賀
川

市

郡
山
市

二
本
松
市

福

島
市

白
石
市

宮
城
県
柴
田

郡
柴
田
町

岩
沼
市

名
取
市

仙
台
市

泉
市

古
川
市

同
県
栗
原
郡
築
館
町

一関
市

水
沢
市

北
上
市

花
巻
市

盛
岡
市

岩
手
県
岩
手
郡
滝

沢
村

同
郡
岩
手
町

一戸
市

青
森
県
三
戸
郡
三
戸
町

同

郡
名
川
町

十
和
田
市

同
県

上
北
郡
七
戸
町

同
郡
野
辺
地

町 河
市

茨
城
県
猿
島
郡
三
和
町

小
山
市

結
城
市

栃
木
県

下
都
賀
郡
石
橋
町

宇
都
宮
市

河
市

茨
城
県
猿
島
郡
三
和
町

小
山
市

結
城
市

栃
木
県

下
都
賀
郡
石
橋
町

宇
都
宮
市

同
県
塩
谷
郡
氏
家
町

矢
板

市

同
県
那
須
郡
西
那
須
野
町

四
号

飜

青森
市
市島

市

白

郡
柴
田
町

同
県
栗
原
郡
築
館
町

沢
村

郡
名
川
町

十

上
北
郡
七
戸
町

九
号

八
号

七
号

京
都
市

新
潟
市

新
潟
市

下
関
市

京
都
市

青
森
市

白
根
市

三
条
市

見
附
市

長
岡
市

柏
崎
市

上
越
市

糸
魚
川
市

黒
部
市

魚
津
市

滑
川
市

富
山
市

新
湊
市

(作
道
)

高
岡
市
(四
屋
)

富
山
県
西
礪
波
郡
福
岡
町

小
矢
部
市
(安
楽
寺
)

石
川

県
河
北
郡
津
幡
町

金
沢
市

同
県
石
川
郡
野
々
市
町

松
任

市

小
松
市

加
賀
市

福
井

市
(淵
上
町
)

鯖
江
市

武

生
市

福
井
県
南
条
郡
河
野
村

敦
賀
市

滋
賀
県
伊
香
郡
西

浅
井
町

岡
部
木
之
本
町

長

浜
市

同
県
坂
田
郡
近
江
町

彦
根
市

近
江
八
幡
市

同
県

蒲
生
郡
竜
王
町

同
県
栗
太
郡

栗
東
町

草
津
市

大
津
市
(

瀬
田
) 新

潟
県
岩
船
郡
荒
川
町

九
号

八
号

七
号

京
部
市

新
潟
市

新
潟
市

下
関
市

京
都
市

青
森
市

亀
岡
市

京
都
府
船
井
郡
丹
波

町

同
郡
瑞
穂
町

福
知
山
市

兵
庫
県
朝
来
郡
山
東
町

同

郡
和
田
山
町

同
県
養
父
郡
八

鹿
町

同
県
美
方
郡
村
岡
町

鳥
取
県
岩
美
郡
岩
美
町

鳥
取

市

同
県
東
伯
郡
羽
合
町

米

子
市

安
来
市

松
江
市
(西

津
田
町
)

島
根
県
八
束
郡
宍

道
町

出
雲
市

大
田
市

江

白
根
市

三
条
市

見
附
市

長
岡
市

柏
崎
市

上
越
市

糸
魚
川
市

黒
部
市

魚
津
市

滑
川
市

富
山
市

新
湊
市

(作
道
)

高
岡
市
(四
屋
)

小
矢
部
市
(安
楽
寺
)

石

川
県
河
北
郡
津
幡
町

金
沢
市

同
県
石
川
郡
野
々
市
町

松

任
市

小
松
市

加
賀
市

福

井
市
(棚
上
町
)

鯖
江
市

武
生
市

福
井
県
南
条
郡
河
野

村

敦
賀
市

滋
賀
県
伊
香
郡

西
浅
井
町

同
郡
木
之
本
町

長
浜
市

同
県
坂
田
郡
近
江
町

彦
根
市

近
江
八
幡
市

同

県
栗
太
郡
栗
東
町

草
津
市

大
津
市

上
市
(山
辺
里
)

同
郡
山
北

町

山
形
県
西
田
川
郡
温
海
町

鶴
岡
市

酒
田
市

同
県
飽

海
郡
遊
佐
町

本
荘
市

秋
田

市

秋
田
県
南
秋
圧
甜
飯
田
川

町

能
代
市

同
県
北
秋
田
郡

鷹
巣
町

大
館
市

青
森
県
南

津
軽
郡
碇
ケ
関
村

弘
前
市

同
部
藤
崎
町

同
郵
浪
岡
町

新
潟
県
岩
船
郡
荒
川
町

豊
栄
市
(太
田
)

新
発
田
市

豊
栄
市
(浦
ノ
入
)

新
発
田



十
三
号

十
二
号

十
一号

十
号

福
島
市

徳
島
市

北
九
州

市

秋
田
市

松
山
市

鹿
児
島

市

東
京
都
墨
田
区
(江
東
橋
四
丁

目
)

同
都
江
東
区
(亀
戸
五

米
沢
市

南
陽
市

上
山
市

山
形
市
(和
合
町
)

天
童
市

東
根
市

村
山
市
(本
飯
田

)

尾
花
沢
市

山
形
県
最
上

郡
舟
形
町

新
庄
市

同
郡
金

山
町

秋
田
県
雄
勝
郡
雄
勝
町

湯
沢
市

同
県
平
鹿
郡
十
文

字
町

横
手
市

大
曲
市

同

県
仙
北
郡
協
和
町

(略
)

桑
郡
小
松
町

同
県
温
泉
郡
川

内
町

は
島
県
板
野
郡
松
茂
町

鳴
門

市

香
川
県
大
川
郡
白
鳥
町

高
松
市

坂
出
市

丸
亀
市

善
通
寺
市

観
音
寺
市
(植
田

町
)

同
県
三
豊
郡
豊
浜
町

川
之
江
市

伊
予
三
島
市

新

居
浜
市

西
条
市

愛
媛
県
周

大
野
郡
犬
飼
町

同
都
野
津
町

同
県
南
海
部
郡
弥
生
町

宮

崎
県
東
臼
杵
郡
北
川
町

延
岡

市

岡
部
門
川
町

日
向
市

宮
崎
市

同
県
東
諸
県
郡
高
岡

町

都
城
市

鹿
児
島
県
姶
良

郡
福
山
町

国
分
市

同
郡
隼

人
町

行
橋
市

豊
前
市

中
津
市

宇
佐
市

大
分
県
速
見
郡
日
出

町

別
府
市

大
分
市

同
県

島
根
県
八
束
郡
宍
道
町

出

雲
市

大
田
市

江
津
市

浜

田
市

益
田
市

同
県
鹿
足
郡

日
原
町

山
口
県
阿
武
郡
阿
東

町

山
口
市

同
県
吉
敷
郡
小

郡
町

宇
部
市
〈吉
見
)

同

県
厚
狭
郡
山
陽
町

十
三
号

十
二
号

十
一号

十
号

福
島
市

徳
島
市

北
九
州

市

秋
田
市

松
山
市

鹿
児
島

市

東
京
都
墨
田
区
(江
東
橋
四
T

目
)

同
都
江
東
区
(亀
戸
五

米
沢
市

南
陽
市

上
山
市

山
形
市

天
童
市

東
根
市

村
山
市
(本
飯
田
)

尾
花
沢

市

山
形
県
最
上
郡
舟
形
町

新
庄
市

岡
部
金
山
町

秋
田

県
雄
勝
郡
雄
勝
町

湯
沢
市

同
県
平
鹿
郡
十
文
字
町

横
手

市

大
曲
市

同
県
仙
北
郡
協

和
町 (略

)

鳴
門
市

香
川
県
大
川
郡
白
鳥

町

高
松
市

坂
出
市

丸
亀

市

善
通
寺
市

観
音
寺
市
(

植
田
町
)

同
県
三
豊
郡
豊
浜

町

川
之
江
市

伊
予
三
島
市

新
居
浜
市

西
条
市

愛
媛

県
周
桑
郡
小
松
町

行
橋
市

豊
前
市

中
津
市

宇
佐
市

大
分
県
速
見
郡
日
出

町

別
府
市

大
分
市

同
県

大
野
郡
犬
飼
町

同
県
南
海
部

郡
弥
生
町

宮
崎
県
東
臼
杵
郡

北
川
町

延
岡
市

日
向
市

宮
崎
市

同
県
東
諸
県
郡
高
岡

町

都
城
市

国
分
市

鹿
児

島
県
姶
良
郡
隼
人
町

津
市

浜
田
市

益
田
市

同

県
鹿
足
郡
日
原
町

山
口
県
阿

武
郡
阿
東
町

山
口
市

同
県

吉
敷
郡
小
郡
町

宇
部
市
(吉

見
)

同
県
厚
挟
郡
山
陽
町

二
十
一号

二
十
号

十
九
号

十
七
号
5

十
八
号

十
六
号

十
五
号

十
四
号

瑞
浪
市

名
古
屋

市 横
浜
市

東
京
都

中
央
区

滋
賀
県

坂
田
郡

米
原
町

長
野
市

横
浜
市

千
葉
市

土
岐
市

可
児
市

美
濃
加
茂

市

各
務
原
市

岐
阜
県
羽
島

郡
岐
南
町

岐
阜
市

大
垣
市

同
県
不
破
郡
関
ケ
原
町

滋

賀
県
坂
田
郡
近
江
町

(略
)

木
曽
郡
u
に
杓

眉
郡
南
木
曽

町

同
郡
木
曽
福
島
町

岡
部

日
義
村

塩
尻
市

松
本
市

同
県
東
筑
摩
郡
明
科
町

同
県

上
水
内
郡
信
州
新
町

春
日
井
市

多
治
見
市

土
岐

市
(泉
寺
田
町
)

瑞
浪
市

恵
那
市

中
津
川
市

長
野
県

(略
)

市
原
市
(婦
幡
海
岸
)

袖
ケ

浦
市
(福
王
台
三
丁
目
)

木

更
津
市

君
津
市
(人
見
)

富
津
市
(富
津
)

横
須
賀
市

町
田
市

大
和
市

相
模
原
市

八
王
子
市

昭
島
市

福
生

市

羽
村
市

入
間
市

狭
山

市
(鵜
ノ
木
)

川
越
市

大

宮
市

岩
槻
市

春
日
部
市

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
庄
和
町

野

田
市

柏
市

瘢
楴
汗
(小
室

町
)

八
千
代
市

千
葉
市

(略
)

沼
六
丁
目

袖
ヶ
浦
二
丁
目
)

丁
目
)

岡
部
江
戸
川
区
(松

島
一丁
目
)

市
川
市
〔平
田

二
丁
目

大
和
田
二
丁
目
)

船
橋
市
(本
町
二
丁
目

湊
町

二
丁
目
)

習
志
野
市
(津
田

二
十
一号

二
十
号

十
九
号

十
七
号
5

十
八
号

十
六
号

十
五
号

十
四
号

瑞
浪
市

名
古
屋

市 横
浜
市

東
京
都

中
央
区

滋
賀
県

坂
田
郡

米
原
町

長
野
市

横
浜
市

千
葉
市

土
岐
市

岐
阜
県
可
児
郡
可
児

町

美
濃
加
茂
市

各
務
原
市

同
県
羽
島
郡
岐
南
町

岐
阜

市

大
垣
市

同
県
不
破
郡
関

ケ
原
町

滋
賀
県
坂
田
郡
近
江

町
(略
)

春
日
井
市

多
治
見
市

土
岐

市
(泉
寺
田
町
)

瑞
浪
市

恵
那
市

中
津
川
市

長
野
県

木
曽
郡
南
木
曽
町

同
郡
木
曽

福
島
町

岡
部
日
義
村

塩
尻

市

松
本
市

同
県
上
水
内
郡

信
州
新
町

(略
)

大
和
市

樺
摸
原
市

町
田
市

八
王
子
市

昭
島
市

福
生

市

入
間
市

挟
山
市
(鵜
ノ

木
)

川
越
市

大
宮
市

岩

機
市

春
日
部
市

埼
玉
県
北

葛
飾
郡
庄
和
町

野
田
市

柏

市

八
千
代
市

千
葉
市

市

原
市

姉̂
崎
海
岸
)

木
更
津

市

君
津
市
〔坂
田
)

富
津

市
(富
澤
)

横
須
賀
市

(略
)

丁
目
)

同
都
江
戸
川
区

市

川
市
(平
田
二
丁
目

大
和
田

二
丁
目
)

船
橋
市
(本
町
二

丁
目

湊
町
二
丁
目
)

習
志

野
市



二
十
八
号

二
十
七
号

二
十
六
号

二
十
五
号

二
十
四
号

二
十
三
号

二
十
二
号

神
戸
市

敦
賀
市

大
阪
市

京
都
市

豊
橋
市

市

徳
島
市

京
都
府

船
井
郡

丹
波
町

和
歌
山

市 和
歌
山

市 伊
勢
市

岐
阜
市

兵
庫
県
揖
保
郡
太
子
町

舘
野

明
石
市

兵
庫
県
津
名
郡
淡
路

町

洲
本
市

同
県
三
原
郡
南

淡
町

鳴
門
市

徳
島
県
板
野

郡
松
茂
町

福
井
県
三
方
郡
三
方
町

同
県

遠
敷
郡
上
中
町

小
浜
市

舞

銭
市

綾
部
市

京
都
府
船
井

郡
和
知
町

堺
市

高
石
市

泉
大
津
市
-

岸
和
田
市
(岸
城
町
)

貝
塚

市
(近
木
)

泉
佐
野
市

泉

南
市

阪
南
市

(略
)

和
歌
止
螺
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町

同
県
那
賀
郡
那
賀
町

岡
部

打
田
町

同
郡
精
華
町

岡
部
木
津
町

奈
良
市

大
和
郡
山
市

天

厘
市

橿
原
市

大
和
高
田
市

奈
良
県
北
葛
城
郡
新
庄
町

御
所
市

五
條
市

橋
本
市

宇
治
市

京
都
府
久
世
郡
久
御

山
町

城
陽
市

同
府
綴
喜
郡

城
市
(城
ケ
人
町
)

刈
谷
市

知
立
市

豊
明
市

名
古
屋

市
(港
区
)

同
県
海
部
郡
飛

島
村

桑
名
市
(和
泉
)

四

日
市
市
(中
里
町
)

鈴
鹿
市

(北
玉
垣
町
)

津
市

三
重

県
一志
郡
三
雲
町

松
阪
市

蒲
郡
市

愛
知
県
額
田
郡
幸
田

町

西
尾
市
(江
原
町
)

安

一宮
市

岐
阜
県
羽
島
郡
岐
南

町

二
十
二
号
一市

岐
阜
市

一宮
市

岐
阜
県
羽
島
郡
岐
南

町

二
十
九
号

二
十
八
号

二
十
七
号

二
十
六
号

二
十
五
号

二
十
四
号

二
十
三
号

二
十
二
号

姫
路
市

神
戸
市

敦
賀
市

大
阪
市

京
都
市

豊
橋
市

市

鳥
取
市

徳
島
市

京
都
府

船
井
郡

丹
波
町

和
歌
山

市 和
歌
山

市 伊
勢
市

岐
阜
市

竜
野
市

兵
庫
県
宍
粟
郡
山
崎

町

鳥
取
県
八
頭
郡
若
桜
町

明
石
市

兵
庫
県
津
名
郡
淡
路

町

洲
本
市

同
県
三
原
郡
南

談
町

鳴
門
市

福
井
県
三
方
郡
三
方
町

同
県

遠
敷
郡
上
中
町

小
浜
市

舞

銭
市

綾
部
市

堺
市

高
石
市

泉
大
津
市

岸
和
田
市
(岸
城
町
)

貝
塚

市
(近
木
)

泉
佐
野
市

泉

南
市 (酪

)

字
冶
市

京
都
府
久
世
郡
久
御

山
町

城
陽
市

同
府
相
楽
郡

山
城
町

同
郡
木
津
町

奈
良

市

大
和
郡
山
市

橿
原
市

大
和
高
田
市

奈
良
県
北
葛
城

郡
新
庄
町

御
所
市

五
条
市

橋
本
市

和
歌
山
県
那
賀
郡

打
田
町

蒲
郡
市

愛
知
県
額
田
郡
幸
田

町

西
尾
市
(江
原
町
)

安

城
市
(城
ケ
人
町
)

知
立
市

豊
明
市

名
古
屋
市
(港
区

)

同
県
海
部
郡
飛
島
村

桑

名
市
(和
泉
)

四
日
市
市
(

中
里
町
)

鈴
鹿
市
(北
玉
垣

町
)

津
市

松
阪
市

一宮
市

岐
阜
県
羽
島
郡
岐
南

町

--.
言
ず

。
“

譜

.
“
“
“
“
.
嬢

.

兵
庫
県
揖
保
郡
太
子
町

龍
野

市

同
県
宍
粟
郡
山
崎
町

同

-究
号
姫幣
最
市
犠
瀞
囃
離
翻
鰡

四
十
号

三
十
九
号

三
十
七
号

三
十
八
号

三
十
六
号

三
十
四
号

三
十
五
号

三
十
三
号

三
十
二
号

十
号
$

十
一号

名
古
屋

旭
川
市

旭
川
市

札
幌
市

高
知
市

高
松
市

姫
路
市

稚
内
市

網
走
市

室
蘭
市

松
山
市

高
知
市

鳥
取
市

小
牧
市

犬
山
市

可
児
市

美
濃
加
茂
市

岐
阜
県
加
茂
郡

川
辺
町

同
郡
白
川
町

同
県

北
海
道
上
川
郡
比
布
町

士
別

市

名
寄
市

同
道
中
川
郡
美

深
町

同
郡
音
威
子
府
村

同

道
天
塩
郡
天
塩
町

北
海
道
上
川
郡
愛
別
町

同
郡

上
川
町

同
道
常
呂
郡
留
辺
蕊

町

北
見
市
(三
輪
)

同
郡

端
野
町

同
道
網
走
郡
美
幌
町

(略
)

恵
庭
市
(栄
恵
町
)

千
歳
市

(本
町
)

苫
小
牧
市

登
別

市 (略
)

鴇
田
劃
佐
川
町

同
県
吾
川
郡

吾
川
村

愛
媛
県
上
浮
穴
郡
柳

谷
村

同
郡
久
万
町

同
県
伊

予
郡
砥
部
町

高
知
県
吾
川
郡
伊
野
町

同
県

香
川
県
綾
歌
郡
綾
歌
町

同
県

仲
多
度
郡
琴
平
町

同
郡
仲
南

町

徳
島
県
三
好
郡
井
川
町

同
部
祉
旺
町

岡
部
山
城
町

高
知
県
長
岡
郡
大
豊
町

帝
国

市 (略
)

郡
波
賀
町

鳥
取
県
八
頭
郡
若

桜
町

同
郡
八
東
町

四
十
一号

四
十
号

三
十
九
号

三
十
七
号

三
十
八
号

三
十
六
号

三
十
四
号

三
十
五
号

三
十
三
号

三
十
二
号

三
十
号
、

三
十
一号

名
古
屋

市 旭
川
市

旭
川
市

札
幌
市

高
知
市

高
松
市

富
山
市

稚
内
市

網
走
市

室
蘭
市

松
山
市

高
知
市

士
別
市

名
寄
市

北
海
道
中

川
部
美
深
町

同
郡
音
威
子
府

村

同
道
天
塩
郡
天
塩
町

北
海
道
上
川
郡
上
川
町

同
道

常
呂
郡
留
辺
蕊
町

北
見
市
(

三
輪
)

岡
部
端
野
町

同
道

網
走
郡
美
幌
町

(略
)

恵
庭
市

千
歳
市
(本
町
)

苫
小
牧
市

登
別
市

(略
)

高
知
県
吾
川
郡
伊
野
町

同
郡

吾
川
村

愛
媛
県
上
浮
穴
郡
柳

谷
村

同
郡
久
万
町

同
県
伊

予
郡
砥
部
町

香
川
県
綾
歌
郡
綾
歌
町

同
県

仲
多
度
郡
琴
平
町

徳
島
県
三

好
郡
井
川
町

岡
部
池
田
町

高
知
県
長
岡
郡
大
豊
町

南
国

市 (略
)



四
十
八
号

四
十
七
号

四
十
六
号

四
十
五
号

四
十
三
号

四
十
四
号

四
十
二
号

仙
台
市

仙
台
市

和
歌
山

市

酒
田
市

青
森
市

津
市

郡
山
市

福
島
県
耶
麻
郡
緒
苗

代
町

会
津
若
松
市

同
県
河

(略
)

泉
市

古
川
市

宮
城
県
玉
造

郡
鳴
子
町

山
形
県
最
上
郡
舟

形
町

新
庄
市

同
県
東
田
川

郡
立
川
町

(略
)

多
賀
城
市

塩
竃
市

宮
城
県

宮
城
郡
松
島
町

石
巻
市

同

県
本
吉
郡
津
山
町

同
郡
志
津

川
町

同
郡
本
吉
町

気
仙
沼

市

陸
前
高
田
市

大
船
渡
市

釜
石
市

宮
古
市

久
慈
市

八
戸
市

青
森
県
上
北
郡
下

田
町

十
和
田
市

同
郡
七
戸

町

同
郡
野
辺
地
町

(酪
)

同
県
多
気
郡
勢
和
村

松
阪

市 新
宮
市

熊
野
市

尾
鷲
市

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
伊
長
島
町

郡
上
富
田
町

同
郡
串
本
町

部
町

田
辺
市

同
県
西
牟
婁

銅
埃
許

和
歌
は
皹
日
高
郡
南

海
南
市
(名
高
)

有
田
市

郡
細
入
村

五
十
七
号

五
十
六
号

五
十
五
号

五
十
四
号

五
十
三
号

五
十
二
号

五
十
一号

五
十
号

四
十
九
号

高
知
市

徳
島
市

広
島
市

岡
山
市

清
水
市

千
葉
市

い
わ
き

市

松
山
市

高
知
市

松
江
市

鳥
取
市

甲
府
市

水
戸
市

新
潟
市

西
之
表
市

鹿
児
島
県
熊
毛
郡

南
種
子
町

同
県
大
島
郡
笠
利

(略
)

土
佐
市

須
崎
市

高
知
県
高

岡
部
窪
川
町

中
村
市

宿
毛

市

宇
和
島
市

愛
媛
県
北
宇

和
郡
吉
田
町

大
洲
市

同
県

喜
多
郡
内
子
町

伊
予
市

小
松
島
市

阿
南
市

徳
島
県

海
部
郡
牟
岐
町

岡
部
海
南
町

高
知
県
安
芸
郡
東
洋
町

室

戸
市

同
郡
奈
半
利
町

安
芸

市

南
国
市

町

岡
部
三
刀
屋
町

同
県
大

原
郡
木
次
町

同
県
八
束
郡
宍

道
町

三
次
市

島
根
県
飯
石
郡
赤
来

岡
山
県
御
津
郡
建
部
町

津
山

市

鳥
取
県
八
頭
郡
智
頭
町

同
郡
用
瀬
町

山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
沢
町

同

郡
身
延
町

岡
部
増
穂
町

韮

掎
市

匹
往
道
汗

佐
倉
市

千
葉
県

印
旛
郡
酒
々
井
町

成
田
市

同
県
香
取
郡
大
栄
町

佐
原
市

茨
城
県
稲
敷
郡
東
村

同
県

行
方
郡
牛
堀
町

同
県
鹿
島
郡

鹿
島
町

同
郡
大
洋
村

(略
)

沼
部
会
津
坂
下
町

同
県
耶
麻

郡
西
会
津
町

新
潟
県
東
蒲
原

郡
津
川
町

同
県
北
蒲
原
郡
安

田
町

同
郡
水
原
町

同
県
中

蒲
原
郡
亀
田
町

五
十
七
号

五
十
六
号

五
十
五
号

五
十
四
号

五
十
三
号

五
十
二
号

五
十
一号

五
十
号

四
十
九
号

高
知
市

徳
島
市

広
島
市

岡
山
市

清
水
市

千
葉
市

い
わ
き

市

松
山
市

高
知
市

松
江
市

鳥
取
市

甲
府
市

水
戸
市

新
潟
市

西
之
表
市

鹿
児
島
県
熊
毛
郡

南
種
子
町

同
県
大
島
郡
笠
利

(略
)

土
佐
市

須
崎
市

高
知
県
高

岡
部
窪
川
町

中
村
市

宿
毛

市

宇
和
島
市

大
洲
市

愛

媛
県
喜
多
郡
内
子
町

伊
予
市

小
松
島
市

阿
南
市

徳
島
県

海
部
郡
牟
岐
町

同
郡
海
南
町

室
戸
市

安
芸
市

南
国
市

三
次
市

島
根
県
大
原
郡
木
次

町

同
県
八
束
郡
宍
道
町

津
山
市

鳥
取
県
八
頭
郡
智
頭

町 山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町

韮

崎
市

佐
倉
市

千
葉
県
印
旛
郡
酒
々

井
町

成
田
市

佐
原
市

茨

城
県
稲
敷
郡
東
村

同
県
行
方

郡
牛
堀
町

同
県
鹿
島
郡
鹿
島

町

同
県
東
茨
城
郡
常
澄
村

(略
)

沼
部
会
津
坂
下
町

同
県
耶
麻

郡
西
会
津
町

新
潟
県
東
蒲
原

郡
津
川
町

同
県
北
蒲
原
郡
安

田
町

同
県
中
蒲
原
郡
亀
田
町

高
山
市

四
十
八
号

四
十
七
号

四
十
六
号

四
十
五
号

四
十
三
号

四
十
四
号

四
十
二
号

四
十
一号

仙
台
市

仙
台
市

浜
松
市

市

酒
田
市

青
森
市

和
歌
山

市 富
山
市

郡
山
市

福
島
県
耶
麻
郡
措
苗

代
町

会
津
若
松
市

同
県
河

(略
)

古
川
市

宮
城
県
玉
造
郡
岩
出

山
町

岡
部
鳴
子
町

山
形
県

最
上
郡
舟
形
町

新
庄
市

同

(略
)

多
賀
城
市

塩
竃
市

宮
城
県

宮
城
郡
松
島
町

石
巻
市

同

県
本
吉
郡
津
山
町

同
郡
志
津

川
町

同
郡
本
吉
町

気
仙
沼

市

陸
前
高
田
市

大
船
渡
市

釜
石
市

宮
古
市

岩
手
県

下
閉
伊
郡
岩
泉
町

久
慈
市

八
戸
市

青
森
県
上
北
郡
下
田

町

十
和
田
市

同
郡
七
戸
町

同
郡
野
辺
地
町

(略
)

市

有
圧
芹

拵
諺
市
(名
高

)
同
県
日
高
郡
南
部
町

御
坊

市

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
串
本

町

同
郡
上
富
田
町

田
辺
市

町

屋
繃
許

れ
里
円

新
宮

村

同
県
北
牟
婁
郡
紀
伊
長
島

郡
三
雲
町

同
県
多
気
郡
勢
和

勢
市

松
阪
市

三
重
県
一志

同
郡
渥
美
町

鳥
羽
市

伊

市

愛
知
県
渥
美
郡
赤
羽
根
町

静
岡
県
浜
名
郡
新
居
町

湖
西

県
吉
城
郡
古
川
町

岡
部
神
岡

町

富
山
県
婦
負
郡
細
入
村

益
田
郡
金
山
町

同
郡
下
呂
町

岡
部
萩
原
町

高
山
市

同

四
十
号

市

富
山
市
益
田
郡
金
山
町
擬

匿
冊

郡
山
市

福
島
県
耶
麻
郡
猪
苗

代
町

会
津
若
松
市

同
県
河



百
二
十
三

号 百
二
十
二

ロ芍 百
二
十
一

号 百
十
九
号

百
二
十
号

百
十
八
号

百
十
七
号

百
十
六
号

百
十
四
号

百
十
五
号

百
十
三
号

日
光
市

米
沢
市

水
戸
市

柏
崎
市

新
潟
市

東
京
都

豊
島
区

栃
木
県

芳
賀
郡

益
子
町

会
津
若

松
市

新
潟
市

相
馬
市

(略
)

栃
木
県
上
都
賀
郡
足
尾
町

群

馬
県
止
旺
薊
大
間
々
町

桐
生

市

太
田
市
(篭
舞
)

館
林

市

羽
生
市

加
須
市

埼
玉

県
南
埼
玉
郡
菖
蒲
町

蓮
田
市

岩
槻
市

浦
和
市

川
口
市

鳩
ケ
谷
市

東
京
都
北
区
(

王
子
一丁
目
)

町

今
市
市

度
沼
市

宇
部

宮
市

真
岡
市

田
島
町

栃
木
県
塩
谷
郡
藤
原

喜
多
方
市

会
津
若
松
市

福

島
県
南
会
津
郡
下
郷
町

同
郡

(略
)

茨
城
県
那
珂
郡
大
宮
町

同
県

久
慈
郡
大
子
町

福
島
県
東
白

川
部
矢
祭
町

同
郡
棚
倉
町

須
賀
川
市

同
県
岩
瀬
郡
長
沼

町

同
県
南
会
津
郡
下
郷
町

(略
)

新
潟
県
刈
羽
郡
刈
羽
村

同
県

三
島
郡
出
雲
崎
町

同
県
西
蒲

原
郡
吉
田
町

岡
部
巻
町

岡

部
西
川
町

(略
)

郡
荒
川
町

同
郡
関
川
村

長

井
市

南
陽
市

山
形
県
東
置

賜
郡
高
畠
町

白
石
市

角
田

市

宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町

郡
荒
川
町

百
十
二
号

百
八
号

百
七
号

百
五
号
5

百
六
号

百
四
号

百
三
号

百
二
号

百
一号

五
十
八
号

山
形
市

石
巻
市

大
船
渡

市 八
戸
市

青
森
市

弘
前
市

青
森
市

鹿
児
島

市

酒
田
市

本
荘
市

本
荘
市

大
館
市

大
館
市

十
和
田

市 秋
田
市

那
覇
市

豊
栄
市
(横
土
居
)

新
潟
県

北
蒲
原
郡
中
条
町

同
県
岩
船

寒
河
江
市

鶴
岡
市

宮
城
県
遠
田
郡
涌
谷
町

古
川

市

同
県
玉
造
郡
岩
出
山
町

岡
部
鳴
子
町

秋
田
県
雄
勝
郡

雄
勝
町

同
県
由
利
郡
矢
島
町

市
(小
友
町
)

同
県
上
閉
伊

郡
宮
守
村

江
刺
市
(梁
川
)

北
上
市

横
手
市

秋
田
県

平
鹿
郡
雄
物
川
町

同
県
由
利

郡
東
由
利
町

岩
手
県
気
仙
郡
住
田
町

遠
野

(略
)

青
森
県
三
戸
郡
名
川
町

岡
部

三
戸
町

鹿
角
市

秘
匿
煤
田
角
郡
ハ坂
町

鹿
角

市 青
森
県
上
北
郡
十
和
田
湖
町

賀
町

同
県
上
北
郡
十
和
圧
渉

町 黒
石
市

青
森
県
南
津
軽
郡
平

郡
八
竜
町

与
旧
淹

同
県
南

秋
田
郡
昭
和
町

楠
町

能
代
市

秋
田
県
山
本

青
森
県
南
津
軽
郡
浪
岡
町

五

所
川
原
市

同
県
西
津
軽
郡
深

町

名
瀬
市

同
郡
瀬
戸
内
町

沖
縄
県
国
頭
郡
国
頭
村

同

郡
大
宜
味
村

名
護
市

宜
野

湾
市
(大
山
)

補
添
市
(屋

富
祖
)

町

名
瀬
市

同
郡
瀬
戸
内
町

辛
分
轆
ず
露
嬢
捐瞳
蘋督
齋
同

郡
大
宜
味
村

名
護
市

宜
野

百
十
二
号

百
八
号

百
七
号

百
五
号
5

百
六
号

百
四
号

百
三
号

百
二
号

百
一号

五
十
八
号

山
形
市

石
巻
市

大
船
渡

市 八
戸
市

青
森
県

上
北
郡

十
和
田

湖
町

弘
前
市

青
森
市

鹿
児
島

市

鶴
岡
市

本
荘
市

本
荘
市

大
館
市

大
館
市

十
和
田

市 能
代
市

那
覇
市

寒
河
江
市

宮
城
県
遠
田
郡
涌
谷
町

古
川

市

同
県
玉
造
郡
鳴
子
町

秋

田
県
雄
勝
郡
雄
勝
町

同
県
由

利
郡
矢
島
町

岩
手
県
気
仙
郡
住
田
町

遠
野

市
(小
友
町
)

江
刺
市
(梁

川
)

北
上
市

横
手
市

秋

圧
県
平
鹿
郡
雄
物
川
町

(略
)

青
森
県
三
戸
郡
名
川
町

同
郡

三
戸
町

鹿
角
市

秋
田
県
北

秋
田
郡
比
内
町

鹿
角
市

秋
田
県
北
秋
田
郡
比

内
町

黒
石
市

青
森
県
上
北
郡
十
和

田
湖
町

室
孫
り
亞
、柞
車
モ
れ
粍
岡

五

所
川
原
市

同
県
西
津
軽
郡
深

浦
町

-【-
‐、--

町

名
額
市

岡
部
瀬
戸
内
町

沖
縄
県
国
頭
郡
国
頭
村

名

護
市

宜
野
湾
市
(大
山
)

浦
添
市
(屋
富
祖
)

湾
市
(大
山
)

補
添
市
(屋

富
祖
)

北
蒲
原
郡
中
条
町

同
県
岩
船

百
二
十
三

号 百
二
十
二

号 百
二
十
一

百
十
九
号

百
二
十
号

百
十
八
号

百
十
七
号

百
十
六
号

百
十
四
号

百
十
五
号

百
十
三
号

日
光
市

宇
都
宮

市 水
戸
市

柏
崎
市

新
潟
市

東
京
都

豊
島
区

米
沢
市

郡
山
市

新
潟
市

相
馬
市

(略
)

栃
木
県
上
都
賀
郡
足
尾
町

桐

生
市

太
田
市
(篭
舞
)

館

林
市

羽
生
市

加
須
市

蓮

田
市

岩
槻
市

川
口
市

鳩

ケ
谷
市

東
京
都
北
区
(王
子

一丁
目
)

岡
部
下
郷
町

会
津
若
松
市

喜
多
方
市

今
市
市

栃
木
県
塩
谷
郡
藤
原

町

福
島
県
南
会
津
郡
田
島
町

(略
)

川
部
矢
祭
町

同
部
棚
倉
町

須
賀
川
市

久
慈
郡
大
子
町

福
島
県
東
白

茨
城
県
那
珂
郡
大
宮
町

同
県

(略
)

新
潟
県
刈
羽
郡
刈
羽
村

同
県

三
島
郡
出
雲
崎
町

同
県
西
蒲

原
郡
吉
田
町

同
郡
西
川
町

(略
)

郡
関
川
村

長
井
市

南
陽
市

山
形
県
東
置
賜
郡
高
畠
町

白
石
市

角
田
市

宮
城
県
伊

具
郡
丸
森
町



百
四
十
二

号 百
四
十
一

号 百
四
十
号

百
三
十
九

号 百
三
十
七

号
5

百
三
十
八

号 百
三
十
六

号 百
二
十
六

号
5

百
三
十
五

号 百
二
十
五

号 □芍

長
野
県

北
佐
久

郡
軽
井

沢
町

熊
谷
市

富
士
市

下
田
市

佐
原
市

銚
子
市

長
野
県

諏
訪
郡

下
諏
訪

町 山
梨
県

南
巨
摩

郡
増
穂

町 郡
奥
多

鹿
町

東
京
都

西
多
摩

三
島
市

熊
谷
市

水
戸
市

佐
久
郡
立
科
町

同
県
小
県
郡

長
門
町

小
諸
市

佐
久
市

長
野
県
北

(略
)

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町

同
県

秩
父
郡
長
瀞
町

秩
父
市

塩

山
市

山
梨
市
〈方
力
)

甲

府
市

山
梨
県
東
八
代
郡
中
道

町 河
に
港
町

富
士
吉
田
市

都

留
市

大
月
市

富
士
宮
市

仏
桑
県
西
八
代
郡

上
九
一色
村

同
県
南
都
留
郡

(略
)

静
岡
県
田
方
郡
土
肥
町

同
郡

天
城
湯
ケ
島
町

同
郡
大
仁
町

同
郡
函
南
町

(略
)

茨
城
県
稲
敷
郡
東
村

同
郡
阿

見
町

土
浦
市

つ
く
ば
市

下
妻
市

同
県
猿
島
郡
三
和
町

古
河
市

埼
玉
県
北
葛
飾
郡

栗
橋
町

加
須
市

羽
生
市

行
田
市

茨
城
県
鹿
島
郡
波
崎
町

同
郡

鹿
島
町

岡
部
大
洋
村

百
四
十
二

号 百
四
十
一

号 百
四
十
号

百
三
十
九

号 百
三
十
七

号
5

百
三
十
八

号 百
三
十
六

号 百
二
十
六

号
、

百
三
十
五

号 百
二
十
五

号 百
二
十
四

号

長
野
県

北
佐
久

郡
軽
井

沢
町

甲
府
市

富
士
市

下
田
市

佐
原
市

銚
子
市

長
野
県

諏
訪
郡

下
諏
訪

町 熊
谷
市

大
月
市

三
島
市

熊
谷
市

水
戸
市

小
諸
市

佐
久
市

長
野
県
北

佐
久
郡
立
科
町

(略
)

秩
父
市

埼
玉
県
秩
父
郡
長
瀞

町

同
県
大
里
郡
寄
居
町

山
梨
市
(方
力
)

塩
山
市

酒
に
渉
町

富
士
吉
田
市

都

留
市

富
士
宮
市

山
梨
県
西
八
代
郡

上
九
一色
村

同
県
南
都
留
郡

(略
)

静
岡
県
田
方
郡
土
肥
町

同
郡

天
城
湯
ケ
島
町

同
都
大
仁
町

(略
)

茨
城
県
稲
敷
郡
東
村

同
郡
回

見
町

土
浦
市

同
県
筑
波
郡

筑
波
町

下
妻
市

同
県
猿
島

郡
三
和
町

古
河
市

埼
玉
県

北
葛
飾
郡
葉
橘
町

加
須
市

行
田
市

茨
城
県
鹿
島
郡
波
崎
町

同
郡

鹿
島
町

同
県
東
茨
城
郡
常
澄

百
五
十
八

号 百
五
十
七

号 百
五
十
六

号 百
五
十
三

号
;

百
五
十
五

号 百
五
十
二

号 百
五
十
一

号 号
‘

百
五
十
号

福
井
市

金
沢
市

岐
阜
市

上
田
市

飯
田
市

松
本
市

岐
阜
市

高
岡
市

浜
松
市

豊
橋
市

吉
田
郡
松
岡
町

同
郡
永
平
寺

町

勝
山
市
(鹿
谷
町
)

大

野
市

岐
阜
県
郡
上
郡
白
鳥
町

同
県
大
野
郡
荘
川
村

高
山

市

同
県
吉
城
郡
上
宝
村

福
井
県
足
羽
郡
美
山
町

同
県

任
市

同
郡
吉
野
谷
村

岡
部

尾
口
村

勝
山
市
(村
岡
町
)

大
野
市

岐
阜
県
本
巣
郡
根

尾
村

同
郡
糸
貫
町

同
郡
北

方
町

石
川
県
石
川
郡
野
々
市
町

松

=叶

I･

八公

山
県
東
砺
波
郡
平
村

同
郡
庄

川
町

礪
波
市

岐
阜
県
羽
島
郡
岐
南
町

関
市

美
濃
市

同
県
郡
上
郡
八
幡

町

同
郡
白
鳥
町

同
県
大
野

郡
荘
川
村

同
郡
白
川
村

富

(略
)

長
門
町

茅
野
市

同
県
上
伊

郡
部
高
遠
町

同
県
下
伊
那
郡

上
村

同
郡
南
信
濃
村

静
岡

県
磐
田
郡
水
窪
町

同
郡
佐
久

間
町

天
竜
市

浜
北
市

長
野
県
小
県
郡
丸
子
町

同
郡

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町

愛

知
県
北
設
楽
郡
東
栄
町

同
県

南
設
楽
郡
鳳
来
町

新
城
市

豊
川
市
(馬
場
町
)

同
県
宝

飯
郡
小
坂
井
町

(略
)

百
五
十
八

号 百
五
十
七

号 百
五
十
六

号 百
五
十
三

号
‘

百
五
十
五

号 百
五
十
二

号 百
五
十
一

号 百
四
十
三

号
5

百
五
十
号

福
井
市

金
沢
市

岐
阜
市

飯
田
市

飯
田
市

松
本
市

岐
阜
市

高
岡
市

浜
松
市

豊
橋
市

福
井
県
足
羽
郡
美
山
町

大
野

市

岐
阜
県
郡
上
郡
白
鳥
町

同
県
大
野
郡
荘
川
村

高
山
市

石
川
県
石
川
郡
野
々
市
町

勝

山
市
(村
岡
町
)

大
野
市

岐
阜
県
本
夕
部
根
尾
村

岡
部

北
方
町

岐
阜
県
羽
島
郡
岐
南
町

関
市

美
濃
市

同
県
郡
上
郡
白
鳥

町

同
県
大
野
郡
荘
川
村

同

郡
白
川
村

爵
L
リ
;
は
劾
調

平
村

礪
波
市

(略
)

県
馨
庄
川
水
窪
町

天
竜
市

浜
北
市

長
野
県
下
伊
那
郡
上
村

静
岡

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町

愛

知
卵
諺
設
楽
郡
鳳
来
町

新
城

市

豊
川
市
(馬
場
町
)

同

県
宝
飯
郡
小
坂
井
町

(略
)



百
六
十
九

号 百
六
十
八

号 百
六
十
七

号 百
六
十
六

号 百
六
十
五

号 百
六
十
四

号 百
六
十
三

号 号
′う

百
六
十
二

ロ芍

奈
良
市

新
宮
市

羽
曳
野

市 大
阪
市

大
阪
市

新
宮
市

枚
方
市

松
阪
市

津
市

津
市

郡
下
北
山
村

熊
野
市

和
歌

山
県
東
牟
婁
郡
熊
野
川
町

天
理
市

桜
井
市

橿
原
市

奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町

岡
部

吉
野
町

同
郡
上
北
山
村

同

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
熊
野
川
町

同
郡
本
宮
町

奈
良
県
吉
野

郡
十
津
川
村

五
條
市

御
所

市

大
和
高
田
市

同
県
北
葛

城
郡
當
麻
町

香
芝
市

岡
部

王
寺
町

同
県
生
駒
郡
斑
鳩
町

生
駒
市

交
野
市

(略
)

奈
良
県
北
葛
城
郡
當
麻
町

大

和
高
田
市

橿
原
市

桜
井
市

同
県
宇
陀
郡
大
宇
陀
町

三

重
県
飯
南
郡
飯
高
町

同
郡
飯

南
町

八
尾
市

柏
原
市

香
芝
市

奈
良
県
北
葛
城
郡
當
麻
町

同

郡
新
庄
町

大
和
高
田
市

橿

原
市

桜
井
市

同
県
宇
陀
郡

榛
原
町

名
張
市

三
重
県
名

賀
郡
青
山
町

久
居
市

(略
)

上
野
市

三
重
県
安
芸
郡
美

里
村 同

郡
木
津
町

岡
部
止
境
町

四
條
畷
市

生
駒
市
(鹿
畑

町
)

京
部
府
相
楽
郡
精
華
町

守
口
市

門
真
市

寝
屋
川
市

(略
)

百
六
十
九

号 百
六
十
八

号 百
六
十
七

号 百
六
十
六

号 百
六
十
五

号 百
六
十
四

号 百
六
十
=

号 号
~

百
六
十
二

号

新
宮
市

新
宮
市

羽
曳
野

市 大
阪
市

大
阪
市

大
和
高

田
市

枚
方
市

松
阪
市

津
市

上
野
市

郡
吉
野
町

岡
部
大
淀
町

橿

原
市

北
山
村

同
郡
上
北
山
村

同

熊
野
市

奈
良
県
吉
野
郡
下

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
熊
野
川
町

矛
鳶

i
r〒'だ
‘‐
‐‘
･庫
町

同
都
大
宮
町

奈
良
県
吉
野

郡
十
津
川
村

五
条
市

御
所

市

大
和
高
田
市

同
県
北
葛

城
郡
當
麻
町

岡
部
香
芝
町

同
郡
王
寺
町

同
県
生
駒
郡
斑

鳩
町

生
駒
市

交
野
市

(略
)

奈
良
県
北
葛
城
郡
當
麻
町

大

和
高
田
市

橿
原
市

桜
井
市

同
県
宇
陀
郡
大
宇
陀
町

三

重
県
飯
南
郡
飯
南
町

八
尾
市

柏
原
市

奈
良
県
北

葛
城
郡
香
芝
町

同
郡
新
庄
町

大
和
高
田
市

橿
原
市

桜

井
市

同
県
宇
陀
郡
榛
原
町

名
張
市

三
重
県
名
賀
郡
青
山

町

久
居
市

(略
)

E
多
田
-｢
生
酩
庁
(鹿
畑

町
)

京
都
府
相
楽
郡
木
津
町

同
郡
山
城
町

守
ロ
市

群
南
メ市

鉈
巨
j
市

‘L

℃

(略
)

百
七
十
九

号 百
七
十
八

号 百
七
十
七

号 百
七
十
六

号 百
七
十
五

号 百
七
十
二

号
5

百
七
十
四

号 百
七
十
一

号

姫
路
市

舞
鶴
市

宮
津
市

明
石
市

京
都
市

鳥
取
県

東
伯
郡

羽
合
町

鳥
取
県

岩
美
郡

岩
美
町

大
阪
市

舞
鶴
市

神
戸
市

兵
庫
県
揖
保
郡
太
子
町

篭
野

市

同
県
佐
用
郡
佐
用
町

同

郡
上
月
町

岡
山
県
英
田
郡
美

作
町

潴
u
門

旧
帰
芦
狂
言

上
鷲
原
村

鳥
取
県
東
伯
郡
三

朝
町

倉
吉
市

宮
津
市

京
都
府
竹
野
郡
丹
後

町

同
郡
網
野
町

同
府
熊
野

郡
久
美
浜
町

豊
岡
市

兵
庫

県
城
崎
郡
香
住
町

(路
)

京
都
府
与
謝
郡
野
田
川
町

檮

知
山
市

兵
庫
県
氷
上
郡
春
日

町

同
部
氷
上
町

同
県
多
紀

郡
丹
南
町

三
田
市

神
戸
市

(北
区
)

西
宮
市
(塩
瀬
町

生
額
)

宝
塚
市

川
西
市

池
田
市

豊
中
市

神
戸
市

三
木
市

小
野
市

兵
庫
県
加
東
郡
社
町

西
脇
市

同
県
労
｣
都
氷
上
町

同
郡

春
日
町

福
知
山
市

京
都
府

加
佐
郡
大
江
町

(略
)

向
日
市

呂
圏
星
升
京
都
府

乙
訓
郡
大
山
崎
町

高
槻
市

茨
木
市

箕
面
市

池
田
市

伊
丹
市

尼
崎
市

西
宮
市
(

河
原
町
)

芦
屋
市
(清
水
町

)

百
七
十
号

(略
)

百
七
十
九

号 百
七
十
八

号 百
七
十
七

号 百
七
十
六

号 百
七
十
五

号 百
七
十
二

号
′}

百
七
十
四

号 百
七
十
一

号

姫
路
市

舞
鶴
市

宮
津
市

明
石
市

京
都
市

鳥
取
県

東
伯
郡

羽
合
町

鳥
取
県

岩
美
郡

岩
美
町

大
阪
市

舞
鶴
市

神
戸
市

兵
庫
県
揖
保
郡
太
子
町

竜
野

市

同
県
佐
用
郡
佐
用
町

同

郡
上
月
町

岡
山
県
英
田
郡
美

作
町

津
山
市

倉
吉
市

宮
津
市

京
都
府
竹
野
郡
網
野

町

同
府
熊
野
郡
久
美
浜
町

豊
岡
市

兵
庫
県
城
崎
郡
香
住

町
略̂
) --′

-霄
I
燻
田
川
町

福

知
山
市

兵
庫
県
氷
上
郡
氷
上

町

同
県
多
紀
郡
丹
南
町

三

田
市

神
戸
市
(兵
庫
区
)

西
宮
市
(塩
瀬
町
生
額
)

宝

塚
市

川
西
市

池
田
市

豊

中
市

神
戸
市

三
木
市

小
野
市

兵
庫
県
加
東
郡
社
町

西
脇
市

同
県
氷
｣
郡
氷
上
町

福
知

山
市

京
都
府
加
佐
郡
大
江
町

(酪
)

向
日
市

長
岡
京
市

高
槻
市

茨
木
市

箕
面
市

池
田
市

伊
丹
市

尼
崎
市

西
宮
市

(河
原
町
)

芦
屋
市
(清
水

町
)

百
七
十
号

(略
)

百
八
十
号

(略
)

百
八
十
号

(略
)



二
百
十
三

号
5

二
百
十
二

号 二
百
十
一

号 二
百
五
号

二
百
十
号

二
百
四
号

二
百
二
号

二
百
三
号

二
百
一号

百
九
十
四

号
‘

二
百
号

百
九
十
三

号 百
九
十
二

号

中
津
市

日
田
市

唐
津
市

福
岡
市

高
松
市

西
条
市

熊
本
県

阿
蘇
郡

阿
蘇
町

北
九
州

市 佐
世
保

市 京
都
郡

苅
田
町

福
岡
県

徳
島
県

海
部
郡

海
南
町

徳
島
市

(略
)

大
分
県
下
毛
郡
本
耶
馬
渓
町

同
郡
山
国
町

日
田
市

熊
本

県
阿
蘇
郡
小
国
町

福
岡
県
朝
倉
郡
小
石
原
村

同

県
嘉
穂
郡
嘉
穂
町

飯
塚
市

直
方
市

(略
)

同
郡
江
迎
町

岡
部
佐
々
町

佐
賀
県
東
松
浦
郡
呼
子
町

同

郡
鎮
西
町

伊
万
里
市

松
浦

市

長
崎
県
北
松
浦
郡
田
平
町

(略
)

町

日
=
汗

眉
蝉
日
月
謝
番

春
町

行
橋
市

飯
塚
市

福
岡
県
嘉
穂
郡
穂
波

(略
)

香
川
県
香
川
郡
香
川
町

同
郡

塩
江
町

同
県
木
田
郡
三
木
町

徳
島
県
美
馬
郡
穴
吹
町

同

県
麻
植
郡
山
川
町

同
県
名
西

郡
神
山
町

同
県
那
賀
郡
上
那

賀
町

之
江
市

徳
島
県
三
好
郡
池
田

町

同
郡
井
川
町

同
県
美
馬

郡
半
田
町

同
郡
貞
光
町

同

郡
穴
吹
町

同
県
麻
植
郡
山
川

町

岡
部
鴎
島
町

二
百
十
三

号
、

二
百
十
二

号 二
百
十
一

号 二
百
五
号

二
百
十
号

二
百
四
号

二
百
二
号

二
百
三
号

二
百
一号

百
九
十
四

号
‘

二
百
号

百
九
十
三

号 百
九
十
二

号

中
津
市

日
田
市

唐
津
市

福
岡
市

高
松
市

西
条
市

熊
本
県

阿
蘇
郡

阿
蘇
町

北
九
州

市 佐
世
保

市 行
橋
市

徳
島
県

海
部
郡

海
南
町

徳
島
市

(略
)

大
分
県
下
毛
郡
本
耶
馬
渓
町

日
田
市

熊
本
県
阿
蘇
郡
小
国

町 福
岡
県
嘉
穂
郡
嘉
穂
町

飯
塚

市

直
方
市

(略
)

佐
賀
県
東
松
浦
郡
呼
子
町

同

郡
鎮
西
町

伊
万
里
市

松
浦

市

長
崎
県
北
松
浦
郡
田
平
町

(略
)

町

田
川
市

同
暎
E
i
謝
香

春
町

飯
塚
市

福
岡
県
嘉
穂
郡
穂
波

(略
)

香
川
県
香
川
郡
塩
江
町

徳
島

県
美
馬
郡
穴
吹
町

同
県
麻
植

郡
山
川
町

同
県
名
西
郡
神
山

町

同
県
那
賀
郡
上
那
賀
町

之
江
市

徳
島
県
三
好
郡
池
田

町

伺
郡
井
川
町

同
県
美
馬

郡
半
田
町

岡
部
穴
吹
町

同

県
麻
植
郡
山
川
町

岡
部
鴨
島

町

之
江
市

徳
島
県
三
好
郡
池
田

1孕
●
西条

徳島市
炉
騙明
鴎
貞獺
議

ロ芍

同
県
麻
植
郡
山
川

百
九
十
一

号 百
八
十
九

号
、

百
九
十
号

百
八
十
八

号 百
八
十
七

号 百
八
十
六

号 百
八
十
五

号 百
八
十
四

号 百
八
十
三

号 百
八
十
二

号 百
八
十
一

号

下
関
市

徳
山
市

江
津
市

松
江
市

広
島
市

津
山
市

岩
国
市

大
竹
市

尾
道
市

米
子
市

米
子
市

(略
)

柳
井
市

止
に
帰
り
蹄
.薊
大
畠

町 下
松
市
(東
豊
井
)

光
市

(略
)

浜
田
市

広
島
県
山
県
郡
加
計

町

岡
部
戸
河
内
町

同
県
佐

伯
郡
佐
伯
町

(略
)

大
原
郡
木
次
町

三
次
市

広

島
県
世
羅
郡
世
羅
町

同
郡
甲

山
町

島
根
県
八
束
郡
宍
道
町

同
県

三
次
市

庄
原
市

広
島
県
比

婆
郡
西
城
町

鳥
取
県
日
野
郡

･日
野
町

同
郡
溝
ロ
町

(略
)

岡
山
県
真
庭
郡
久
世
町

同
郡

勝
山
町

!
月
リ
E
勢
君
E
里

町

同
郡
溝
口
町

山
口
県
豊
浦
郡
豊
北
町

長
門

同
県
阿
武
郡
須
佐

広
島
県
山
県
郡

同
郡
加
計
町

二
百
十
三

号
5

(略
)

百
九
十
一

号 百
八
十
九

号
′も

百
九
十
号

百
八
十
八

号 百
八
十
七

号 百
八
十
六

□芍 百
八
十
五

号 百
八
十
四

号 百
八
十
三

号 百
八
十
二

号 百
八
十
一

号

下
関
市

岩
国
市

江
津
市

出
雲
市

広
島
市

津
山
市

広
島
市

下
松
市

大
竹
市

尾
道
市

米
子
市

米
子
市

山
口
県
豊
浦
郡
豊
北
町

同
県

大
津
郡
油
谷
町

長
門
市

荻

市

同
県
阿
武
郡
須
佐
町

益

田
市

広
島
県
山
県
郡
戸
河
内

町

同
郡
加
計
町

(略
)

山
口
県
玖
珂
郡
大
畠
町

柳
井

市

光
市

(略
)

浜
田
市

広
島
県
山
県
郡
加
計

町

同
郡
戸
河
内
町

同
県
佐

伯
郡
吉
和
村

岡
部
佐
伯
町

(略
)

島
根
県
飯
石
郡
赤
来
町

三
次

市

広
島
県
世
羅
郡
世
羅
町

同
郡
甲
山
町

同
県
御
調
郡
御

調
町

三
次
市

庄
原
市

広
島
県
比

婆
郡
西
城
町

鳥
取
県
日
野
郡

日
野
町

岡
部
江
府
町

同
郡

溝
口
町

(略
)

岡
山
県
真
庭
郡
久
世
町

同
郡

勝
山
町

鳥
取
県
日
野
郡
日
野

町

岡
部
江
府
町

岡
部
溝
口

町新
居
浜
市

伊
予
三
島
市

川



二
百
二
十

九
号
5

二
百
三
十

二
百
二
十

八
号

二
百
二
十

七
号

二
百
二
十

六
号

二
百
二
十

一号
5

二
百
二
十

五
号

二
百
二
十

号 二
百
十
九

号 二
百
十
八

号 一一百
十
七

号

函
館
市

函
館
市

加
世
田

市 宮
崎
市

熊
本
市

熊
本
市

北
海
道

桧
山
郡

江
差
町

北
海
道

桧
山
郡

江
差
町

鹿
児
島

市 国
分
市

宮
崎
市

延
岡
市

(略
)

館
圧
謝
大
野
町

同
道
上
磯
郡

木
古
内
町

同
道
松
前
郡
福
島

町 北
海
道
上
磯
郡
上
磯
町

同
道

北
海
道
上
磯
郡
上
職
町

同
道

亀
田
郡
大
野
町

崎
市

同
県
揖
宿
郡
山
川
町

指
宿
市

鹿
児
島
県
川
辺
郡
笠
沙
町

枕

(略
)

日
南
市

富
胡
沸
祠
刃
讃
ぎ
諄

郷
町

串
間
市
(北
方
)

鹿

児
島
県
皆
樅
都
大
崎
町

鹿
屋

市

垂
水
市

火
町

同
県
下
益
城
郡
松
橋
町

同
県
八
代
郡
宮
原
町

八
代

市

人
吉
市

同
県
球
磨
郡
錦

町

岡
部
盪
剛
町

宮
崎
県
児

湯
郡
西
米
良
村

西
都
市

宇
土
市

熊
本
県
宇
土
郡
不
知

臼
杵
郡
五
ケ
瀬
町

岡
部
高
千

穂
町

火
町

同
県
下
益
城
郡
松
橋
町

同
郡
中
央
町

同
郡
砥
用
町

同
県
上
益
城
郡
矢
部
町

同

県
阿
蘇
郡
蘇
陽
町

宮
崎
県
西

宇
土
市

熊
本
県
宇
土
郡
不
知

二
百
二
十

九
号
5

二
百
三
十

二
百
二
十

八
号

二
百
二
十

七
号

二
百
二
十

六
号

二
百
二
十

一号
5

二
百
二
十

五
号

二
百
二
十

号 二
百
十
九

号 二
百
十
八

号 二
百
十
七

号

函
館
市

函
館
市

枕
崎
市

宮
崎
市

熊
本
市

熊
本
市

北
海
道

檜
山
郡

江
差
町

北
海
道

檜
山
郡

江
差
町

鹿
児
島

市 国
分
市

宮
崎
市

延
岡
市

(略
)

北
海
道
上
磯
郡
木
古
内
町

同

道
松
前
郡
福
島
町

北
海
道
亀
田
郡
大
野
町

鹿
児
島
県
揖
宿
郡
山
川
町

指

宿
市 (略

)

日
南
市

串
間
市

鹿
児
島
県

曽
於
郡
大
崎
町

鹿
屋
市

垂

水
市

宇
土
市

熊
本
県
下
益
城
郡
松

橘
町

八
代
市

人
吉
市

同

県
球
磨
郡
錦
町

同
郡
湯
前
町

宮
崎
県
児
湯
郡
西
米
良
村

西
都
市

宇
土
市

熊
本
県
下
益
城
郡
松

橘
町

同
郡
砥
用
町

同
県
上

益
城
郡
矢
部
町

同
県
阿
蘇
郡

蘇
陽
町

宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高

千
穂
町

二
百
四
十

八
号

二
百
四
十

七
号

二
百
四
十

六
号

一一百
四
十

五
号

二
百
四
十

-百芍5

二
百
四
十

四
号

二
百
四
十

一号
二
百
三
十

二
号
、

二
百
四
十

号 一言
三
十

一号

蒲
郡
市

東
京
都

千
代
田

区 水
戸
市

北
海
道

川
上
郡

弟
子
屈

町 札
幌
市

岐
阜
市

沼
津
市

日
立
市

帯
広
市

留
萌
市

愛
知
県
額
田
郡
幸
田
町

岡
崎

市

豊
田
市

瀬
戸
市

多
治

見
市

可
児
市

美
濃
加
茂
市

(太
田
町
)

関
市

(酪
)

東
京
都
港
区
(北
青
山
一丁
目

)

同
都
渋
谷
区

岡
部
目
黒

区

同
都
世
田
谷
区

川
崎
市

(高
津
区
)

横
浜
市

町
田

市

大
和
市

座
間
市

海
老

名
市

厚
木
市

伊
勢
原
市
(

田
中
)

秦
野
市

神
奈
川
県

足
柄
上
郡
松
田
町

御
殿
場
市

裾
野
市

静
岡
県
駿
東
郡
長

泉
町

那
珂
湊
市

勝
田
市
(馬
波
)

(略
)

北
海
道
阿
寒
郡
阿
寒
町

同
道

足
寄
郡
足
寄
町

同
道
河
東
郡

上
士
幌
町

同
郡
士
幌
町

(略
)

北
海
道
石
狩
郡
石
狩
町

同
道

浜
益
郡
浜
益
村

号

二
百
四
十

八
号

二
百
四
十

七
号

二
百
四
十

六
号

二
百
四
十

五
号

二
百
四
十

-古芍
‘

二
百
四
十

四
号

二
百
四
十

一号
二
百
三
十

二
号
等

二
百
四
十

号 二
百
三
十

吉
芍

蒲
郡
市

東
京
都

千
代
田

区 水
戸
市

北
海
道

川
上
郡

弟
子
屈

町 札
幌
市

岐
阜
市

沼
津
市

日
立
市

帯
広
市

留
萌
市

愛
知
県
額
田
部
幸
田
町

岡
崎

市

豊
田
市

瀬
戸
市

多
治

見
市

岐
阜
県
可
児
郡
可
児
町

美
濃
加
茂
市
(太
田
町
)

関
市 (略

)

東
京
都
港
区
(北
青
山
一丁
目

)

同
都
渋
谷
区

岡
部
目
黒

区

岡
部
世
田
谷
区

川
崎
市

(高
津
区
)

横
浜
市

町
田

市

大
和
市

海
老
名
市

厚

木
市

伊
勢
原
市
(田
中
)

秦
野
市

神
奈
川
県
足
柄
上
郡

松
田
町

御
殿
場
市

裾
野
市

茨
城
県
東
茨
城
郡
常
澄
村

郡

回
湊
市

勝
田
市
(馬
渡
)

(略
)

北
海
道
阿
寒
郡
阿
寒
町

同
道

足
寄
郡
足
寄
町

同
道
河
東
郡

上
士
幌
町

(略
)

北
海
道
石
狩
郡
石
狩
町

□芍

二
百
四
十

二
百
四
十



二
百
八
十

号 二
百
七
十

七
号
、

二
百
七
十

九
号

二
百
七
十

六
号

二
百
七
十

五
号

三
百
七
十

四
号

二
百
七
十

三
号

二
百
六
十

七
号
5

二
百
七
十

-言芍
二
百
六
十

六
号

青
森
市

北
海
道

桧
山
郡

江
差
町

札
幌
市

帯
広
市

牛
深
市

函
館
市

苫
小
牧

市 北
海
道

川
上
郡

標
茶
町

紋
別
市

熊
本
市

青
森
県
東
津
軽
郡
蟹
田
町

同

郡
三
厩
村

北
海
道
松
前
郡
福

島
町

同
道
上
磯
郡
木
古
内
町

(略
)

同
道
有
珠
郡
大
滝
村

千
歳

市
(美
笛
)

町

同
郡
共
和
町

同
道
虻
田

郡
倶
知
安
町

同
郡
喜
茂
別
町

北
海
道
爾
志
郡
熊
石
町

同
道

瀬
棚
郡
北
桧
山
町

同
道
寿
都

郡
寿
都
町

同
道
岩
内
郡
岩
内

〈略
)

寄
町

同
道
中
川
郡
本
別
町

同
道
白
糠
郡
白
糠
町

同
道
阿

寒
郡
阿
寒
町

郡
日
高
町

同
道
上
川
郡
清
水

町

同
道
河
東
郡
士
幌
町

同

郡
上
士
幌
町

同
道
足
寄
郡
足

由
仁
町

夕
張
市

同
道
沙
流

北
海
道
夕
張
郡
長
沼
町

岡
部

北
海
道
河
東
郡
士
幌
町

同
郡

上
士
幌
町

同
道
上
川
郡
上
川

町

同
道
紋
別
郡
滝
上
町

(略
)

熊
本
県
天
草
郡
河
浦
町

本
渡

市

同
郡
篭
ケ
岳
町

同
郡
松

島
町

同
県
空
ご都
三
角
町

同
郡
不
知
火
町

同
県
下
益
城

郡
松
橋
町

同
県
上
益
城
郡
嘉

島
町

熊
本
県
天
草
郡
河
浦
町

本
渡

二
百
八
十

ロ芍 二
百
七
十

七
号
‘

二
百
七
十

九
号

二
百
七
十

六
号

二
百
七
十

五
号

二
百
七
十

四
号

二
百
七
十

三
号

二
百
六
十

七
号
$

二
百
七
十

二
号

二
百
六
十

六
号

青
森
市

北
海
道

虻
田
郡

倶
知
安

町 札
幌
市

帯
広
市

牛
深
市

函
館
市

苫
小
牧

市 帯
広
市

紋
別
市

熊
本
県

宇
土
郡

三
角
町

青
森
県
東
津
軽
郡
蟹
田
町

同

郡
三
厩
村

北
海
道
松
前
郡
福

島
町

同
道
上
磯
郡
木
古
内
町

(略
)

北
海
道
虻
田
郡
喜
茂
別
町

千

歳
市
(美
笛
)

〔路
)

郡
日
高
町

同
道
上
川
郡
清
水

町 由
仁
町

夕
張
市

同
道
沙
流

北
海
道
夕
張
郡
長
沼
町

岡
部

北
海
道
河
東
郡
上
士
幌
町

同

道
上
川
郡
上
川
町

同
道
紋
別

郡
滝
上
町

(略
)

市

岡
都
竜
ケ
岳
町

岡
部
松

島
町

熊
本
県
天
草
郡
河
浦
町

本
渡

熊
本
県

熊
本
県
天
草
郡
河
浦
町

本
渡

牛
深
市

宇
土
郡

市

岡
都
竜
ケ
岳
町

岡
部
松

三
角
町

島
町

籠
全
期調
凹
働劉
M

青
森
県
東
津
軽
郡
蟹
田
町

同

郡
三
厩
村

北
海
道
松
前
郡
福

島
町

同
道
土
磯
部
木
古
内
町

青
森
県
東
津
軽
郡
蟹
田
町

同

一百
八
十

青
森
市

函
館
市

郡
三
厩
村

北
海
道
松
前
郡
福

-‘仝
青棗

函磐
罐
.群

趾囃
爛
躍

号

二
百
五
十

八
号
、

二
百
六
十

五
号

二
百
五
十

七
号

二
百
五
十

六
号

二
百
五
十

五
号

二
百
五
十

四
号

九
号
も

二
百
五
十

三
号

浜
松
市

岐
阜
市

東
京
都

文
京
区

岐
阜
県

大
野
郡

荘
川
村

郡
上
村

長
野
県

下
伊
那

松
本
市

(酪
)

静
岡
県
引
佐
郡
細
江
町

同
郡

引
佐
町

愛
知
県
南
設
楽
郡
風

来
町

新
城
市

同
県
北
設
楽

郡
設
楽
町

同
郡
稲
武
町

岐

阜
県
恵
那
郡
上
矢
作
町

岡
部

岩
村
町

恵
那
市
(東
野
)

中
津
川
市

同
郡
福
岡
町

同

郡
加
子
母
村

同
県
益
田
郡
下

呂
町

茄
君
毛
勝
町

同
県
大

野
郡
清
見
村

木
曽
町

同
県
下
伊
那
郡
阿
智

村

飯
田
市

野
県
木
曽
郡
止
仁
木

同
都
南

加
子
母
村

信
君
稿
臣
町

長

岐
阜
県
山
県
郡
肯製
品町

同
郡

美
山
町

同
県
郡
上
郡
八
幡
町

同
県
益
田
郡
金
山
町

同
県

加
茂
郡
白
川
町

同
県
恵
那
郡

(略
)

佐
久
郡
立
科
町

同
県
小
県
郡

授
爵
帥

同
郡
丸
子
町

大
里
郡
寄
居
町

同
県
児
玉
郡

児
玉
町

藤
岡
市
(藤
岡
)

富
岡
市

佐
久
市

長
野
県
北

東
京
都
豊
島
区
(池
袋
一T
目

)

同
部
板
橋
区
(上
板
橋
一

T
目
)

岡
部
練
馬
区

和
光

市

朝
霞
市

新
座
市

富
士

見
市

"
越
庁

埼
玉
県
比
企

郡
川
島
町

東
松
山
市

同
県

(、蕗
ご

二
百
五
十

八
号
、

二
百
六
十

五
号

二
百
五
十

七
号

二
百
五
十

六
号

二
百
五
十

五
号

二
百
五
十

四
号

二
百
五
十

三
号

浜
松
市

茅
野
市

東
京
都

文
京
区

岐
阜
県

大
野
郡

荘
川
村

中
津
川

市 松
本
市

(略
)

静
岡
県
引
佐
郡
細
江
町

愛
知

県
南
設
楽
郡
鳳
来
町

新
城
市

同
県
北
設
楽
郡
設
楽
町

同

郡
稲
武
町

岐
阜
県
恵
那
郡
上

矢
作
町

同
郡
岩
村
町

恵
那

市
(東
野
)

中
津
川
市

同

県
益
田
郡
下
呂
町

同
郡
萩
原

町 市

同
郡
阿
智
村

同
県
木
曽

郡
南
木
曽
町

長
野
県
下
伊
那
郡
上
村

飯
田

(略
)

東
京
都
豊
島
区
(他
袋
一丁
目

)

同
部
板
橋
区
(上
板
橋
一

丁
目
)

岡
部
練
馬
区

和
光

市

朝
霞
市

新
座
市

富
士

見
市

川
越
市

東
松
山
市

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町

藤
岡

市
(藤
岡
)

富
岡
市

佐
久

市

長
野
県
北
佐
久
郡
立
科
町

(略
)



二
百
九
十

□芍 二
百
八
十

九
号

二
百
八
十

八
号

二
百
八
十

七
号

二
百
八
十

六
号

二
百
八
十

五
号

二
百
八
十

四
号

二
百
八
十

三
号

二
百
八
十

一号
、

二
百
八
十

二
号

村
上
市

新
潟
市

米
沢
市

秋
田
市

陸
前
高

田
市

釜
石
市

新
潟
県

北
魚
沼

郡
小
出

町 い
わ
き

市 東
根
市

鹿
角
市

一関
市

花
巻
市

新
潟
県
岩
船
郡
神
林
村

同
郡

関
川
村

新
発
田
市

同
県
北

蒲
原
郡
安
田
町

五
泉
市

加

茂
市

黒̂
水
)

同
県
南
蒲
原

郡
下
田
村

栃
尾
市

同
県
北

魚
沼
郡
守
門
村

同
郡
広
神
村

新
潟
県
西
蒲
原
郡
巻
町

同
郡

吉
田
町

燕
市

三
条
市

同

県
南
蒲
原
郡
下
田
村

福
島
県

南
会
津
郡
只
見
町

岡
部
南
郷

村

同
郡
田
島
町

同
郡
下
郷

町

白
河
市

同
県
東
白
川
郡

棚
倉
町

同
郡
鮫
川
村

(略
)

長
井
市

山
形
県
西
置
賜
郡
白

鹿
町

同
県
西
村
山
郡
大
江
町

寒
河
江
市

同
郡
河
北
町

(略
)

秒
旺
県
議
秋
日
郡
既
和
町

園

部
飯
田
川
町

同
県
北
秋
田
郡

森
吉
町

同
郁
鷹
巣
町

大
館

市

･

気
仙
沼
市

岩
手
県
東
磐
井
郡

千
厩
町

上
閉
伊
郡
宮
守
村

悩
県
和
賀

郡
東
和
町

遠
野
市
(松
崎
町
)

岩
手
県

(略
)

同
郡
上
磯
町

二
百
九
十

号 二
百
八
十

九
号

二
百
八
十

八
号

二
百
八
十

七
号

二
百
八
十

六
号

二
百
八
十

五
号

二
百
八
十

四
号

二
百
八
十

三
号

二
百
八
十

一号
、

二
百
八
十

二
号

村
上
市

新
潟
市

米
沢
市

秋
田
市

陸
前
高

田
市

釜
石
市

新
潟
県

北
魚
沼

部
小
出

町 い
わ
き

市 東
根
市

鹿
角
市

一関
市

花
巻
市

新
潟
県
岩
船
郡
関
川
村

新
発

田
市

同
県
北
蒲
原
郡
安
田
町

五
泉
市

加
茂
市
(黒
水
)

同
県
南
蒲
原
郡
下
田
村

栃

尾
市

同
県
北
魚
沼
郡
守
門
村

同
郡
広
神
村

新
潟
県
西
蒲
原
郡
吉
田
町

燕

市

三
条
市

同
県
南
蒲
原
郡

下
田
村

福
島
県
南
会
津
郡
只

見
町

同
郡
南
郷
村

同
郡
田

島
町

同
郡
下
郷
町

白
河
市

同
県
東
白
川
郡
棚
倉
町

同

郡
鮫
川
村

(賄
)

長
井
市

山
形
県
西
置
賜
郡
白

鹿
町

寒
河
江
市

同
県
西
村

山
郡
河
北
町

(略
)

秋
田
県
南
秋
田
郡
飯
田
川
町

同
県
北
秋
田
郡
森
吉
町

岡
部

鷹
巣
町

岡
部
比
内
町

気
仙
沼
市

遠
野
市
(中
央
通
り
)

(略
)

三
百
一号

三
百
号

二
百
九
十

九
号

二
百
九
十

八
号

二
百
九
十

七
号

二
百
九
十

六
号

二
百
九
十

五
号

二
百
九
十

四
号

二
百
九
十

三
号

二
百
九
十

-古芍
一号

浜
松
市

茅
野
市

和
光
市

館
山
市

八
日
市

市 柏
市

群
馬
県

吾
妻
郡

長
野
原

町

豊
田
市

入
間
市

市
川
市

市
原
市

船
橋
市

会
津
若

松
市

新
井
市

静
岡
県
浜
名
郡
新
居
町

湖
西

(略
)

長
野
県
南
佐
久
郡
八
千
穂
村

岡
部
佐
久
町

群
馬
県
多
野
郡

上
野
村

岡
部
中
里
村

秩
父

市

飯
能
市

日
高
市

東
京
都
葛
飾
区
(東
金
町
七
丁

目
)

松
戸
市

戸
田
市

浦
和
市

川
口
市

草
加
市

八
潮
市

三
郷
市

千
葉
県
安
房
郡
丸
山
町

鴨
川

市

勝
浦
市

同
県
夷
隅
郡
大

多
喜
町

--ま
げ
E
屏
郡
富
里
町

同
郡

酒
々
井
町

佐
倉
市

八
千
代

市 (略
)

黒
羽
町

E
海
津

拝
慶
佇塩
石

額
都
長
沼
町

我
孫
子
市

取
手
市

水
海
道

市

下
妻
市

下
館
市

真
岡

市

栃
木
県
芳
賀
郡
益
子
町

同
郡
茂
木
町

同
県
那
須
郡
小

川
町

同
郡
湯
津
上
村

岡
部

(略
)

県
下
高
井
郡
山
ノ
内
町

中
野

市

飯
山
市

溌
麒
鳰
主に話
者
六
合
村

長
野

(略
)

二
百
九
十

一号

(略
)

三
百
号

二
百
九
十

九
号

二
百
九
十

八
号

二
百
九
十

七
号

二
百
九
十

六
号

二
百
九
十

五
号

二
百
九
十

四
号

二
百
九
十

-古芍
一百
九
十

古芍

浜
松
市

茅
野
市

和
光
市

館
山
市

八
日
市

市 柏
市

群
馬
県

吾
妻
郡

長
野
原

町

豊
田
市

入
間
市

市
川
市

市
原
市

船
橋
市

会
津
若

松
市

新
井
市

静
岡
県
引
佐
郡
細
江
町

愛
知

(略
)

長
野
県
南
佐
久
郡
八
千
穂
村

同
郡
佐
久
町

群
馬
県
多
野
郡

上
野
村

秩
父
市

飯
能
市

戸
田
市

浦
和
市

川
口
市

草
加
市

三
郷
市

松
戸
市

鴨
川
市

勝
浦
市

千
葉
県
夷

階
部
大
多
喜
町

(略
)

千
葉
県
印
旛
郡
富
里
村

岡
郡

酒
々
井
町

佐
倉
市

八
千
代

市 我
孫
子
市

取
手
市

水
海
道

市

下
妻
市

下
館
市

真
岡

市

栃
木
県
芳
賀
郡
益
子
町

同
郡
茂
木
町

同
県
那
須
郡
小

川
町

同
郡
湯
津
上
村

白
河

市 (略
)

中
野
市

飯
山
市

(略
)

二
百
九
十

一号

(酪
)

静
岡
県
浜
名
郡
新
居
町

湖
西

三
百
一号

浜
松
市

豊
田
市

県
南
設
楽
郡
鳳
来
町

新
城
市

三
百
一号

浜
松
市

豊
田
市

市

同
県
引
佐
郡
三
ケ
日
町



三
百
八
号

三
百
九
号

三
百
七
号

三
百
六
号

三
百
五
号

三
百
四
号

三
百
三
号

三
百
二
号

彦
根
市

津
市

金
沢
市

岐
阜
市

名
古
屋

市
中
川

区

枚
方
市

彦
根
市

福
井
県

南
条
郡

今
庄
町

福
井
県

遠
敷
郡

上
中
町

名
古
屋

市
中
川

区

(略
)

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町

八
日

市
市

同
県
蒲
生
郡
日
野
町

同
県
甲
賀
郡
水
口
町

同
郡
信

楽
町

城
陽
市

京
都
府
綴
喜

郡
田
辺
町

亀
山
市

鈴
鹿
市
(伊
船
町
)

四
日
市
市
(水
沢
町
)

三

重
県
三
重
郡
菰
野
町

同
県
員

弁
郡
大
安
町

同
郡
北
勢
町

同
郡
藤
原
町

滋
賀
県
犬
上
郡

多
賀
町

井
市
(浜
住
町
)

福
井
県
丹

生
郡
越
前
町

同
県
南
条
郡
河

野
村

同
郡
南
条
町

石
川
県
石
川
郡
野
々
市
町

松

任
市

小
松
市

加
賀
市

福

(略
)

岐
阜
県
本
巣
郡
北
方
町

岡
部

糸
貫
町

同
県
揖
斐
郡
揖
斐
川

町

岡
部
藤
橋
村

滋
賀
県
伊

香
郡
木
之
本
町

同
郡
西
浅
井

町

同
県
高
島
郡
マ
キ
ノ
町

岡
部
今
津
町

愛
知
県
西
春
日
井
郡
春
日
町

名
古
屋
市
西
区

同
市
北
区

春
日
井
市

名
古
屋
市
守
山
区

同
市
名
東
区

同
市
天
白
区

同
市
緑
区

東
海
市

同
県

海
部
郡
飛
島
村

名
古
屋
市
港

区 山
村

努
躬
芹

髪
タ
リ
ー;
◆"だ
至

三
百
八
号

三
百
九
号

三
百
七
号

三
百
六
号

三
百
五
号

三
百
四
号

三
百
三
号

三
百
二
号

彦
根
市

津
市

金
沢
市

岐
阜
市

名
古
屋

市
中
川

区

枚
方
市

彦
根
市

福
井
県

南
条
郡

河
野
村

福
井
県

遠
敷
郡

上
中
町

名
古
屋

市
中
川

区

(略
)

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町

八
日

市
市

同
県
甲
賀
郡
水
口
町

同
郡
信
楽
町

城
陽
市

亀
山
市

鈴
鹿
市
(伊
船
町
)

四
日
市
市
(水
沢
町
)

三

重
明
l
ヂ
郡
大
安
町

同
郡
北

勢
町

岡
部
藤
原
町

滋
賀
県

犬
上
郡
多
賀
町

井
市
〆淨
住
節
し

福
井
県
丹

生
郡
越
前
町

任
市

小
松
市

加
賀
市

幅

石
川
県
石
打
酎
野
々
市
町

松

(略
)

岐
阜
県
本
巣
郡
北
方
町

同
県

揖
斐
郡
揖
斐
川
町

同
郡
藤
橋

村

滋
賀
県
伊
香
郡
木
之
本
町

同
郡
西
浅
井
町

同
県
高
島

郡
マ
キ
ノ
町

同
郡
今
津
町

愛
知
県
西
春
日
井
郡
春
日
村

名
古
屋
市
西
区

同
市
北
区

春
日
井
市

名
古
屋
市
守
山
区

同
市
名
東
区

同
市
天
白
区

同
市
緑
区

東
海
市

同
県

海
部
郡
飛
島
村

名
古
屋
市
港

区

匿
-
-

【

一二一コマ十Iコ写
界
“中

古
一双忙し巾

司
二村J#愛
野
必中

三
百
二
十

五
号
、

三
百
二
十

四
号

三
百
二
十

号
′)

三
百
二
十

三
号

三
百
十
九

号 三
百
十
五

号
‘

三
百
十
八

号 三
百
十
四

号 三
百
十
三

号 三
百
十
二

号 三
百
十
一

号

長
崎
市

坂
出
市

福
山
市

福
山
市

宮
津
市

熊
本
県

宇
土
郡

三
角
町

伊
予
三

島
市

島
根
県

飯
石
郡

三
刀
屋

町 鳥
取
県

東
伯
郡

北
条
町

姫
路
市

(略
)

熊
本
県
天
草
郡
苓
北
町

岡
部

五
和
町

本
渡
市

同
郡
有
明

町

岡
部
松
島
町

(略
)

好
郡
井
川
町

岡
部
池
田
町

岡
部
山
城
町

仲
多
度
郡
琴
平
町

徳
島
県
三

丸
亀
市

善
通
寺
市

香
川
県

(略
)

広
島
県
深
安
郡
神
辺
町

同
県

比
婆
郡
東
城
町

岡
部
西
城
町

島
根
県
仁
多
郡
仁
多
町

中
和
村

同
郡
八
束
村

倉
吉

市 久
世
町

同
郡
勝
山
町

同
郡

市

高
梁
市

岡
山
県
真
庭
郡

広
島
県
深
安
郡
神
辺
町

井
原

町

同
郡
朝
来
町

岡
部
生
野

町

同
県
神
崎
郡
神
埼
町

八
鹿
町

同
県
朝
来
郡
和
田
山

城
崎
郡
日
高
町

同
県
養
父
郡

京
都
府
与
謝
郡
野
田
川
町

同

府
中
郡
峰
山
町

同
府
熊
野
郡

久
美
浜
町

豊
岡
市

兵
庫
県

略̂
)

三
百
二
十

五
号
、

三
百
二
十

四
号

三
百
二
十

号
、

三
百
二
十

三
号

三
百
十
九

号 三
百
十
五

号
5

三
百
十
八

号 三
百
十
四

号 三
百
十
三

号 三
百
十
二

号 三
百
十
一

号

長
崎
市

坂
出
市

福
山
市

倉
吉
市

宮
津
市

熊
本
県

宇
土
郡

三
角
町

香
川
県

仲
多
度

郡
琴
平

町 島
根
県

大
原
郡

木
次
町

福
山
市

姫
路
市

(略
)

熊
本
県
天
草
郡
苓
北
町

本
渡

市

同
郡
有
明
町

同
郡
松
島

町 (略
)

丸
亀
市

善
通
寺
市

(略
)

広
島
県
深
安
郡
神
辺
町

同
県

比
婆
郡
東
城
町

同
郡
西
城
町

島
根
県
仁
多
郡
仁
多
町

久
世
町

高
梁
市

井
原
市

広
島
県
深
安
郡
神
辺
町

岡
山
県
真
庭
郡
勝
山
町

岡
部

京
都
府
与
謝
郡
野
田
川
町

同

府
熊
野
郡
久
美
浜
町

豊
岡
市

兵
庫
県
養
父
郡
八
鹿
町

同

県
朝
来
郡
和
田
山
町

同
県
神

崎
曹
布
崎
町

(略
)

三
百
二
十

三
百
二
十

五
号
、

(略
)

五
号
、

(略
)

三
百
十
□す
堺
石

五
條
市

大
坂
挨
山
市

河
内
長
野
市



猪
輌
単
聽

三
百
三
十

五
号
5

三
百
三
十

九
号

三
百
三
十

号 姪嘉。ず
護市
-皸

三
百
二
十

八
号

(略
)

三
百
四
十

号 三
百
三
十

五
号
、

三
百
三
十

九
号

三
百
三
十

四
号

三
百
三
十

三
号

三
百
三
十

-肯芍
三
百
三
十

一号
三
百
三
十

号 三
百
二
十

九
号

三
百
二
十

八
号

三
百
二
十

七
号

六
号

陸
前
高

田
市

北
海
道

目
梨
郡

羅
臼
町

旭
川
市

那
覇
空

港 沖
縄
市

名
護
市

日
向
市

八
戸
市

北
海
道

斜
里
郡

斜
里
町

北
海
道

常
呂
郡

端
野
町

那
覇
市

通
堂
町

三
丁
目

那
覇
市

那
覇
市

熊
本
県

阿
蘇
郡

蘇
陽
町

(略
)

北
海
道
上
川
郡
上
川
町

同
道

紋
別
郡
遠
軽
町

同
郡
生
田
原

町

北
見
市
(仁
頃
町
)

沖
縄
県
島
尻
郡
与
那
原
町

同

郡
知
念
村

糸
満
市

(略
)

石
川
市

具
志
川
市

沖
縄
市

冲
縄
県
島
尻
郡
与
那
原
町

(略
)

箆
能
甥
東
臼
杵
郡
東
郷
町

岡

部
椎
葉
村

三
百
四
十

九
号

三
百
四
十

八
号

三
百
四
十

七
号

三
百
四
十

六
号

三
百
四
十

五
号

三
百
四
十

四
号

三
百
四
十

三
号

三
百
四
十

-古芍
三
百
四
十

一号

水
戸
市

長
井
市

寒
河
江

市 仙
台
市

新
潟
市

陸
前
高

田
市

鹿
角
市

宮
城
県

柴
田
郡

柴
田
町

山
形
市

古
川
市

気
仙
沼

市 山
形
県

飽
海
郡

遊
佐
町

水
沢
市

本
荘
市

甘
木
君
鮒
弓
町

同
県
竪
逮
郡

岩
代
町

同
県
伊
達
郡
川
俣
町

岡
部
月
舘
町

岡
部
霊
山
町

常
陸
太
田
市

茨
城
県
久
慈
郡

里
美
村

福
島
県
東
白
川
郡
矢

祭
町

同
郡
鮫
川
村

い
わ
き

市
(三
和
町
上
三
坂
)

同
県

山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町

上

山
市

山
形
県
西
村
山
郡
河
北
町

村

上
市
(長
島
)

尾
花
沢
市

宮
城
県
加
美
郡
中
新
田
町

多
賀
城
市

塩
竈
市

宮
城
県

宮
城
郡
松
島
町

同
県
遠
田
郡

涌
谷
町

同
県
登
米
郡
迫
町

岡
部
□
日
町

同
郡
;
蕃
狂

同
県
本
吉
郡
本
吉
町

豊
栄
市
(横
土
居
)

新
潟
県

北
蒲
原
郡
中
条
町

村
上
市
(

瀬
波
)

眉
帰
岩
船
郡
山
北
町

山
形
県
西
田
川
郡
温
海
町

鶴
岡
市

国
境
三

,-
こ
ー

町

同
県
飽
海
郡
八
幡
町

(略
)

岩
手
県
東
磐
井
郡
大
東
町

(略
)

秋
田
県
仙
北
郡
田
沢
湖
町

同

郡
協
和
町

同
県
岩
手
郡
葛
巻
町

同
県
九

戸
郡
軽
米
町

三
百
四
十

九
号

三
百
四
十

八
号

三
百
四
十

七
号

三
百
四
十

六
号

三
百
四
十

五
号

三
百
四
十

四
号

三
百
四
十

三
号

三
百
四
十

二
号

三
百
四
十

一号

水
戸
市

長
井
市

寒
河
江

市 仙
台
市

新
潟
市

陸
前
高

田
市

鹿
角
市

宮
城
県

柴
田
郡

柴
田
町

山
形
市

古
川
市

気
仙
沼

市 山
形
県

飽
海
郡

遊
佐
町

水
沢
市

秋
田
県

仙
北
郡

田
沢
湖

町

常
陸
太
田
市

福
島
県
東
白
川

郡
矢
祭
町

同
部
鮫
川
村

い

わ
き
市
(三
和
町
上
三
坂
)

同
県
田
村
郡
船
引
町

同
県
伊

達
郡
川
俣
町

岡
部
月
舘
町

岡
部
霊
山
町

同
郡
伊
達
町

宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町

角
田

山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町

山
形
県
西
村
山
郡
河
北
町

村

上
市
(長
島
)

尾
花
沢
市

多
賀
城
市

塩
竃
市

宮
城
県

宮
城
郡
松
島
町

同
県
遠
田
郡

涌
谷
町

同
県
登
米
郡
迫
町

岡
部
中
田
町

同
県
本
吉
郡
本

吉
町

豊
栄
市
(横
土
居
)

村
上
市

(瀬
波
)

新
潟
県
岩
船
郡
山

北
町

山
形
県
西
田
川
郡
温
海

町

鶴
岡
市

同
県
東
田
川
郡

立
川
町

同
県
飽
海
郡
八
幡
町

(酪
)

(略
)

巻
町

同
県
九
戸
郡
軽
米
町

三
百
二
十

六
号

遠
野

-
市

同
県
下
閉
伊
郡
川
井
村

,
軍

需
“

八
戸
市

同
郡
新
里
村
同
郡
岩
泉
町

号



三
百
五
十

三
百
五
十

六
号

三
百
五
十

五
号

三
百
五
十

四
号

三
百
五
十

三
号 号辱! 肇号室▼薹

銚
子
市

佐
原
市

高
崎
市

桐
生
市

柏
崎
市

横
須
賀

我
孫
子

市 笠
間
市

茨
城
県

鹿
島
郡

大
洋
村

柏
崎
市

栃
木
県

河
内
郡

上
三
川

町

京
都
江
戸
川
区
(臨
海
町
一丁

習
志
野
市
(秋
滓
三
丁
目
)

船
橋
市
(日
の
出
町
)

市
川

市
(千
鳥
町
)

浦
安
市

東

佐
原
市

千
葉
県
香
取
郡
下
総

町

成
田
市

茨
城
県
稲
敷
郡
東
村

同
県
行

方
都
牛
堀
町

岡
部
玉
造
町

石
岡
市

つ
く
ば
市

土
浦
市

偏
躁
行

方
部
玉
造
町

境
町

岩
井
市

水
海
道
市

富
沢
)

館
林
市

古
河
市

茨
城
県
猿
島
郡
総
和
町

岡
部

御
虜
を
司
(朔
に
町
)

群
馬

県
新
田
郡
尾
島
町
･
太
田
市
(

･
′

塩
沢
町

同
県
中
魚
沼
郡
中
里

村

同
県
東
頚
城
郡
松
代
町

潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町

同
郡

群
馬
県
山
田
郡
大
間
々
町

渋

川
市

同
県
北
群
馬
郡
子
持
村

同
県
吾
妻
郡
中
之
条
町

新
、

村

岡
郡
田
島
町

栃
木
県
塩

谷
部
藤
原
町

今
市
市

鹿
沼

市

同
県
下
都
賀
郡
石
橋
町

郡
三
島
町

長
岡
市

同
県
北

魚
沼
部
広
神
村

岡
郡
小
出
町

同
郡
湯
之
谷
村

福
島
県
南

会
津
郡
桧
枝
岐
村

岡
部
伊
南

新
潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町

同

(略
)

同
郡
伊
達
町

宮
城
県
伊
具

,郡
丸
森
町

角
田
市

同
郡
伊
達
町

宮
城
県
伊
具

郡
丸
森
町

角
田
市

三
百
五
十

七
号

三
百
五
十

ムハ号
三
百
五
十

五
号

三
百
五
十

四
号

三
百
五
十

三
号

三
百
五
十

-吉芍
三
百
五
十

号
、

三
百
五
十

一号

千
葉
市

銚
子
市

佐
原
市

館
林
市

渋
川
市

柏
崎
市

横
須
賀

市 我
孫
子

市 笠
間
市

高
崎
市

柏
崎
市

栃
木
県

下
都
賀

郡
石
橋

町

京
都
江
東
区
(有
明
二
丁
目
)

横
浜
市
(磯
子
区
)

船
橋
市
(日
の
出
町
)

市
川

市
(千
鳥
町
)

浦
安
市

東

佐
原
市

成
田
市

茨
城
県
稲
敷
郡
東
村

同
県
行

方
部
牛
堀
町

石
岡
市

田
郡
尾
島
町

伊
勢
崎
市
(堀

口
町
)

太
田
市
(富
沢
)

群
馬
県
新

町

同
県
中
袋
澤
甜
中
里
村

同
県
東
頚
城
郡
松
代
町

群
馬
県
北
群
馬
郡
子
持
村

同

県
吾
妻
郡
中
之
条
町

新
潟
県

南
魚
沼
郡
湯
沢
町

同
郡
塩
沢

村

岡
郡
伊
南
村

同
郡
田
島

町

栃
木
県
塩
谷
郡
藤
原
町

今
市
市

鹿
沼
市

村

福
島
県
南
会
津
郡
桧
枝
岐

同
郡
小
出
町

同
郡
湯
之
谷

野
徘
鼻
三
島
郡
出
雲
崎
町

長

岡
市

同
県
北
魚
沼
郡
広
神
村

(略
)

市市

三
百
六
十

五
号

三
百
六
十

三
号
、

三
百
六
十

四
号

三
百
六
十

二
号

三
百
六
十

一号
三
百
六
十

号 三
百
五
十

九
号

三
百
五
十

八
号

七
号

加
賀
市

豊
川
市

高
山
市

富
山
市

富
山
市

山
梨
県

西
八
代

郡
上
九

一色
村

四
日
市

市 静
岡
市

長
野
県

上
伊
那

郡
高
速

町 小
松
市

金
沢
市

甲
府
市

市

藤
原
町

岡
部
北
勢
町

岡
部

大
安
町

同
郡
東
員
町

郡
関
ケ
原
町

三
重
県
員
弁
郡

香
郡
木
之
本
町

岐
阜
県
不
破

町

岡
部
今
庄
町

滋
賀
県
伊

丹
生
郡
越
前
町

同
郡
織
田
町

武
生
市

同
県
南
条
郡
南
条

福
井
市
(浜
住
町
)

福
井
県

(略
)

静
岡
県
引
佐
郡
三
ケ
日
町

同

郡
細
江
町

同
郡
引
佐
町

浜

北
市

天
竜
市

同
県
周
智
郡

春
野
町

同
県
榛
原
郡
中
川
根

町 県
木
曽
郡
木
曽
福
島
町

同
郡

日
義
村

伊
那
市

岐
阜
県
大
野
郡
高
根
村

長
野

郡
E
井
木

石
川
県
石
川
郡
尾

口
村

同
郡
吉
野
谷
村

富
山
県
婦
負
郡
細
入
村

岐
阜

県
吉
城
郡
河
合
村

同
県
大
野

I
L
u
ね
負
羽
弱
口
町

砺
波

市

小
矢
部
市
(滓
沢
)

コ"ヨ
ーき｢
IL!JI;
]
TJ

山
梨
県
東
八
代
郡
中
道
町

丁
目
)

川
崎
市
(川
崎
区
)

横
浜
市
(磯
子
区
)

)

岡
部
大
田
区
ハ.庁
漁
島
二

同
都
品
川
区
(八
潮
二
丁
目

丁
目
)

岡
部
港
区
(台
場
)

三
百
六
十

五
号

三
百
六
十

三
号
、

三
百
六
十

四
号

三
百
六
十

二
号

三
百
六
十

一号
三
百
六
十

号 三
百
五
十

九
号

三
百
五
十

八
号

武
生
市

豊
川
市

伊
那
市

富
山
市

富
山
市

山
梨
県

西
八
代

郡
上
九

一色
村

四
日
市

市 静
岡
市

高
山
市

岐
阜
県

大
野
郡

白
川
村

金
沢
市

甲
府
市

弁
郡
藤
原
町

同
郡
北
勢
町

同
郡
大
安
町

県
伊
香
郡
木
之
本
町

岐
阜
県

不
破
郡
関
ケ
原
町

三
重
県
員

福
井
県
南
条
郡
今
庄
町

滋
賀

(略
)

静
岡
県
引
佐
郡
細
江
町

浜
北

市

天
竜
市

同
県
周
智
郡
春

野
町

長
野
県
木
曽
郡
日
義
村

岡
部

木
曽
福
島
町

岐
阜
県
大
野
郡

高
根
村

富
山
県
婦
負
郡
細
入
村

岐
阜

県
吉
城
郡
河
合
村

礪
波
市

小
矢
部
市
(座
沢
)

七
号

市

丁
目
)

岡
部
港
区
(台
場
)

同
都
品
川
区
(八
潮
二
丁
目

)

岡
部
大
田
区
ハ.庁
漁
島
二

丁
目
)

川
崎
市
(川
崎
区
)

習
志
野
市
(秋
滓
三
丁
目
)

船
橋
市
(日
の
出
町
)

市
=

市
川

振
増
ゞ

窯

禰
餐

市
鵞
g

““
“
'

京
都
江
東
区
(有
明
二
丁
目
)

市京
都
江
戸
川
区
(臨
海
町
一丁

横
浜
市
(磯
子
区
)

三
百
五
十

メーキ";

横
須
賀

目
)

岡
部
江
東
区
(有
明
二



三
百
七
十

五
号

三
百
七
十

四
号

三
百
七
十

三
号

三
百
七
十

-百芍
三
百
七
十

一号
三
百
七
十

号 三
百
六
十

九
号

三
百
六
十

八
号

三
百
六
十

七
号

三
百
六
十

六
号

呉
市

備
前
市

赤
穂
市

亀
岡
市

河
内
長

野
市

海
南
市

奈
良
市

上
野
市

半
田
市

大
田
市

津
山
市

鳥
取
市

姫
路
市

和
歌
山

県
西
牟

婁
郡
串

本
町

都
部
村

奈
良
県

山
辺
郡

松
阪
市

三
重
県

多
気
郡

勢
和
村

名
古
屋

市

栄
町

三
次
市

情
婦
刃
三
郡

作
木
村

東
広
島
市

広
島
県
賀
茂
郡
豊

岡
山
県
赤
磐
郡
吉
井
町

同
県

英
圧
劃
美
作
町

町

鳥
取
県
八
頭
郡
智
頭
町

同
郡
用
額
町

兵
庫
県
佐
用
郡
上
月
町

岡
部

佐
用
町

岡
山
県
英
田
郡
大
原

京
都
府
船
井
郡
園
部
町
-
兵
庫

県
多
紀
郡
篠
山
町

同
郡
丹
南

町

同
県
加
東
郡
社
町

加
西

市 野
町

同
深
才
匿
杓

同
県
日

高
都
龍
神
村

同
県
西
牟
婁
郡

中
辺
路
町

同
県
東
牟
婁
郡
古

座
川
町

橋
本
市

和
歌
山
県
伊
都
郡
高

典
#…陀
郡
大
宇
陀
町

巨
碧
れ

原
町

郡
大
淀
町

岡
部
吉
野
町

同

本
市

五
條
市

奈
良
県
吉
野

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町

橋

奈
良
県
山
辺
郡
都
郁
村

同
県

宇
陀
郡
榛
原
町

同
郡
御
杖
村

三
重
県
一士心郡
美
杉
村

同

県
飯
南
郡
飯
南
町

名
張
市

奈
良
県
宇
陀
郡
御
杖

村

三
重
県
一志
郡
美
杉
村

同
県
飯
南
郡
飯
南
町

(略
)

大
府
市

雷
“#
劉

酩‘ず
卿
凹

六
号

三
百
七
十

五
号

三
百
七
十

四
号

三
百
七
十

三
号

三
百
七
十

二
号

三
百
七
十

一号
三
百
七
十

号 三
百
六
十

九
号

三
百
六
十

八
号

三
百
六
十

七
号

三
百
六
十

六
号

呉
市

備
前
市

赤
穂
市

亀
岡
市

河
内
長

野
市

橋
本
市

奈
良
市

上
野
市

半
田
市

大
田
市

津
山
市

鳥
取
市

姫
路
市

和
歌
山

県
西
牟

婁
郡
串

本
町

奈
良
県

山
辺
郡

部
都
村

松
阪
市

三
重
県

多
気
郡

勢
和
村

知
立
市

東
広
島
市

三
次
市

広
島
県

双
三
郡
作
木
村

岡
山
県
英
田
郡
美
作
町

兵
庫
県
佐
用
郡
上
月
町

同
郡

佐
用
町

烏
耶
県
八
頭
郡
智
頭

町 兵
庫
県
多
紀
郡
篠
山
町

同
郡

丹
南
町

同
県
加
東
郡
社
町

加
西
市

橋
本
市

和
歌
山
県
日
高
郡
竜

神
村

同
県
西
牟
婁
郡
中
辺
路

町

同
県
東
牟
婁
郡
古
座
川
町

町

岡
部
吉
野
町

同
県
宇
陀

郡
大
宇
陀
町

同
郡
榛
原
町

五
条
市

奈
良
県
吉
野
郡
大
淀

奈
良
県
山
辺
郡
郡
都
村

同
県

宇
陀
郡
榛
原
町

同
郡
御
杖
村

三
重
県
飯
南
郡
飯
南
町

名
張
市

奈
良
県
宇
陀
郡
御
杖

村

三
重
県
飯
南
郡
飯
南
町

(略
)

大
府
市

刈
谷
市
(中
手
町
七

丁
目
)

輻
ぞ
團
明
難
二
漿
押
饗
“
隼
堕

三
百
八
十

七
号

三
百
八
十

五
号
5

三
百
八
十

六
号

三
百
八
十

四
号

三
百
八
十

-百芍5

三
百
八
十

三
号

三
百
八
十

一号
三
百
七
十

九
号
、

三
百
八
十

号 三
百
七
十

八
号

三
百
七
十

七
号

三
百
七
十

六
号

宇
佐
市

長
崎
県

南
松
浦

郡
富
江

町 須
崎
市

伊
予
市

鳴
門
市

山
口
市

熊
本
市

佐
世
保

市 宇
和
島

市 北
宇
和

郡
吉
田

町 愛
媛
県

香
川
県

三
豊
郡

豊
浜
町

山
口
県

玖
珂
郡

周
東
町

大
分
県
宇
佐
郡
院
内
町

同
県

玖
珠
郡
玖
珠
町

同
郡
九
重
町

熊
本
県
阿
蘇
郡
小
国
町

大

分
県
日
田
郡
中
津
江
村

菊
池

(略
)

福
江
市

岡
部
奈
良
屋
町

同

郡
有
川
町

長
崎
県
南
松
浦
郡
玉
之
浦
町

(略
)

幡
多
郡
大
正
町

h
l
a
土
佐

村

愛
媛
県
北
宇
和
郡
広
見
町

高
知
県
高
岡
郡
窪
川
町

同
県

(略
)

愛
媛
県
西
宇
和
郡
保
内
町

八

幅
浜
市

郡
仲
南
町

観
音
寺
市
(粟
井

町
) 同

県
仲
多
度
郡
琴
平
町

同

木
田
郡
三
木
町

同
県
香
川
郡

香
川
町

同
県
綾
歌
郡
綾
歌
町

香
川
県
大
川
郡
白
鳥
町

同
県

山
ロ
県
佐
波
郡
徳
地
町

新
南

陽
市
(垰
)

徳
山
市
(長
穗

) 山
ロ
県
佐
波
郡
徳
地
町

新
南

三
百
八
十

七
号

三
百
八
十

五
号
‘

三
百
八
十

六
号

三
百
八
十

四
号

三
百
八
十

-吉芍5

三
百
八
十

三
号

三
百
八
十

一号
三
百
七
十

九
号
5

三
百
八
十

号 三
百
七
十

八
号

三
百
七
十

七
号

三
百
七
十

六
号

宇
佐
市

長
崎
県

南
松
浦

郡
玉
之

楠
町

須
崎
市

八
幡
浜

市 高
松
市

山
口
市

熊
本
市

佐
世
保

市 宇
和
島

市 伊
予
市

香
川
県

三
豊
郡

豊
浜
町

山
口
県

玖
珂
郡

周
東
町

大
分
県
玖
珠
郡
玖
珠
町

同
郡

九
重
町

熊
本
県
阿
蘇
郡
小
国

町

大
分
県
日
田
郡
中
津
江
村

菊
池
市

(略
)

福
江
市

長
崎
県
南
松
浦
郡
茶

良
尾
町

同
郡
有
川
町

(略
)

高
知
県
高
岡
郡
窪
川
町

同
県

幡
多
郡
大
正
町

愛
媛
県
北
字

和
郡
広
見
町

(略
)

愛
媛
県
西
宇
和
郡
保
内
町

香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町

観

音
寺
市
(粟
井
町
)

新
南
陽
市
(垰
)

徳
山
市
(

長
穗
)



三
百
九
十

九
号

三
百
九
十

八
号

三
百
九
十

七
号

三
百
九
十

六
号

三
百
九
十

五
号

三
百
九
十

四
号

三
百
九
十

号
$

三
百
九
十

三
号

三
百
八
十

九
号

三
百
八
十

八
号

石
巻
市

遠
野
市

む
つ
市

大
牟
田

市 佐
伯
市

本
荘
市

盛
岡
市

弘
前
市

阿
久
根

市 湯
前
町

熊
本
県

球
磨
郡

(略
)

岡
部
花
山
村

湯
沢
市

秋

田
県
由
利
郡
東
由
利
町

栗
原
郡
築
館
町

岡
部
一迫
町

郡
中
田
町

同
郡
迫
町

同
県

本
吉
郡
志
津
川
町

同
県
登
米

宮
城
県
牡
鹿
郡
女
川
町

同
県
、

(略
)

岩
手
県
稗
貫
郡
大
迫
町

同
県

紫
波
郡
紫
波
町

(略
)

郡
七
戸
町

園
部
十
和
圧
湾
町
.

青
森
市

黒
石
市

青
森
県
上
北
郡
六
ケ
所
村

同

(略
)

牛
深
市

鹿
児
島
県
出
水
郡
長

島
町

同
郡
苓
北
町

岡
部
河
浦
町

町

熊
本
県
天
草
郡
五
和
町

岡
部
小
浜
町

同
郡
口
之
津

荒
尾
市

熊
本
県
玉
名
郡
長
洲

町

長
崎
県
南
高
来
郡
国
見
町

村

同
郡
椎
葉
村

岡
市

営
鰭
蠕
蔓
巨
軒
鷁
P
打

大
分
県
南
海
部
郡
蒲
江
町

延

市知久痔叺目K町卵司り煎卸しハヘラコ肝勺
に物キト

三
百
九
十

九
号

三
百
九
十

八
号

三
百
九
十

七
号

三
百
九
十

六
号

三
百
九
十

五
号

三
百
九
十

四
号

三
百
九
十

号
5

三
百
九
十

三
号

三
百
八
十

九
号

三
百
八
十

八
号

湯
沢
市

遠
野
市

弘
前
市

阿
久
根

市 佐
伯
市

石
巻
市

盛
岡
市

青
森
県

上
北
郡

七
戸
町

長
崎
市

延
岡
市

(略
)

津
川
町

同
県
牡
鹿
郡
女
川
町

同
郡
中
田
町

同
県
本
吉
郡
志

築
館
町

同
県
登
米
郡
迫
町

宮
城
県
栗
原
郡
花
山
村

園
部

(略
)

岩
手
県
稗
貫
郡
大
迫
町

(略
)

黒
石
市

青
森
市

(略
)

深
市

熊
本
県
天
草
郡
河
浦
町

岡
部
苓
北
町

鹿
児
島
県
出
水
郡
長
島
町

牛

大
分
県
南
海
部
郡
蒲
江
町

四
百
八
号

四
百
七
号

四
百
六
号

四
百
五
号

四
百
四
号

四
百
三
号

四
百
二
号

四
百
一号

四
百
号

成
田
市

足
利
市

群
馬
県

吾
妻
郡

六
合
村

新
潟
市

柏
崎
市

会
津
若

松
市

水
戸
市

栃
木
県

塩
谷
郡

入
間
市

上
越
市

松
本
市

新
潟
市

沼
田
市

福
島
県

耶
麻
郡

西
会
津

町

牛
久
市

つ
く
ば
市

下
妻
市

太
田
市

熊
谷
市

東
松
山
市

坂
戸
市

鶴
ケ
島
市

日
高

市

狭
山
市
(根
岸
)

(略
)

長
野
県
下
水
内
郡
栄
村

新
潟

県
中
魚
沼
郡
津
南
町

同
県
東

頚
城
郡
安
塚
町

(略
)

市

長
覇
芹

更
埴
市

同
県

東
筑
摩
郡
明
科
町

郡
山
ノ
内
町

中
野
市

須
坂

町

飯
山
市

長
野
県
下
高
井

同
県
中
魚
沼
郡
川
西
町

同
県

東
頚
城
郡
松
代
町

岡
部
安
塚

谷
市

同
県
刈
邪
劃
小
国
町

条
市

眉
県
=一差
君
三
度
町

長
岡
市

岡
部
越
路
町

小
千

津
市

加
茂
市

寿̂
町
)

三

新
潟
県
中
蒲
原
郡
亀
田
町

新

新
潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町

同

郡
寺
泊
町

同
県
西
蒲
原
郡
巻

町 福
島
県
大
沼
郡
昭
和
村

同
県

南
会
津
郡
南
郷
村

同
郡
伊
南

村

岡
"
滋
も
聡
対.
群
馬
県

利
根
郡
片
品
村

同
県
大
沼
郡
昭
和
村

同
郡
金

山
町

岡
部
三
島
町

四
百
八
号

四
百
七
号

四
百
六
号

四
百
五
号

四
百
四
号

四
百
三
号

四
百
二
号

四
百
一号

四
百
号

茨
城
県

筑
波
郡

女随お叉TJ

足
利
市

上
越
市

三
条
市

柏
崎
市

会
津
若

松
市

水
戸
市

成
田
市

入
間
市

新
潟
県

南
魚
沼

郡
塩
沢

町 新
潟
県

中
蒲
原

部
亀
田

町 新
潟
市

沼
田
市

福
島
県

耶
麻
郡

西
会
津

町

太
田
市

熊
谷
市

東
松
山
市

坂
戸
市

狭
山
市
(根
岸
)

(略
)

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町

同

郡
中
里
村

(略
)

加
茂
市
(寿
町
)

新
津
市

新
潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町

同

郡
寺
泊
町

福
島
県
南
会
津
郡
下
郷
町

同

郡
田
島
町

同
郡
南
郷
村

同

郡
伊
南
村

同
郡
桧
枝
岐
村

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村

県
那
須
郡
小
川
町

岡
部
湯
津

上
村

大
田
原
市

同
郡
西
那

須
野
町

同
県
塩
谷
郡
藤
原
町

福
島
県
南
会
津
郡
田
島
町

同
県
大
沼
郡
金
山
町

同
郡
三

島
町



四
百
十
八

号 四
百
十
七

号 四
百
十
六

号 四
百
十
五

号 四
百
十
四

号 四
百
十
三

号 四
百
十
一

号
$

四
百
十
二

号 四
百
十
号

四
百
九
号

大
野
市

大
垣
市

福
井
市

下
田
市

富
士
吉

田
市

館
山
市

川
崎
市

長
野
県

下
伊
那

都
南
信

福
井
県

南
条
郡

河
野
村

小
松
市

沼
津
市

相
模
原

市 木
更
津

市 成
田
市

加
茂
郡
川
辺
町

恵
那
市
(三

加
茂
市
(山
之
上
町
)

同
県

山
県
郡
美
山
町

関
市

美
濃

岐
阜
県
本
巣
郡
根
尾
村

同
県

田
町

同
郡
今
立
町

鰭
江
市

同
県
丹
生
郡
織
田
町

同
郛

越
前
町

岐
阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町

同

郡
藤
橋
村

福
井
県
今
立
郡
池

福
井
県
吉
田
郡
松
岡
町

岡
部

永
平
寺
町

勝
山
市
(荒
土
町

)

、̂

(略
)

三
島
市

同
県
駿
東
郡
長
泉

町 静
岡
県
田
方
郡
天
城
湯
ケ
島
町

同
郡
大
仁
町

同
調
髪
P
秣

神
奈
川
県
津
久
井
郡
津
久
井
町

同
郡
城
山
町

山
梨
県
南
都
留
郡
山
中
湖
村

(略
)

千
葉
県
安
房
郡
白
浜
町

岡
部

丸
山
町

君
津
市
(大
坂
)

袖
ケ
浦
市
(横
田
)

)

市
原
市
(牛
久
)

千
葉

県
長
生
郡
長
南
町

茂
原
市

東
金
市

八
街
市

同
県
印
旛

郡
富
里
町

木
更
津
市

袖
ケ
浦
市
(横
田

町

岐
阜
県
本
巣
郡
根
尾
村

同
県

山
県
郡
美
山
町

関
市

美
濃

長
野
県

加
茂
市
(山
之
上
町
)

同
県

11･“
内馴祠
靜納都
･鰔駮部“穢鰤恵纐螂姉臥畷

ロ芍

四
百
十
八

号 四
百
十
七

号 四
百
十
六

号 四
百
十
五

号 四
百
十
四

号 四
百
十
三

号 四
百
十
一

号
‘

四
百
十
二

号 四
百
十
号

四
百
九
号

飯
田
市

大
垣
市

福
井
市

下
田
市

富
士
吉

田
市

館
山
市

川
崎
市

本
巣
郡

根
尾
村 目

･

福
井
県

南
条
郡

回
野
村

小
松
市

沼
津
市

厚
木
市

木
更
津

市 成
田
市

山
岡
町

恵
那
市
(三
郷
町
)

矢
作
町

同
郷
岩
村
町

同
部

郡
平
谷
村

岐
阜
県
恵
那
郡
上

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町

同

立
町

鯖
江
市

同
県
丹
生
郡

越
前
町

岐
阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町

同

郡
藤
橋
村

福
井
県
今
立
郡
今

福
井
県
吉
田
郡
永
平
寺
町

勝

山
市
(荒
土
町
)

(略
し

静
岡
県
田
方
郡
天
城
湯
ケ
島
町

同
郡
大
仁
町

神
奈
川
県
津
久
井
郡
津
久
井
町

山
梨
県
南
都
留
郡
山
中
湖
村

(略
)

千
葉
県
安
房
郡
丸
山
町

君
津

市
(大
坂
)

同
県
君
津
郡
袖

ケ
浦
町

木
更
津
市

千
葉
県
君
津
郡
柚

ケ
浦
町

斤
勝
芹
(牛
久
)

茂
原
市

東
金
市

同
県
印
旛

郡
富
里
村

四
百
十
八

錮
囲
祠

号

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町

同

岐
阜
県

郡
平
谷
村

岐
阜
県
恵
那
郡
上

離
蛛靴艶
蝸
計
理

同
県
加
茂
郡
川
辺
町

美
濃

四
百
二
十

七
号
5

四
百
二
十

八
号

四
百
二
十

六
号

四
百
二
十

五
号

四
百
二
十

四
号

四
百
二
十

三
号

四
百
二
十

二
号

四
百
二
十

一号
四
百
二
十

号 四
百
十
九

号

豊
岡
市

尾
鷲
市

田
辺
市

大
津
市

豊
田
市

瑞
浪
市

福
知
山

市 御
坊
市

和
歌
山

県
那
賀

郡
打
田

町 三
重
県

北
牟
婁

郡
紀
伊

長
島
町

新
城
市

高
浜
市

濃
村

(略
)

兵
庫
県
出
石
郡
但
東
町

岡
部

出
石
町

奈
良
県
吉
野
郡
下
北
山
村

同

郡
十
津
川
村

和
歌
山
県
日
高

郡
龍
神
村

和
歌
山
県
日
高
郡
南
部
町

同

郡
龍
神
村

同
県
有
田
郡
金
屋

町

海
南
市
(沖
野
々
)

(略
)

村

三
重
県
聖
心部
美
杉
村

同
県
飯
南
郡
飯
高
町

名
張
芹

穿
度
仲院
宇
陀
郡
御
杖

滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町

上
野

市

三
重
県
名
賀
郡
青
山
町

略̂
)

愛
知
県
東
加
茂
郡
足
助
町

同

郡
下
山
村

同
県
北
設
楽
郡
設

楽
町

愛
知
県
西
加
茂
郡
藤
岡
町

豊

田
市

知
立
市

刈
谷
市
(野

田
町
)

町

長
野
県
下
伊
那
郡
平
谷
村

岡
部
阿
南
町

濃
村

岡
部
岩
村
町

岡
部
上
矢
作

町

長
野
県
下
伊
那
郡
平
谷
村

総
社
市

岡
山
市

岡
山
県
御

四
百
二
十

七
号
‘

四
百
二
十

八
号

四
百
二
十

六
号

四
百
二
十

五
号

四
百
二
十

四
号

四
百
二
十

三
号

四
百
二
十

-古芍
四
百
二
十

一号
四
百
二
十

号 四
百
十
九

号

豊
岡
市

尾
鷲
市

田
辺
市

大
津
市

豊
田
市

瑞
浪
市

福
知
山

市 御
坊
市

和
歌
山

県
那
賀

郡
打
田

町 三
重
県

名
賀
郡

青
山
町

新
城
市

高
浜
市

(略
)

中
辺
路
町

幅
県
E
覇
者
議
事

婁
郡
本
宮
町

信
県
西
牟
婁
郡

奈
良
県
吉
野
郡
下
北
山
村

同

郡
十
津
川
村

和
歌
山
県
東
牟

和
歌
山
県
日
高
郡
南
部
町

同

郡
竜
神
村

海
南
市
(沖
野
々

) (略
)

滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町

上
野

市 (酪
)

愛
知
県
東
加
茂
郡
足
助
町

同

県
北
設
楽
郡
設
楽
町

豊
田
市

知
立
市

刈
谷
市
(

野
田
町
)

加
茂
市
(山
之
上
町
)

関
市

四
百
二
十

創
蹴
制

覇
聞
刊

総
社
市

岡
山
市

岡
山
県
御

加
茂
市
(山
之
上
町
)

関
市



四
百
三
十

八
号

四
百
三
十

六
号
、

四
百
三
十

七
号

四
百
三
十

五
号

四
百
三
十

四
号

四
百
三
十

三
号

四
百
三
十

二
号

四
百
三
十

一号
四
百
三
十

号 四
百
二
十

九
号

徳
島
市

山
口
市

徳
山
市

大
竹
市

竹
原
市

出
雲
市

倉
敷
市

坂
出
市

山
口
県

豊
浦
郡

豊
北
町

三
次
市

三
次
市

松
江
市

米
子
市

福
知
山

市

郡
東
梃
谷
山
村

幅
煤
う
賤
君

貞
光
町

同
郡
半
田
町

香
川

県
綾
歌
郡
綾
歌
町

う
県
I
大
屋
平
村

同
県
三
好

徳
島
県
名
西
郡
神
山
町

同
県

(略
)

山
口
県
美
祢
郡
美
東
町

美
祢

市

同
県
豊
浦
郡
豊
田
町

佐
伯
郡
佐
伯
町

岡
部
吉
和
村

同
県
山
県
郡
戸
河
内
町

同

郡
加
計
町

岡
部
千
代
田
町

同
県
双
三
郡
作
木
村

山
口
県
玖
珂
郡
錦
町

広
島
県

廿
日
市
市

広
島
県
佐
伯
郡
湯

来
町

同
県
山
県
郡
加
計
町

岡
部
千
代
田
町

同
県
双
三
郡

作
木
村

広
島
県
賀
茂
郡
大
和
町

同
県

世
羅
郡
世
羅
町

同
郡
甲
山
町

庄
原
市

島
根
県
仁
多
郡
仁

多
町

平
田
市

松
江
市

菅̂
田
町
)

島
根
県
八
束
郡
美
保
関
町

境
港
市

(略
)

来
町

同
郡
生
野
町

同
県
氷

上
部
青
垣
町

粟
郡
波
賀
町

同
県
朝
来
郡
朝

県
英
田
郡
大
原
町

兵
庫
県
宍

滓
郡
加
茂
川
町

津
山
市

同

四
百
三
十

八
号

四
百
三
十

六
号
、

四
百
三
十

七
号

四
百
三
十

五
号

四
百
三
十

四
号

四
百
三
十

三
号

四
百
三
十

-吉芍
四
百
三
十

一号
四
百
三
十

号 九
号

徳
島
市

山
ロ
市

徳
山
市

大
竹
市

竹
原
市

出
雲
市

坂
出
市

山
口
県

豊
浦
郡

豊
北
町

三
次
市

三
次
市

松
江
市

米
子
市

山
川
町

同
県
美
馬
郡
穴
吹
町

岡
部
半
田
町

香
川
県
綾
歌

郡
綾
歌
町

徳
島
県
麻
植
郡
鴨
島
町

同
郡

(略
)

美
祢
市

山
口
県
玖
珂
郡
錦
町

広
島
県

佐
伯
郡
佐
伯
町

同
県
山
県
郡

戸
河
内
町

岡
部
加
計
町

同

郡
千
代
田
町

同
県
双
三
郡
作

木
村

広
島
県
佐
伯
郡
廿
日
市
町

同

県
山
県
郡
加
計
町

同
郡
千
代

田
町

同
県
双
三
郡
作
木
村

広
島
県
世
羅
郡
世
羅
町

同
郡

甲
山
町

庄
原
市

島
根
県
仁

多
部
仁
多
町

平
田
市

松
江
市
(萱
田
町
)

境
港
市

(略
)

滓
郡
加
茂
川
町

滓
郡
加
茂
川
町

津
山
市

同

1
1
。
･

鱗

繭

“
“

九
号

四
百
四
十

八
号

四
百
四
十

七
号

四
百
四
十

六
号

四
百
四
十

五
号

四
百
四
十

四
号

四
百
四
十

三
号

四
百
四
十

-古弓
四
百
四
十

一号
四
百
四
十

号 四
百
三
十

九
号

指
宿
市

日
向
市

熊
本
市

大
川
市

大
洲
市

徳
島
市

宮
崎
市

熊
本
県

球
磨
郡

湯
前
町

人
吉
市

宮
原
町

熊
本
県

八
代
郡

中
村
市

中
村
市

鹿
児
島
県
揖
宿
郡
山
川
町

同

県
肝
属
郡
佐
多
町

同
郡
大
根

占
町

岡
部
内
之
浦
町

同
県

曽
於
郡
大
崎
町

串
間
市
(都

丼
)

宮
崎
県
南
那
珂
郡
南
郷

町

日
南
市

(略
)

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
東
郷
町

同

郡
南
郷
村

同
郡
椎
葉
村

-鴎
弱
"耳

同

郡
御
船
町

岡
部
矢
部
町

同

県
下
益
城
郡
砥
用
町

同
県
球

磨
郡
五
木
村

(略
)

町

同
県
上
益
城
郡
御
船
町

同
県
下
益
城
郡
中
央
町

菊
池
市

熊
本
県
菊
池
郡
大
津

柳
川
市

福
岡
県
山
門
郡
三
橋

町

同
郡
瀬
高
町

山
鹿
市

(略
)

きこ葭
壽
元
三
和
郡
広
見
町

高

知
県
幡
多
郡
西
土
佐
村

(略
)

鎮
座
甥
名
靭
君
桐
山
町

同
県

美
馬
郡
木
屋
平
村

同
県
三
好

郡
東
祖
谷
山
村

高
知
県
長
岡

郡
大
豊
町

同
県
吾
川
郡
吾
北

村

同
郡
池
月
町

同
郡
吾
川

村

同
県
高
岡
郡
東
津
野
村

同
県
幡
多
郡
大
正
町

鎮
座
甥
名
靭
君
桐
山
町

同
県

美
馬
郡
木
屋
平
村

同
県
三
好

郡
東
祖
谷
山
村

高
知
県
長
岡

蝸
三
.

徳
島
市
中
村
市
郡
大
豊
町
國

副

詞

村

同
郡
池
月
町

同
郡
吾
川

村

同
郡
大
根

11
1･

指宿
市
宮
崎市
鮨
郡嬬
螂鞆
“鱗

市
銀

八
号

井
)

宮
崎
県
南
那
珂
郡
南
郷

町

日
南
市

四
百
四
十

八
号

四
百
四
十

七
号

四
百
四
十

六
号

四
百
四
十

五
号

四
百
四
十

四
号

四
百
四
十

三
号

四
百
四
十

二
号

四
百
四
十

一号
四
百
四
十

号 四
百
三
十

九
号

指
宿
市

日
向
市

熊
本
市

大
川
市

大
洲
市

徳
島
市

宮
崎
市

熊
本
県

球
磨
郡

擬
制
町

人
吉
市

山
鹿
市

中
村
市

中
村
市

鹿
児
島
県
揖
宿
郡
山
川
町

同

県
肝
属
郡
佐
多
町

岡
部
大
根

占
町

岡
部
内
之
浦
町

同
県

曽
於
郡
大
崎
町

串
間
市

日

南
市 (略

)

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
東
郷
町

同

郡
椎
葉
村

熊
本
県
上
益
城
郡
矢
部
町

同

県
下
益
城
郡
砥
用
町

同
県
球

磨
郡
五
木
村

(略
)

柳
川
市

福
岡
県
山
門
郡
三
橋

町

同
郡
瀬
高
町

(酪
)

愛
銭
呉
老
学
科
都
広
見
町

高

知
県
幡
多
郡
大
正
町

徳
島
県
名
西
郡
神
山
町



四
百
六
十

七
号

四
百
六
十

六
号

四
百
六
十

五
号

四
百
六
十

四
号

四
百
六
十

三
号

四
百
六
十

二
号

四
百
六
十

一号
四
百
六
十

号 四
百
五
十

九
号

大
和
市

東
京
都

世
田
谷

区 茂
原
市

松
戸
市

越
谷
市

佐
久
市

今
市
市

新
発
田

市 新
潟
市

藤
沢
市

横
浜
市

富
津
市

成
田
市

入
間
市

伊
勢
崎

市 高
萩
市

柏
崎
市

福
島
県

双
葉
郡

浪
江
町

闇
市

狭
山
市

日
高
市

川

j
市

青
梅
市

羽
村
市

入

井
郡
城
山
町

八
王
子
市

秋

市

厚
木
市

神
奈
川
県
滓
久

藤
沢
市

茅
ヶ
崎
市

海
老
名

"
蠕
碎
(高
津
区
)

千
葉
県
夷
隅
郡
大
原
町

同
郡

大
多
喜
町

君
津
市

芹
川
汗

鎌
ケ
谷
市

船
稲
市

(小
室
町
)

志
木
市

富
士
見
市

新
座
市

所
沢
市

岩
槻
市

浦
和
市

与
野
市

馬
県
多
野
郡
中
里
村

埼
玉
県

児
玉
郡
児
玉
町

本
庄
市

長
野
県
南
佐
久
郡
佐
久
町

群

矢
板
市

大
田
原
市

栃
木
県

那
須
郡
黒
羽
町

茨
城
県
久
慈

郡
大
子
町

歴
君
旦
隷
卒

郡
巻
町

同
県
三
島
郡
仕
髓ご鰐

町 新
潟
県
北
蒲
原
郡
永
原
町

新

津
市

白
根
市

同
県
西
蒲
原

猪
苗
代
町

福
島
市

二
本
松

市

同
県
安
達
郡
岩
代
町

も
『メ;
力
襄
7
崩
町

岡
部
安

田
町

同
県
東
蒲
原
郡
津
川
町

喜
多
方
市

福
島
県
耶
麻
郡

新
潟
県
中
蒲
原
郡
亀
田
町

同

藤
沢
市

茅
ヶ
崎
市

海
老
名

市

厚
木
市

神
奈
川
県
津
久

井
郡
城
山
町

八
王
子
市

秋

j
市

青
梅
市

羽
村
市

入

間
市

狭
山
市

日
高
市

川

越
市

鶴
ケ
島
市

坂
戸
市

四
百
五
十

八
号

四
百
五
十

七
号

四
百
五
十

六
号

四
百
五
十

五
号

四
百
五
十

四
号

四
百
五
十

三
号

四
百
五
十

-古芍
四
百
五
十

一号
四
百
五
十

号 四
百
四
十

九
号

新
庄
市

一関
市

盛
岡
市

盛
岡
市

八
戸
市

札
幌
市

夕
張
市

留
萌
市

旭
川
市

上
山
市

白
石
市

宮
城
県

本
吉
郡

本
吉
町

岩
手
県

下
閉
伊

郡
岩
泉

町 青
森
県

南
津
軽

郡
大
鰐

町 伊
達
市

旭
川
市

滝
川
市

紋
別
市

仙
台
市
(苛
難
儀
)

悔
鳴
磐

田
郡
川
崎
町

宮
城
県
栗
原
郡
花
山
村

同
郡

一迫
町

同
県
玉
造
郡
岩
出
山

町

同
県
加
美
郡
中
新
田
町

和
町

北
上
市
(口
内
町
)

江
刺
市

同
県
東
磐
井
郡
大
東

町

岡
部
千
厩
町

宮
城
県
登

米
郡
東
和
町

市
(高
松
)

同
県
和
賀
郡
東

岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町

花
巻

･

鹿
角
郡
小
坂
町

青
森
県
南
澤

軽
部
平
賀
町

黒
石
市

上
北
郡
十
和
田
湖
町

秋
田
県

青
森
県
三
戸
郡
五
戸
町

同
県
、

鎭
美
内
)

苫
小
牧
市

北
海

道
有
珠
郡
大
滝
村

恵
庭
市
(盤
尻
)

千
歳
市
(

三
笠
市

芦
別
市

北
海
道
浜
益
郡
浜
益
村

同
道

樺
戸
郡
新
十
津
川
町

紋
別
郡
白
滝
村

同
郡
遠
軽
町

同
郡
上
湧
別
町

愛
別
町

岡
部
上
川
町

同
道

北
海
道
上
川
郡
比
布
町

同
部

(略
)

四
百
四
十

九
号

(略
)

11‘‐
締鯛祠
山馴刊
燻潮薊市辻胤彬操輌瀰汕“

八
号



四
百
七
十

四
号

四
百
七
十

-二O芍
四
百
七
十

-首
肯

四
百
七
十

一号
四
百
七
十

号 四
百
六
十

九
号

四
百
六
十

八
号

飯
田
市

蒲
郡
市

新
湊
市

羽
咋
市

輪
島
市

御
殿
場

市 横
浜
市

静
岡
県

引
佐
郡

引
佐
町

静
岡
県

榛
原
郡

相
良
町

八
幡
町

郡
上
郡

岐
阜
県

上
宝
村

岐
阜
県

吉
城
郡

礪
波
市

山
梨
県

南
巨
摩

郡
富
沢

町 木
更
津

市

県
磐
田
郡
水
窪
町

同
郡
佐
久

長
野
県
下
伊
那
郡
上
村

静
岡

榛
原
郡
中
川
根
町

同
郡
金
谷

町 郡
佐
久
間
町

天
竜
市

同
県

岡
崎
市

愛
知
県
東
加
茂
郡
下

山
村

同
県
北
設
楽
郡
設
楽
町

岡
部
東
栄
町

静
岡
県
磐
田

同
県
大
野
郡
清
見
村

同
郡
荘

村

同
郡
古
川
町

高
山
市

八
尾
町

岐
阜
県
吉
城
郡
河
合

富
山
県
婦
負
郡
婦
中
町

同
郡

阜
爆
音
昂
君
河
合
村

同
郡
古

川
町

同
郡
神
岡
町

町

同
県
婦
負
郡
八
尾
町

岐

都
市

富
山
県
東
砺
波
郡
庄
川

石
川
風
月
野
郡
押
水
町

小
矢

,3t

l.

･･

七
尾
帝

氷
見
市

君
閃糾碎

富
山
県
西
礪
波
郡
福
岡
町

小

矢
部
市

･

裾
野
市

富
士
市

富
士
宮
市

同
県
長
生
郡
長
南
町

市
原

市

袖
ケ
浦
市

郡
大
栄
町

東
金
市

茂
原
市

つ
く
ば
市

牛
久
市

千
葉
県

香
取
郡
下
総
町

成
田
市

同

境
町

岩
井
市

水
海
道
市

茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
村

同
郡

菖
蒲
町

久
喜
市

幸
手
市

市

北
本
市

同
県
南
埼
玉
郡

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町

桶
川

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町

桶
川

絹
率
欄濶剤
帷
“
鼾
戦逐
髄
攝
離
.

茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
村

同
郡

境
町

岩
井
市

水
海
道
市

つ
く
ば
市

牛
久
市

千
葉
県

香
取
郡
下
総
町

成
田
市

同

郡
大
栄
町

東
金
市

茂
原
市

同
県
長
生
郡
長
南
町

市
原

市

袖
ケ
浦
市

囃
繊
麗
嚇

四
号

四
百
八
十

一号
四
百
八
十

号 四
百
七
十

九
号

四
百
七
十

八
号

四
百
七
十

七
号

四
百
七
十

六
号

四
百
七
十

五
号

関
西
国

際
空
港

和
泉
市

豊
中
市

宮
津
市

四
日
市

市 大
野
市

豊
田
市

泉
佐
野

市
上
之

郷 有
田
市

大
阪
市

住
之
江

区 京
都
府

久
世
郡

久
御
山

町 池
田
市

敦
賀
市

四
日
市

市

中
郡
峰
山
町

脛
拝
禽
聾
者
ク

美
浜
町

兵
庫
県
出
石
郡
但
東

京
都
稀
舒
嬰
君
ヂ
後
町

同
府

高
野
町

岡
部
花
園
村

同
県

有
田
郡
金
屋
町

県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町

同
郡

和
歌
山
県
那
賀
郡
那
賀
町

同

区

同
門
;
月
崚

鰕
T
-"
9

区 吹
田
市

守
口
市

大
阪
市
旭

井
郡
和
知
町

同
離
瑞
穂
町

岡
部
丹
波
町

岡
部
園
部
町

同
郡
八
木
町

亀
岡
市

京
都

市

長
岡
京
市

同
府
乙
訓
郡

大
山
崎
町

八
幡
市

舞
鶴
市

綾
部
市

京
都
府
船

京
北
町

同
府
船
井
郡
八
木
町

岡
部
園
部
町

亀
岡
市

川

西
市

大
津
市
(真
野
)

京
都
市
(

左
京
区
)

京
都
府
北
桑
田
郡

町

近
江
八
幡
市

守
山
市

県
蒲
生
郡
日
野
町

岡
部
竜
王

三
重
県
三
重
郡
菰
野
町

滋
賀

福
井
県
今
立
郡
池
田
町

同
県

南
条
郡
今
庄
町

重
県
員
弁
郡
大
安
町

同
郡
東

員
町

本
巣
郡
糸
貫
町

大
垣
市

三

潅
加
在
庁

関
市

岐
阜
市

岐
阜
県
山
県
郡
高
富
町

同
県

戸
市

土
岐
市

可
児
市

美

愛
知
県
西
加
茂
郡
藤
岡
町

瀬

戸
市

土
岐
市

可
児
市

美

輻
酊
市
網吊
爛
群
群

重
県
員
弁
郡
大
安
町

同
郡
東

員
町

町

同
郡
出
石
町

豊
岡
市



四
百
九
十

号 四
百
八
十

九
号

四
百
八
十

八
号

四
百
八
十

七
号

四
百
八
十

六
号

四
百
八
十

五
号

四
百
八
十

四
号

四
百
八
十

三
号

四
百
八
十

-百芍

宇
部
市

新
南
陽

市
大
神

三
丁
目

益
田
市

呉
市

総
社
市

島
根
県

隠
岐
郡

布
施
村

備
前
市

豊
岡
市

宮
津
市

萩
市

山
口
県

阿
武
郡

阿
東
町

廿
日
市

市 広
島
市

東
広
島

市 松
江
市

高
梁
市

氷
上
郡

春
日
町

兵
庫
県

米
子
市

山
口
県
美
祢
郡
美
東
町

徳
山
市

山
口
県
佐
波
郡
徳
地

町 広
島
県
佐
伯
郡
吉
和
村

同
郡

湯
来
町

広
島
県
安
芸
郡
音
戸
町

同
県

佐
伯
郡
能
美
町

同
県
安
芸
郡

江
田
島
町

幅
附
し

情
婦
賀
茂
謝
大
和
町

同
都
豊
栄
町

町

福
山
市

府
中
市

同
県

御
調
郡
御
調
町

三
原
市
(八

井
原
市

広
島
県
深
安
郡
神
辺

西
ノ
島
町

同
県
八
束
郡
美
保

関
町

島
根
県
隠
岐
郡
西
郷
町

岡
部

御
津
郡
建
部
町

岡
部
加
茂
川

町 岡
山
県
赤
磐
郡
吉
井
町

同
県

和
田
山
町

同
郡
止
東
町

同

県
氷
上
郡
青
垣
町

同
郡
氷
上

町 兵
庫
県
城
崎
郡
日
高
町

同
県

養
父
郡
八
鹿
町

同
県
朝
来
郡

岡
山
県
真
庭
郡
中
和
村

同

郡
八
束
村

鳥
取
県
日
野
郡
江

府
町

同
県
城
崎
郡
日
高
町

同
県
美

方
郡
村
岡
町

鳥
取
県
八
頭
郡

若
桜
町

岡
部
八
東
町

同
郡

用
瀬
町

岡
山
県
苫
田
郡
上
鷲

原
村

鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町

同
県
城
崎
郡
日
高
町

同
県
美

五
百
一号

五
百
号

四
百
九
十

九
号

四
百
九
十

八
号

四
百
九
十

七
号

四
百
九
十

六
号

四
百
九
十

五
号

四
百
九
十

四
号

四
百
九
十

三
号

四
百
九
十

二
号 一号

大
牟
田

市 別
府
市

長
崎
市

鹿
島
市

福
岡
市

行
橋
市

北
九
州

市 松
山
市

高
知
市

高
松
市

下
関
市

宇
土
市

鳥
栖
市

阿
久
根

市 佐
世
保

市 武
雄
市

日
田
市

福
岡
市

須
崎
市

高
知
県

安
芸
郡

東
洋
町

長
岡
郡

大
豊
町

高
知
県

大
津
郡

油
谷
町

荒
尾
市

熊
本
県
玉
名
郡
長
洲

町

玉
名
市

熊
本
市

同
県
朝
倉
郡
小
石
原
村

甘

木
市

小
郡
市

国
町

福
岡
県
京
都
郡
犀
川
町

下
毛
郡
本
耶
馬
渓
町

同
郡
山

大
分
県
宇
佐
郡
院
内
町

同
県

長
崎
県
西
彼
杵
郡
野
母
崎
町

武
雄
市

伊
万
里
市

津
市

伊
万
里
市

松
濤
市

長
崎
県
北
松
浦
郡
江
迎
町

同

郡
佐
々
町

佐
日
‐銭
市

佐
賀
県
東
松
浦
郡
浜
玉
町

唐

福
岡
県
京
都
郡
犀
川
町

大
分

県
下
毛
郡
止
匡
町
.

福
岡
県
宗
像
郡
玄
海
町

繹
吾
川
劃
港
打
町
.
同
郡
吾
川

村

同
県
高
岡
郡
佐
川
町

愛
媛
県
温
泉
郡
川
内
町

高
知

芸
郡
奈
半
利
町

同
郡
北
川
村

南
国
市

安
芸
市

高
知
県
安

郡
木
屋
平
村

同
県
三
好
郡
東

祖
谷
山
村

徳
島
県
美
馬
郡
穴
吹
町

同

塩
江
町

同
県
大
臣
酬
三
木
町

香
月
帰
香
川
郡
西
川
町
‘
同
郡

-
-

下
関
市

大
津
郡

山
口
県
豊
浦
郡
豊
田
町

一号

I
1I1

四
百
八
十

l
l
-

コ
矧

宮津市
米子市
勘硼鞠問繍郡鳰煎膿八廳鰤

用
瀬
町

岡
山
県
苫
田
郡
上
鷲

原
村

鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町

岡
山
県
真
庭
郡
中
和
村

岡

部
八
束
村

鳥
取
県
日
野
郡
江

1
l
1
l

山
口
県

四
百
九
十

五
百
二
号

臼
杵
市

竹
田
市

大
分
県
大
野
郡
野
津
町

同
郡



五
百
七
号

五
百
六
号

五
百
五
号

五
百
四
号

五
百
三
号

糸
満
市

那
覇
空

港 沖
縄
県

国
頭
郡

本
部
町

鹿
屋
市

熊
本
県

阿
蘇
郡

高
森
町

那
覇
市

沖
縄
県

中
頭
郡

西
原
町

名
護
市

鹿
児
島

県
出
水

郡
野
田

町 日
向
市

沖
縄
県
島
尻
郡
具
志
頭
村

同

郡
南
風
原
町

沖
縄
県
島
尻
郡
豊
見
城
村

同

郡
南
風
原
町

沖
縄
県
国
頭
郡
今
帰
仁
村

分
市

同
郡
隼
人
町

同
県
薩

摩
郡
宮
之
城
町

鹿
児
島
県
姶
良
郡
福
山
町

国

褒
國
E
杵
郡
五
ケ
瀬
町

同
県

東
臼
杵
郡
諸
塚
村

同
郡
西
郷

村

同
郡
東
郷
町

熊
本
県
阿
蘇
郡
蘇
陽
町

宮
崎



一
ま
え
が
き

近
つ
淡
海
の
国
と
い
う
美
し
い
古

名
を
も
つ
近
江
国

(滋
賀
県
)
は
、

日
本
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
し
、
周

囲
は
、
比
叡
･
比
良
･
伊
吹
･
鈴
鹿

等
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
そ
の
中
央
に

は
、
日
本

一
の
湖
･
琵
琶
湖
を
有
す

る
山
紫
水
明
の
地
で
あ
る
。

湖
の
面
積
は
、
約
六
八
〇
平
方
懸

で
、
県
土
面
積
の
約
六
分
の
一
を
占

め
、
そ
の
水
量
は
、
二
七
五
億
t
あ

り

"近
畿
の
水
瓶
"
と
称
さ
れ
て
い

ろ
↓。琵

琶
湖
に
注
ぐ
河
川
は
、
三
一〇

程
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
流
れ
出
る
河

川
は
、
瀬
田
川
だ
け
で
あ
る
。
翁
比
琶

湖
疎
水
を
除
く
。)

も
と
も
と
川
幅
は
、
そ
れ
ほ
ど
広

く
な
く
、
河
床
も
浅
か
っ
た
こ
の
川

に
架
か
る
橋
は
、
明
治
二
二
年
ま
で

は
唐
橋
以
外
に
な
か
っ
た
。

瀬
田
川
に
橋
が
架
か
っ
た
年
代
は
、

不
詳
で
あ
る
が
、
今
か
ら
千
数
百
年

前
に
丸
木
橋
ら
し
き
も
の
が
あ
っ
た

と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
架
橋

位
置
や
そ
の
構
造
、
名
称
な
ど
は
定

か
で
な
い
。

こ
の
地
は
、
古
来
か
ら
、
京
の
都

と
東
国
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、

軍
事
上
の
要
害
と
し
て
位
置
し
て
い

た
た
め
、
時
の
天
下
人
の
最
重
要
地

点
と
な
り
、
戦
国
時
代
に
は
、
｢唐
橋

を
制
す
る
も
の
は
、
天
下
を
制
す
。｣

と
い
わ
れ
、
戦
乱
の
度
に
、
橋
桁
が

落
と
さ
れ
た
り
、
焼
か
れ
た
り
し
て

き
た
。

戦
国
の
名
将
武
田
信
玄
も
、
上
洛

の
途
上
病
に
倒
れ
生
涯
を
閉
じ
る
際
、

そ
の
子
を
枕
元
に
呼
び

｢瀬
田
橋
に

風
林
火
山
の
我
が
旗
を
立
て
よ
｣
と

遺
言
し
た
と
言
う
。

江
戸
幕
府
は
、
他
に
橋
を
か
け
る

こ
と
を
禁
じ
、
膳
所
城
主
に
保
護
管

理
の
任
務
を
課
し
た
。

云
草
津

　
　、第

滋賀県 ･唐橋付近位置図

歴史をきざむ日本の名橋
一瀬田唐橋(主要地方道大津能登′lI長浜線)-

滋 賀 県
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そ
の
一
方
、
近
江
八
景

"
瀬
田
の

夕
照
“
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
そ
の
美

し
い
風
景
は
、
こ
の
地
を
訪
れ
る

人
々
の
心
を
な
ご
ま
せ
、
画
人
遊
子

の
手
に
よ
り
幾
多
の
名
画
や
詩
歌
が

生
ま
れ
て
い
る
。

二

戦
乱
の
脛
･史

山
一
つ
こ
え
れ
ば
、
京
や
奈
良
の

都
と
い
う
場
所
に
あ
り
、
昔
か
ら

様
々
な
歴
史
の
興
亡
に
巡
り
会
っ
て

き
た
。

仁
申
の
乱

(六
七
二
年
)
で
、
大

海
人
皇
子

(天
武
天
皇
)
が
、
美
濃

か
ら
瀬
田
ま
で
攻
め
上
っ
た
と
き
、

ゆ
き
艦

　　
　　　

　
　
　

　

,事
rん

、

大
友
皇
子
は
、
唐
橋
に
陣
を
構
え
、

橋
を
切
り
落
と
し
た
と
『日
本
書
紀
』

に
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
れ
が
戦
の

た
め
に
、
唐
橋
が
切
り
落
と
さ
れ
た

最
初
だ
と
言
う
。

そ
の
後
も
、
木
曽
義
仲
が
鎌
倉
勢

の
追
撃
を
受
け
た
寿
永
の
戦
い

(
一

一
八
四
年
)
･
鎌
倉
時
代
の
佐
々
木

一
族
が
敵
味
方
に
分
か
れ
て
戦
っ
た

承
久
の
乱

(
一
一
三

一
年
)
･足
利
尊

氏
の
軍
勢
が
死
闘
を
繰
り
広
げ
た
建

武
の
戦

(
一
三
三
六
年
)
等
、
多
く

の
戦
乱
の
舞
台
と
な
り
、
唐
橋
は
、

幾
度
も
赤
い
血
潮
に
染
め
ら
れ
た
。

い
か
に
軍
事
上
、
交
通
上
極
め
て
重

~ ~ ~ ÷豪遊}…△
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要
な
橋
で
あ
っ
た
か
が
推
測
爲
き
る
。

三

織
田
信
長
と
唐
橋

安
土
桃
山
時
代
に
入
り
、
天
正
三

年

(
一
五
七
五
年
)
天
下
統
一
の
た

め
入
京
し
た
織
田
信
長
は
、
近
く
の

瀬
田
城
主
山
岡
景
隆
ら
に
命
じ
て
、

栃
木
村
山
中
か
ら
材
木
を
取
り
寄
せ
、

長
さ
が
、
一
八
〇
間
(約
三
五
0
m
)

幅
が
、
四
間

(七
･
二
m
)
の
こ
の

橋
を
わ
ず
か
九
〇
日
間
の
突
貫
工
事

で
完
成
さ
せ
、
天
下
人
の
名
声
を
あ

げ
た
と
い
う
。

橋
の
中
央
に
は
、
通
行
人
の
た
め

の
休
憩
所
を
設
け
、
唐
金
擬
宝
珠
や

桁
隠
し
を
施
し
、
大
蔵
橋
の
様
な
ゆ

る
や
か
な
勾
配
を
も
っ
た
優
雅
な
唐

橋
が
で
き
た
と
い
う
。

橋
が
竣
工
し
た
翌
年
、
天
正
四
年

の
正
月
に
安
土
城
を
築
城
し
た
信
長

は
、
そ
れ
か
ら
七
年
後
、
備
中
高
松

の
毛
利
攻
め
を
し
て
い
る
豊
臣
秀
吉

の
応
援
の
た
め
、
こ
の
橋
を
渡
り
京

に
着
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
二
日
後
、
本
能
寺

で
明
智
光
秀
の
襲
撃
に
よ
り
亡
く
な

っ
た
。

謀
反
に
成
功
し
た
光
秀
は
、
安
土

城
を
占
領
に
近
江
へ
入
っ
て
き
た
。

そ
れ
に
た
い
し
、
瀬
田
城
主
は
、
唐

橋
を
焼
き
落
と
し
光
秀
の
安
土
入
り

を
拒
ん
だ
。

こ
の
焼
失
し
た
唐
橋
を
架
け
た
の

は
、
秀
吉
で
、
現
在
の
よ
う
な
大
橋
、

小
橋
の
二
橋
に
な
っ
た
の
も
こ
の
時

だ
と
言
う
説
が
有
力
で
あ
る
。

江
戸
時
代
、
橋
は
幕
府
の
掌
管
で
、

保
護
管
理
も
膳
所
藩
の
重
要
任
務
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
一
六
回
の
架
換
え

後
、
明
治
を
迎
え
た
。

四

木
橋
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
へ

明
治
二
八
年
に
竣
工
し
て
以
来
、

歳
月
を
経
る
こ
と
二
〇
有
余
年
、
木

橋
の
瀬
田
橋
は
、
そ
の
腐
朽
が
甚
だ

し
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
く
道
路

法
が
制
定
さ
れ
、
新
し
い
道
路
構
造

規
格
の
基
本
が
定
め
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
、
た
ち
ま
ち
応
急
手
当
を
し
て

維
持
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
大
正
八
年

(
一
九
一
九

年
)
四
月
法
制
定
、
一
二
月
に
道
路

構
造
令
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
唐
橋
は
、
こ
の
規
定
に
準
じ
、

堅
牢
か
つ
耐
久
力
に
富
ん
だ
構
造
と

す
る
こ
と
。
他
方
、
日
本
三
名
橋
(宇

治
橋
･
山
崎
橋
)
と
し
て
、
そ
の
形

態
に
は
努
め
て
古
来
の
風
姿
を
忍
ぶ

よ
う
、
特
に
慎
重
に
考
慮
さ
れ
大
正

九
年
事
業
化
さ
れ
た
。

大
正
一
三
年
竣
工
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
木
橋
で
あ
っ
た
唐
橋
が
、
こ
の

架
換
え
に
よ
っ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
-

ト
構
造
に
な
っ
た
。

地
震
を
考
慮
し
た
下
部
工
や
桧
材

で
被
覆
し
周
囲
の
調
和
を
考
慮
し
た

桁
隠
し
、
あ
る
い
は
、
高
欄
と
の
調

和
や
古
来
の
型
態
を
存
置
す
る
必
要

か
ら
橋
面
は
敷
板
張
り
で
施
工
し
て

い
る
。

こ
の
橋
は
、
昭
和
三
九
年
主
桁
の

一
部
補
強
や
床
版
の
打
替
え
が
さ
れ

た
。折

し
も
こ
の
年
に
は
、
下
流
三
〇

0
m
の
地
点
に
名
神
高
速
道
路
の
瀬

田
大
橋
が
架
僑
、
ま
た
、
昭
和
三
四

年
に
は
、
唐
橋
か
ら
上
流
三
〇
0
m

の
地
点
に
国
道
百
万
バ
イ
パ
ス
瀬
田

川
大
橋
が
竣
工
し
て
い
る
な
ど
、
瀬

田
川
を
渡
る
交
通
の
流
れ
が
、
大
き

く
変
化
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。

五

昭
和
の
｣架
換
え

大
正
一
三
年
の
架
換
え
以
来
約
五

〇
年
を
経
過
し
た
唐
橋
は
、
昭
和
四

八
年
九
月
に
は
、
通
行
車
両
の
荷
重

制
限
を
行
う
な
ど
で
ど
う
に
か
交
通

の
安
全
を
図
っ
て
い
た
が
、
日
毎
に

危
険
は
増
大
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
昭
和
四
九
年
度
、
国

庫
補
助
橋
梁
整
備
事
業
と
し
て
こ
の

名
橋
の
架
換
え
工
事
が
着
手
さ
れ
た
。

架
換
え
に
つ
い
て
は
、
旧
橋
の
歴

史
的
文
化
財
価
値
お
よ
び
景
観
の
保

全
に
努
め
る
た
め
、
｢瀬
田
唐
橋
架
換

対
策
委
員
会
｣
を
設
置
、
橋
梁
の
構

造
力
学
か
ら
あ
る
い
は
歴
史
家
、
美

術
家
等
の
各
々
の
専
門
学
識
経
験
者

等
で
、
慎
重
な
協
議
が
さ
れ
、
設
計

が
行
わ
れ
た
。

こ
の
委
員
会
の
審
議
過
程
で
特
に

議
論
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
径
間
長

で
、
そ
れ
に
と
も
な
う
桁
高
･
橋
脚

日本の道↑00選より脉"′““↑



瀬
田
橋
本
町

750
橋
主

小
5

唐橋の現況(昭和54年竣工)の一般図

躯
体
の
外
観
形
状
で
あ
っ
た
。

唐
橋
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
江
戸
時
代

に
描
か
れ
た
広
重
の
画
で
も
橋
脚
数

の
多
い
短
径
間
で
有
り
、
古
来
の
姿

を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
保
存
す
る
た

め
に
短
径
間
長
が
望
ま
れ
る
。
が
、

疎
通
を
目
的
と
し
た
河
川
工
作
物
設

置
基
準
の
意
向
と
相
反
す
る
た
め
、

模
型
や
比
較
図
を
作
成
し
詳
し
く
検

討
す
る
と
と
も
に
、
河
川
管
理
者
と

も
調
整
し
て
最
終
的
に
別
図
の
と
お

り
の
径
間
に
決
定
し
た
。

上
部
構
造
は
、
決
定
さ
れ
た
径
間

長
に
基
き
、
桁
高
を
で
き
る
限
り
低

く
し
、
側
面
か
ら
み
た
感
じ
を
で
き

る
だ
け
ス
レ
ン
ダ
ー
と
な
る
よ
う
に

し
た
。
ま
た
、
古
来
の
太
鼓
型
の
イ

メ
ー
ジ
を
残
す
六
パ
ー
セ
ン
ト
放
物

線
縦
断
線
形
を
確
保
し
た
。

基
本
的
な
構
造
は
、
旧
来
の
も
の

と
同
じ
と
し
、
擬
宝
珠
は
、
銘
の
入

っ
た
旧
の
も
の
を
用
い
、
そ
の
支
間

は
、
模
型
な
ど
で
検
討
さ
れ
た
結
果
、

脚
柱
の
線
に
合
わ
せ
、
ま
た
径
間
の

中
央
に
も
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

橋
脚
は
、
水
上
部
の
見
え
る
部
分

ま
、
旧
橋
の
よ
う
な
鳥
居
型
の
躯
体

に
す
べ
き
と
の
委
員
会
の
意
見
に
よ

り
、
そ
の
意
匠
に
は
気
を
使
い
、
受

け
梁
、
柱
、
貫
に
つ
い
て
、
そ
の
本

数
お
よ
び
寸
法
を
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
･
ラ
ー
メ
ン
構
造
に
よ
り
力

学
的
な
解
を
得
て
、
旧
橋
の
構
造
形

状
に
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
た
。

橋
台
は
、
逆
T
式
で
、
法
囲
石
積

は
、
旧
橋
の
古
典
的
形
状
に
合
わ
せ
、

旧
橋
の
石
を
用
い
、
通
称
お
寺
勾
配

と
称
す
る
反
り
を
つ
け
施
工
し
た
。

こ
う
し
て
、
総
額
約
一
八
億
円
を

投
資
し
た
昭
和
の
唐
橋
は
、
四
年
四

ヶ
月
の
工
期
で
昭
和
五
四
年
七
月
そ

の
華
麗
な
姿
を
水
面
に
映
し
出
し
た
。

六

唐
橋
の
遺
稿
発
掘

昭
和
六
三
年
六
月
末
、
現
唐
橋
架

橋
位
置
よ
り
下
流
約
八
0
m
の
位
置

唐橋全景(昭和54年竣工)



で
、
水
面
下
約
三
･
五
m
地
点
か
ら

奈
良
時
代
の
橋
脚
の
遺
稿
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
木
造
構
造
物
が
発
掘

さ
れ
、
当
時
の
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し

た
。も

と
も
と
こ
の
調
査
は
、
建
設
省

に
よ
る
瀬
田
川
浚
藻
工
事
に
先
立
っ

て
滋
賀
県
教
育
委
員
会
に
よ
り
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
橋
の
基
礎
構
造
物
、

橋
脚
台
、
大
量
の
石
群
等
が
発
見
さ

れ
、
日
本
の
古
代
か
ら
近
世
ま
で
を日本の道100選記念顕彰碑

含
め
た
橋
の
中
で
も
例
の
な
い
ほ
ど

の
大
規
模
な
も
の
で
、
壬
申
の
乱
の

際
の
瀬
田
橋
と
の
関
連
も
想
定
で
き
、

歴
史
的
に
も
興
味
深
い
と
注
目
を
集

め
た
。

七

あ
と
が
…き

数
々
の
歴
史
を
刻
み
込
ん
で
き
た

唐
橋
。

｢幾
代
経
ぬ
ら
む

瀬
田
の
唐
橋
｣

名
神
高
速
道
路
、
京
滋
B
･
P
、

国
道
一
号
、
J
R
東
海
道
新
幹
線
、

"彎
鱗
ね
4 本の枕土台で囲まれた内側の割栗石の状況

J
R
東
海
道
本
線
、
等
の
橋
に
挟
ま

れ
、
か
つ
て
の
瀬
田
川
に
架
か
る
唯

一
の
橋
と
し
て
重
要
だ
っ
た
こ
の
橋

も
だ
ん
だ
ん
影
が
薄
く
な
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
な
か
、昭
和
六
一
年
｢道

の
日
｣
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
日

本
の
道
則
選
の
一
つ
に
、
歴
史
性
に

富
ん
だ
道
路
と
し
て
こ
の
唐
橋
が
選

定
さ
れ
、
こ
の
橋
の
歴
史
に
新
し
い

一
ペ
ー
ジ
を
記
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
、
昭
和
六
二
年
八
月
七
日
こ
の
橋

の
畔
に
、
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
、
そ

の
除
幕
式
が
関
係
者
多
数
の
出
席
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
を
機
に
、
な
お
一
層
歴
史
の

重
み
、
意
義
、
重
要
性
を
再
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(滋賀県教育委員会･側滋賀県文化財保護協会)

唐橋遺跡想像図
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は
じ
め
に

宮
崎
市
は
、
太
古
伊
弊
諾
尊
が
筑

紫
の
日
向
の
橘
の
小
戸
の
阿
波
岐
原

で
藏
祓
を
さ
れ
た
と
い
う
神
話
を
は

じ
め
、
神
武
天
皇
の
皇
居
跡
と
伝
え

ら
れ
る
旧
蹟
等
古
く
か
ら
民
族
発
祥

の
神
話
に
い
ろ
ど
ら
れ
て
、
そ
の
神

韻
ゆ
か
し
い
伝
承
が
数
多
く
残
さ
れ

た
日
本
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
｢太
陽
と
緑
｣
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
太
平
洋
を
流
れ
る
黒

潮
に
よ
っ
て
温
暖
な
気
候
風
土
に
恵

ま
れ
、
真
冬
に
も
ほ
と
ん
ど
雪
を
見

る
事
は
な
く
、
ピ
ロ
ー
樹
な
ど
が
自

生
す
る
青
島
や
国
定
公
園
に
つ
ら
な

る
風
光
は
、
ま
さ
に
南
国
的
色
彩
に

富
み
、
本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
は
年

間
五
八
〇
万
人
を
こ
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
温
暖
な
気
候
と
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
神
話
の
国
宮

崎
は
、
市
民
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
中

で
育
く
ま
れ
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
観

光
都
市
と
し
て
成
長
し
て
き
た
。

こ
の
観
光
宮
崎
を
代
表
す
る
景
勝

地
の
一
つ
が
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
並

木
道
、
川
原
通
線
で
あ
る
。

こ
の
川
原
通
線
は
、
宮
崎
市
の
中

央
部
を
流
れ
る
大
淀
川
に
か
か
る
国

道
二
二
〇
号
線
の
橋
橋
北
詰
か
ら
川

岸
に
沿
っ
て
走
る
約
八
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
市
道
で
あ
る
。
大
淀
川
護
岸
と

道
路
の
間
に
は
、
青
緑
の
芝
生
の
中

に
数
十
本
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
大
木

フェニックスの並木道と大淀川

フェニックスの並木道
- - 橘公園通り (川原通線)

宮 崎 市

決、べ
き
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が
整
然
と
植
栽
さ
れ
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
赤
と
白
、
青
と
白
と
で
カ
ラ
フ

ル
に
配
色
さ
れ
た
ロ
ン
ブ
ル
が
設
け

ら
れ
、
｢橘
公
園
｣
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
る
。
道
路
に
面
し
て
建
ち
並
ぶ

一
流
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
、
と
う
と
う

　
　　
　
　
　
　
　　

こ事
鰤讓
を鬘
杉
に
瀞
を
麩
影
事
をぞで

き
琺
ぜ

ひ

き
J渓
!
鬘
さ
な
ぞ絨
ば

　　
　　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

褻

と
流
れ
る
大
淀
川
、
遠
望
の
高
千
穂

の
峰
な
ど
の
霧
島
山
糸
の
風
景
が
み

ご
と
に
調
和
し
て
、
橘
公
園
と
一
体

と
な
っ
た
川
原
通
線
は
、
地
元
で
は

｢橘
公
園
通
り
｣
と
呼
び
親
し
ま
れ
、

観
光
客
や
市
民
が
散
策
を
楽
し
ん
でフェニックスの並木道

橘公園

い
る
。

橘
公
園
通
り
の
お
い
定
ち

現
在
の
川
原
通
線
周
辺
は
、
戦
前

に
は
旅
館
が
軒
を
並
べ
て
い
た
が
、

昭
和
二
〇
年
の
空
襲
で
焼
け
野
原
と

な
っ
た
。
昭
和
二
一
年
、
県
施
行
の

戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
と
と

も
に
、
川
原
通
線
は
、
宮
崎
復
興
都

市
計
画
道
路
五
○
路
線
の
内
の
一
つ

と
し
て
、
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

昭
和
二
二
年
、
土
地
区
画
整
理
事
業

の
中
で
県
と
地
元
と
の
熱
心
な
話
し

合
い
の
結
果
、
川
原
通
線
と
公
園
の

用
地
が
確
保
さ
れ
た
。
公
園
の
名
称

は
、
当
時
の
日
向
観
光
協
会
が
公
募

し
て
決
め
ら
れ
、
最
も
多
か
っ
た
の

が

｢た
ち
ば
な
公
園
｣
で
次
が

｢淀

公
園
｣
で
あ
っ
た
。
同
年
開
園
し
た

が
、
昭
和
二
九
年
一
〇
月
一
五
日
か

ら
の
南
国
宮
崎
産
業
観
光
大
博
覧
会

を
機
に
、
宮
崎
交
通
の
岩
切
章
太
郎

氏
よ
り
、
将
来
の
新
し
い
観
光
宮
崎

の
実
現
を
目
指
し
て
、
五
〇
本
の
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
と
ロ
ン
ブ
ル
、
ベ
ン
チ

な
ど
の
寄
贈
が
な
さ
れ
、
南
フ
ラ
ン

ス
海
岸
の
カ
ン
ヌ
や
ニ
ー
ス
を
想
わ

せ
る
南
国
的
な
情
緒
あ
ふ
れ
る
河
畔

公
園
に
整
備
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
並
木
道
は
誕
生
し
、

現
在
、
本
市
に
よ
っ
て
大
切
に
維
持

管
理
さ
れ
、
そ
の
観
光
哲
学
は
、
｢岩

切
章
太
郎
賞
｣
と
し
て
歴
史
に
継
承

さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
九
年
、
川
端
康
成
は
、
日

本
の
美
し
さ
の
な
に
か
を
描
き
た
い

と
こ
の
地
を
訪
れ
、
橘
公
園
を
散
策

し
な
が
ら
、
｢た
ま
ゆ
ら
｣を
執
筆
し

た
。
こ
の
と
き
、
橘
公
園
通
り
沿
い

の
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら
の
夕
日
の
美
し

日本の邁争00選より跨弾“永'弾･表“製“~ '~“型#≦“



さ
に
感
動
し
て
、
そ
の
風
景
を
飽
き

る
こ
と
な
く
眺
め
て
過
ご
し
、
当
初
、

宮
崎
に
は
二
日
の
滞
在
の
予
定
で
あ

っ
た
も
の
が
、

一
五
日
間
に
も
及
ん

で
し
ま
っ
た
事
は
、
有
名
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
で
あ
る
。

そ
の
小
説
の
一
節
を
紹
介
す
る
。

二
人
は
川
べ
り
に
立
っ
て
、

夕
映
え
の
な
か
に
つ
つ
ま
れ
て

夕
映
え
を
な
が
め
た
。
夕
映
え

は
大
川
の
水
面
に
も
ひ
ろ
が
っ

て
来
て
い
た
。
静
か
な
水
の
色

が
夕
映
え
の
な
か
に
ふ
く
ら
ん

で
、
あ
た
た
か
く
溶
け
あ
っ
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

　
　　　　
　
　

　

　　
　　
　
　

　

　
　
　

　　
　

　

　
　　

　

　
　

′ふ
ま
り

を

･た 文学碑

高
く
な
い
山
波
は
川
上
へ
ゆ

る
や
か
に
低
く
な
っ
て
ゆ
く
。

そ
の
低
ま
り
の
果
て
に
、
日
が

沈
み
か
け
て
い
た
。
橘
橋
の
影

が
美
し
く
水
に
う
つ
っ
て
い
た
。

｢た
ま
ゆ
ら
L
は
、
昭
和
四
〇
年
春

か
ら
一
年
間
、
N
H
K
の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
と
し
て
全
国
に
放
送
さ
れ
、

宮
崎
へ
の
新
婚
旅
行
ブ
ー
ム
に
一
層

の
拍
車
を
か
け
た
。

に
ぎ
わ
い
と
い
こ
い

橘
公
園
通
り
は
祭
り
の
舞
台
で
も

あ
る
。
毎
年
八
月
に
催
さ
れ
る

｢み

や
ざ
き
夏
の
夜
ま
つ
り
｣
の
際
に
は

歩
行
者
天
国
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い

る
。み

や
ざ
き
夏
の
夜
ま
つ
り
は
、
観

光
産
業
の
高
揚
を
図
り
、
人
と
人
と

の
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
参
加
者
で
創
り
あ
げ
て
い
く

祭
り
を
目
指
し
て
催
さ
れ
る
。
警
察

音
楽
隊
や
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
、
県
内
外
の
特
産
物
や
手
作

り
品
の
バ
ザ
ー
ル
や
叩
き
売
り
も
あ

る
ふ
る
弐
･し
一方
全
中
、
ポ
ニ
テ
レ
港
桧
雪
わ

つり風景

ト

ノ"
′

　　　　　
　

　
　　　

　

　　
　　

　

　

′
、.
′
′
′

　

　　
　　
　

カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
や
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
彩
に
催

さ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
大
淀
川
に

浮
か
べ
た
鉄
船
か
ら
約
三
、
0
0
0

発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
｢
み
や
ざ
き
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ

ペ
タ

ー
が

｢
ヨ
｣本
･
ん
ら
ドは
ノし
ろ
｣春

一

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
メ
イ
ン

会
場
の
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
で
、

六
五
種
類
、
五
五
万
本
以
上
の
花
々

が
彩
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
際
に
は
、
橘
公
園
通

り
も
花
の
演
出
や
催
し
に
趣
向
を
こ

　

　　
　
　
　　
　



一
方
、
橘
公
園
に
は
、
大
淀
川
の

美
し
い
夕
映
え
を
印
象
づ
け
た
川
端

康
成
の

｢た
ま
ゆ
ら
｣
の
文
学
碑
を

は
じ
め
、

朝
ま
だ
き

す
ず
し
く
わ
た
る
橋
の
上
に

霧
島
ひ
く
く
沈
み
た
り
見
ゆ

と
こ
の
地
を
詠
ん
だ
歌
人
長
塚
節
の

歌
碑
、
郷
土
宮
崎
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

｢大
地
に
絵
を
描
く
｣情
熱
と
ロ
マ
ン

で
観
光
宮
崎
の
基
礎
を
作
り
上
げ
た

岩
切
章
太
郎
像
、
｢小

戸
の
渡
｣
の
史

跡
な
ど
十
余
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ夏の夜まつり ･フィナーレの花火と夜景

て
い
る
。
豊
か
に
流
れ
る
大
淀
川
を

な
が
め
な
が
ら
、
文
化
や
歴
史
に
ふ

れ
る
い
こ
い
の
ひ
と
と
き
を
も
つ
こ

と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
人
々
に
親
し
ま
れ
て

い
る
橘
公
園
通
り
は
、
大
淀
川
の

様
々
な
整
備
で
さ
ら
に
多
様
な
機
能

を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

大
淀
河
畔
河
川
整
備
構
想

建
設
省
に
お
い
て
、
橘
公
園
に
隣

接
す
る
大
淀
川
左
岸
の
堤
防
嵩
上
げ

工
事
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
現
在

の
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
水
辺
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
機
能
を
強
化
し
よ
う

と
い
う
構
想
が
策
定
さ
れ
た
。

こ
の
中
で
、
治
水
と
利
水
の
調
和

の
と
れ
た
良
好
な
水
辺
環
境
と
親
水

空
間
を
創
造
し
て

｢太
陽
と
緑
か
が

や
く
都
市
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
｣
の
創

出
を
図
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
構
想
に
お
け
る
四
つ
の
基
本
理

念
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

i

や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
の
あ

る
河
川
環
境
を
創
造
す
る
た
め
、

治
水
機
能
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

グン
〆
を

大淀河畔河川整備構想のイメージバース

　
　
　
　

　
　
　

　　

滋

を

さ壤
さん

　
　

　

　　
　

　
　　　

　
　
　

　
　
　
　

　

騒
ぎ
#
を
薪
こぎ
影

　　
　
　
　
　
　　　
　

　
　　

　　

　　

　　

　
　　　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

そ
ろ
り夕
方彰を
獺
滋
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"n箙
た
河
川
空
間
の
保
全
と
利
用
を

図
る
。

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
な
ど
に
よ
っ

て
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
ム
ー
ド

を
呈
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

個
性
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
宮
崎
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
強
調
す
る
。

花
と
緑
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
と
し
て
の
特
性
を
活
用
し
、

市
民
に
親
し
ま
れ
、
誇
り
と
な

る
水
辺
空
間
を
創
出
す
る
。

宮
崎
･
日
南
海
岸
リ
ゾ
ー
ト

構
想
に
お
け
る
国
際
海
浜
リ
ゾ

ー
ト
地
や
青
島
リ
ゾ
ー
ト
地
を

連
係
す
る
舟
の
接
岸
で
き
る
低

水
護
岸
整
備
、
宮
崎
の
自
然
を

結
ぶ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

整
備
、
宮
崎
神
宮
と
平
和
台
公

園
等
を
結
ぶ
緑
道
の
整
備
と
い

っ
た
海
や
山
や
都
市
と
の
広
域

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
。

銃
箋
がろ

　　
　
　

　
　
　

な
ぜ濫獲
滋

　
　
　

大.淀川のウインドサーフィン大会

大
淀
川
や
河
川
敷
は
、
市
民
緑
地

と
し
て
、
親
水
性
の
高
い
整
備
が
な

さ
れ
、
ま
た
、
七
〇
万
人
の
人
出
で

に
ぎ
わ
う

｢ま
つ
り
宮
崎
｣
や

｢納

涼
花
火
大
会
｣、
｢ウ

イ
ン
ド
サ
ー
フ

ィ
ン
大
会
｣
等
が
催
さ
れ
、
人
々
に

親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
整
備
に

よ
っ
て
、
橘
公
園
通
り
は
大
淀
川
と

の
連
係
が
強
化
さ
れ
、
さ
ら
に
人
々

と
の
親
愛
性
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

お
わ
り
に

本
市
は
、
第
二
次
宮
崎
市
総
合
計

画
の
中
で

｢活
力
と
う
る
お
い
に
満

ち
た
文
化
の
香
り
豊
か
な
ま
ち
!
み

や
ざ
き
･･じ
を
目
標
の
都
市
像
と
し

て
い
る
。
そ
の
基
本
方
向
は
、
緑
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
と
美
し
い
都
市
景

観
の
創
造
、
資
源
を
活
か
し
、
創
造

す
る
観
光
の
推
進
、
魅
力
あ
る
中
心

市
街
地
の
形
成
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
実
現
の
具
体
策
と
し
て
、
平

成
二
年
三
月
、
都
市
景
観
条
例
が
制

定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
宮
崎
ら
し
い
、

美
し
く
麩
か
ら
る
部
有
望
沢
硯
わ
杉
飢戊
【

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
都

市
景
観
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
都
市

景
観
形
成
地
区
を
指
定
し
、
市
民
や

事
業
者
や
行
政
が
協
力
し
て
、
そ
の

地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
形
成
の
計

画
と
基
準
を
定
め
る
な
ど
、
積
極
的

な
都
市
景
観
づ
く
り
を
進
め
る
も
の

で
あ
る
。

都
市
景
観
基
本
計
画
に
お
い
て
、

川
原
通
線
や
橘
公
園
一
帯
の
地
区
は
、

｢水
を
基
調
と
し
、緑
に
よ
っ
て
取
り

囲
れ
た
自
然
景
観
軸
｣
に
位
置
し
、

市
民
が
親
し
み
と
愛
情
を
抱
い
て
き

た
宮
崎
ら
し
い
景
観
で
あ
る
と
し
て

都
市
景
観
形
成
地
区
の
指
定
に
向
け
、

地
元
と
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

川
原
通
線
は
、
ホ
テ
ル
群
の
幹
線

道
路
と
し
て
、
ま
た
大
淀
川
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
人
と
物
を
運
ぶ

ば
か
り
で
な
く
、
人
々
に
親
し
ま
れ

な
が
ら
に
ぎ
わ
い
と
い
こ
い
の
空
間

を
創
出
し
、
市
民
の
熱
意
と
愛
情
に

よ
っ
て
本
市
の
目
標
と
す
る
都
市
像

の
実
現
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
く

重
要
な

｢道
｣
で
あ
る
。



18

月
･
日

世

界

の

動

き

o
世
界
最
大
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
米
ゼ
ネ
ラ
ル
･
モ
ー
タ
ー
ズ

(G
M
)
が
、
昨
年
一
年
間
の
決
算
で
四
四
億
五
、
二
〇
〇
万
ド
ル

の
赤
字
を
生
じ
た
と
発
表
。
こ
れ
ま
で
の
最
高
だ
っ
た
九
〇
年
(
一

九
億
八
、
五
〇
〇
万
ド
ル
)
の
二
倍
強
に
当
た
る
。
景
気
低
迷
に

よ
る
販
売
不
振
が
最
大
の
理
由
。

0
米
連
邦
航
空
局
に
よ
る
と
、
九
一
年
度
(九
〇
年
、
一
〇
月
-
九

一
年
九
月
)
の
米
航
空
業
界
の
運
送
実
績
は
、
前
年
度
を
一
･
七

%
下
回
っ
た
。
前
年
実
績
を
下
回
っ
た
の
は
第
一
次
世
界
大
戦
後

初
め
て
。

0
米
金
融
サ
ー
ビ
ス
協
会
に
よ
る
と
、
昨
年
一
年
間
の
米
国
の
個

人
破
産
申
告
件
数
は
、
前
年
比
二
一
･
五
%
増
の
約
八
七
万
二
、

0
0
0
件
に
達
し
、
過
去
最
高
。

o
米
商
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
一
九
九
一
年
の
米
国
の
経
常
収

支

(速
報
)
は
八
六
億
一
、
六
〇
〇
万
ド
ル
の
赤
字
。
赤
字
額
は

前
年
の
一
割
弱
に
ま
で
急
減
。
八
二
年
以
来
の
低
水
準
で
、
日
本

な
ど
の
湾
岸
戦
争
協
力
金
が
赤
字
減
ら
し
に
貢
献
。

o
関
税
貿
易
一
般
協
定

(ガ
ッ
ト
)
の
世
界
貿
易
動
向
の
年
次
報

告
に
よ
る
と
、
一
九
九
一
年
の
世
界
の
商
品
貿
易
は
、
数
量
ベ
ー

ス
で
前
年
比
三
%
増
で
、
九
〇
年
の
伸
び
率
五
%
を
下
回
っ
た
。

伸
び
率
の
低
下
は
三
年
連
続
。
九
一
年
の
世
界
最
大
の
輸
出
国
は

米
国
で
、
二
位
ド
イ
ツ
、
三
位
日
本
。

事

項

3 2

鰓
月
･
日

国
内
の
動

き

0
国
土
庁
長
官
の
私
的
諮
問
機
関
｢首
都
機
能
移
転
問
題
に
関
す

る
懇
談
会
｣
が
中
間
報
告
を
ま
と
め
、
東
家
長
官
に
提
出
し
た
。

報
告
は
東
京
か
ら
六
〇
キ
ロ
以
上
離
れ
た
地
域
に
人
口
六
〇
万
、

総
面
積
九
、
○
○
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
首
都
を
建
設
、
国
会
や
中

央
省
庁
を
移
転
す
る
。
用
地
費
五
兆
円
を
含
め
総
額
一
四
兆
円
と

移
転
費
用
を
試
算
し
て
い
る
。

0
通
産
省
の
一
九
九
一
年
の
第
三
次
産
業
活
動
の
動
向
に
よ
る
と
、

売
り
上
げ
や
家
計
調
査
な
ど
か
ら
計
算
し
た
総
合
指
数

(八
五
年

が
一
〇
0
)
は
、
一
三
五
･
0
で
前
年
比
三
･
0
%
増
。
第
一
次

石
油
危
機
の
七
四
年
の
一
･
二
%
減
に
次
ぐ
低
水
準
で
景
気
の
減

速
を
反
映
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
が
堅
調
だ
っ
た
の
に
対
し
、
広

告
業
な
ど
が
減
少
し
た
。

o
通
産
省
の
工
場
立
地
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
九
一
年
の
全
国
の

工
場
立
地

(
一
、
○
○
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
)
は
、
三
、
五
〇

一
件

(前
年
比
七
･五
%
減
)、
面
積
が
四
、
四
〇
六
万
平
方
メ
ー

ト
ル

(同
四
･
五
%
減
)
と
二
年
連
続
、
減
少
し
た
。

0
東
海
道
新
幹
線
に
最
高
時
速
二
七
〇
キ
ロ
の

｢
の
ぞ
み
｣
が
登

場
。
東
京
ー
新
大
阪
間
が
二
時
間
三
〇
分
に
。

0
経
済
企
画
庁
の
国
民
所
得
統
計
速
報
に
よ
る
と
、
一
九
九
一
年

一
0
j
一
二
月
期
の
国
民
総
支
出

(国
民
総
生
産
I
G
N
P
)
は
、

前
期
の
七
-
九
月
期
に
比
べ
て
実
質
で
マ
イ
ナ
ス
○
･
0
四
六
%

と
な
っ
た
。
年
率
に
換
算
す
る
と
マ
イ
ナ
ス
0
･
二
%
と
な
り
、

政
府
の
年
率
三
･
七
%
の
成
長
は
微
妙
に
な
っ
た
。

事

項

悠幼
月
･
日

道
路
行
政
の
動
き

0
第
三
一
回
道
路
審
議
会
基
本
政
策
部
会
開
催

0
中
国
自
動
車
道
加
西
I
C
開
通

0
東
北
自
動
車
道
羽
生
I
C
開
通

0
第
七
九
回
道
路
審
議
会
開
催

･
一
般
国
道
の
路
線
の
追
加
指
定
に
つ
い
て

0
隼
人
道
路
供
用
開
始

0
中
央
自
動
車
道
園
原
I
C
開
通

0
常
磐
自
動
車
道
流
山
I
C
開
通

0
東
海
北
陸
自
動
車
道
一
部
供
用
開
始

･
福
光
I
C
-
小
矢
部
砺
波
J
C
T

(
一
一
･
一
蹴
)

事

項
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ロ
ー
マ
か
ら
国
土
を
縦
断
し
て
イ
タ
リ
ヤ
半
島
の

突
端
に
達
す
る
ア
ツ
ピ
ア
街
道
は
、
紀
元
前
に
は
ロ

ー
マ
帝
国
拡
張
の
軍
事
道
路
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
紀

元
後
は
キ
リ
ス
ト
教
北
上
の
道
と
も
な
っ
た
。
ロ
ー

マ
の
旧
市
街
と
郊
外
を
隔
て
る
城
塞
の
一
つ
、
聖
セ

バ
ス
チ
ア
ン
門
を
出
る
と
全
長
五
〇
〇
余
キ
ロ
の
ア

ツ
ピ
ア
街
道
が
は
じ
ま
る
。

そ
し
て
今
、
交
通
渋
滞
が
は
げ
し
い
こ
の
街
道
を

し
ば
ら
く
行
く
と
、
古
い
煉
瓦
塀
が
右
手
に
あ
ら
わ

れ
る
。
ガ
イ
ド
が
こ
の
中
に

｢カ
タ
コ
ン
ベ
｣
が
あ

る
と
い
う
。
地
下
は
三
層
に
な
っ
て
い
て
見
学
で
き

る
が
、
夕
方
で
時
間
が
な
い
。
規
模
は
可
成
り
大
き

い
よ
う
だ
。

カ
タ
コ
ン
ベ
と
は
ロ
ー
マ
の
地
下
墓
所
。
ロ
ー
マ

の
初
期
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
迫
害
の
と
き
こ
こ
に
集
ま

っ
た
(広
辞
苑
)
。
ぐ
ら
い
の
知
識
は
あ
っ
た
が
目
の

前
に
長
々
と
続
く
塀
の
中
を
想
像
し
て
、

一
、
穴
を
掘
っ
た
土
は
秘
か
に
運
び
上
げ
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
上
げ
た
土
は
地
上
で
目
立
た
な
い

よ
う
ど
う
処
理
し
た
の
か
。

二
、
地
下
に
集
会
所
を
作
っ
た
と
い
う
が
、
多
数
の

人
が
集
ま
れ
ば
地
上
の
八
の
目
に
も
つ
き
密
告
の

可
能
性
も
あ
る
。
な
ぜ
秘
密
裡
に
事
が
歩
ば
れ
た

の
か
。

と
の
素
朴
な
疑
問
が
わ
い
て
来
た
。

帰
国
後
、
イ
タ
リ
ヤ
古
寺
巡
礼
な
ど
の
著
者
和
辻

哲
郎
氏
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
の
印
象
記
を
残
し
て

い
る
こ
と
を
思
い
出
し
調
べ
て
み
た
。
ロ
ー
マ
に
あ

る
数
ヶ
所
の
カ
タ
コ
ン
ベ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

｢ド
ミ
チ
リ
ア
の
カ
タ
コ
ン
ベ
と
い
う
古
い
幕
を

見
に
行
っ
た
。
上
は
牧
場
に
な
っ
て
い
る
丘
だ
が
、

地
下
に
狭
い
ト
ン
ネ
ル
を
作
っ
て
そ
の
左
右
に
墓
穴

が
あ
る
。
古
代
ロ
ー
マ
の
貧
民
が
地
上
に
墓
地
が
買

え
な
く
て
地
下
の
穴
を
墓
地
に
し
た
そ
う
だ
が
、
初

代
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
そ
こ
を
集
会
場
な
ど
に
使
っ
た

の
で
有
名
に
な
っ
て
い
る
。
初
期
キ
リ
ス
ト
教
時
代

の
壁
画
や
石
棺
類
が
残
っ
て
い
る
。
上
に
は
平
和
な
、

の
ど
か
な
牧
場
が
あ
る
の
に
、
そ
の
地
下
に
こ
う
い

う
陰
惨
な
も
の
が
あ
る
の
は
、
よ
ほ
ど
妙
な
気
持
ち

の
も
の
だ
。
ロ
ー
マ
時
代
の
貧
富
の
階
級
の
距
り
や
、

初
代
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
殉
教
的
な
戦
い
な
ど
が
、
い

か
に
猛
烈
な
も
の
だ
っ
た
か
を
思
わ
せ
る
。
｣

右
に
よ
れ
ば
、
地
下
墓
所
は
紀
元
前
か
ら
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
使
用
人
で
あ
る
貧
者
の
願
い

に
こ
た
え
て
、
牧
場
主
は
牧
場
の
地
下
に
墓
所
を
作

る
こ
と
を
許
し
た
に
違
い
な
い
。
と
す
る
と
H
の
穴

5
月
号
の
特
集
テ
ー
マ
は

｢道
路
交
通
情
報
提
供
の
最
近
の
動
向
｣

の
予
定
で
す
。

掘
工
事
は
白
昼
公
然
と
出
来
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て

土
捨
場
の
確
保
も
牧
場
主
の
積
極
的
な
協
力
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
紀
元
後
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
が

隠
れ
場
所
と
し
て
こ
れ
を
利
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

次
に
□
の
地
下
集
会
場
に
集
ま
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
が

目
立
た
な
か
っ
た
の
は
、
地
下
墓
所
に
参
拝
す
る
人

は
先
住
の
異
教
徒
も
多
く
い
た
し
、
そ
の
異
教
徒
の

中
で
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
者
も
い
た
。
こ
れ
ら

の
人
々
が
ま
じ
り
合
っ
て
い
た
の
で
、
十
字
架
を
つ

け
て
い
な
い
限
り
区
別
は
つ
か
な
か
っ
た
ろ
う
。

さ
て
、
現
在
私
達
が
読
ん
で
い
る
歴
史
は
勝
者
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
こ

の
あ
と
ロ
ー
マ
皇
帝
に
よ
っ
て
布
教
を
許
さ
れ
る
。

勝
者
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
勝
者
の
歴
史
は
美
化
さ

れ
、
敗
者
の
そ
れ
は
抹
消
さ
れ
る
。
カ
タ
コ
ン
ベ
で

も
キ
リ
ス
ト
教
受
難
の
物
語
だ
け
を
私
達
は
知
る
。

が
こ
の
地
下
墓
所
の
占
有
を
め
ぐ
っ
て
、
真
暗
な
穴

の
中
で
新
参
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
古
参
の
異
教
徒
と

の
間
で
対
立
や
壮
絶
な
争
い
が
あ
っ
た
。
と
い
う
証

拠
は
お
そ
ら
く
残
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

(崎
)




